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「スターライト・フィーバー！」

　水み無な瀬せみなもが高々と曲名を叫び、ステップを踏み始める。

　歌もダンスもキレている。

　普段の口の悪さを忘れてしまいそうな、まぶしい笑え顔がお。

　それに、キラキラと光の微粒子が輝いているような、不思議なパフォーマンス。

　みなもの左右にいるのは、朝あさ霞かカナミと宮く藤どう詩しい歌かだ。

　カナミは多少ダンスは怪しいものの、正確そのものの音程で歌っている。

　スタイルも素晴らしく、胸のふくらみはステージ衣装の上からでもはっきりわかる。

　詩歌の歌には感情がたっぷりと込められ、堂々と歌い上げている。

　ダンスもみなもに負けず劣らずで、小柄な身体からだに似合わない元気のよさだ。

　しかし、元気のよさならばその詩歌の隣に並ぶ鳴なる森もりアリスが一番だろう。

　歌もダンスもそこそこではあるが、大きな動きとまぶしい笑顔が人を引きつける。

「行きまーす！」

　サビが終わって長い間奏が始まると、カナミの隣の星ほし宮みや舞ま衣いが一人で飛び出した。

　地味ではありつつも、実はステージ上のダンスを引っ張っていた彼女が──

　枷かせから解き放たれたように、ダイナミックなダンスを披露する。

　重力を無視したような不思議な動きと、ステージ上を跳び回るようなダンス。

　オオオッ、と客席からどよめきが上がる。





　　さあ飛んで飛んで弾はじけよう！

　　未来に繋つながる星の道　ゴールなんてない

　　限界までまだまだ






　みなもたち他の四人のメンバーも舞ま衣いの隣に並び、また歌い始めた。

　ＦＥＡＬｓフイールズのパフォーマンスはステージを輝かせ、客席を沸かせる。

　鳴なり止やまない歓声と拍手の中、ＦＥＡＬｓのステージは永遠に続くかのようだった──







「あああ、終わった！」

　ステージ袖そでに引っ込むと、詩しい歌かが崩れ落ちそうになりつつ言った。

「詩歌ちゃん、最近はステージでも恥ずかしがらずに堂々としてるのに。終わったら、急にぐたーっとなるわよね」

　カナミがくすくす笑いながら、詩歌の腕を取って支える。

「しーちゃんのギャップ見られるのもメンバーの役得ですー！」

　アリスもにこにこして、詩歌の頭をぽんぽんと叩たたく。

「えーい、頭に触るな！　いいだろ、終わったんだから気を抜いたって！」

「控え室に帰って着替えるまでがライブよ。エンジェルパーティエンパの全国大会だとマスコミのカメラがステージ裏にも入るから、控え室まで気が抜けないわよ」

「うう、ホントか……」

　面白そうにニヤニヤしながら言ったのは、舞衣だった。

　彼女はエンジェルパーティ全国大会への出場経験がある。

「ま、今日きようはまだ県予選の三回戦。このくらいじゃマスコミなんて来ないけどね。といっても──」

「やー、いいステージだったな！　私たちのステージも観みていってくれよ！」

　ステージ袖に、五人の少女が姿を現した。

　ナース服のような衣装を着ていて、全員が──圧倒的なオーラを放っている。

　舞衣に話しかけてきたのは、ＳＯＧソーグというグループのリーダーである小こ泉いずみはずみだった。

　笑みを浮かべていて、その顔が輝いているように見える。

　ここは、エンジェルパーティ県予選三回戦の会場。

　会場はいくつかに分かれているが、今回はＳＯＧと同じ会場になってしまった。

　もっとも、エンジェルパーティ予選は勝ち残ったグループ全体で投票が行われ、投票数が多い順から次へ進める仕組みだ。

　同じ会場だろうと、直接対決──というわけではない。

「あなたたちくらいになると、マスコミが見に来るみたいね」

　舞ま衣いは、ＳＯＧソーグの背後にいる二人組に目を向ける。

　二人組の一人は、高級そうな一眼レフカメラを構えている。

「ＳＯＧと同じ会場になれて嬉うれしいわ。小こ泉いずみさん、勉強させてもらうわね」

「はっはっは、星ほし宮みや妹に見られてるとプレッシャーだな！」

　小泉はずみは嬉しそうに笑っている。

　全国大会への出場経験があるのは、彼女も同じだ。

　昨年、小泉はずみのグループは全国大会ベスト４に進出している。

　神奈川の絶対王者──といってもいい。

「んん？」

　小泉はずみは、きょとんとした顔になる。

　彼女の視線の先にいるのは、水み無な瀬せみなもだ。

「水無瀬みなもちゃん、ずいぶんおとなしいな？」

「……ステージ終わったばっかだよ。疲れてるんだよ」

「君、疲れることなんかあるの？」

「キラキラしてる人に話しかけられるとね……」

　みなもは、じろりと小泉はずみを睨にらむ。

　しかし、すぐにふいっと目を逸そらしてしまう。

「ふーん。あれ？　そういえば、あのコーチ君は？」

「……ちょっとね」

　小泉はずみの疑問に、みなもは短く答えた。

　ＦＥＡＬｓフイールズの中心であるみなもが、三回戦で全力を出し切ったあとも浮かない顔をしている理由。

　それは、たった一つ。

　ここにいるべき、いてもらわなければ困る人物の不在だった──









１章　エンジェル・ボイス






　私立星せい歌か台だい学園──

　神奈川県横浜市、海に近い街にある小中高一貫の私立女子校だ。

　良家のお嬢様方が通う名門校としても知られている。

　といっても、それは昔の話で今は一般家庭の子たちも多い。

　歴史ある名門校ですら、今の時代に伝統を守るのは難しいというわけだ。

「…………」

　ゆっくりと校門を抜けて外に出ようとして──俺は足を止めた。

　後ろを振り向いて、校舎を見つめる。

　古い学校だけあって、洋風の味のあるつくりだ。

　もう見慣れたけれど──これが見納めかと思えば、なかなか感慨深い。

　時刻は、ちょうど午後一時。

　今頃、あいつらはステージで──

　いや、これ以上考えてはいけない。

　俺はもう──彼女たちと関係のない人間になってしまったのだから。

　ステージを観みに行ったりすれば──未練が大きくなるだけだ。

「……じゃあな」

　誰にも聞こえない小声でつぶやいて、俺は再び歩き出す。

　星歌台学園の警備員に応募して、なぜかアイドル育成科のコーチとして採用され、生徒たちを鍛え、ステージを見守り、そして──

　四月なかばにここに来てから、もうすぐ二ヶか月げつ。

　つい数日前にコーチを解任され、今日きようこの学園を去ることになった。

　住み込みで働いていたし、もちろんきちんと契約を交わした上での仕事だったのだから、即日クビ、即日退去とはならなかった。

　とはいえ、そう何日も長居はできない。

　書類上の諸もろ々もろや、退去準備を済ませてから──とうとうここを出て行くことになった。

　そんなに荷物は多くない。リュック一つに、身の回りのものを詰め込んだだけだ。

　それと、テントもある。これが当面の俺の住居になる。

「さあ、これからどうしたもんかな……」

　校門を出て、駅への道をぶらぶらと歩いて行く。

　急ぐ必要はまったくないし、そもそも行く当てがない。

　別に、今すぐ飢え死にするということはないだろう。

　星歌台学園からいくらか金銭はもらっている。どういう名目の金だったかは忘れた。

　いきなり無一文で叩たたき出だすのは名門校としては体面が悪いということらしい。

　ただ──

「再就職なんて無理だろうなあ……」

　はっきり言って、俺ほど怪しい人間はそうはいない。

　まだ七歳の頃に傭よう兵へいだった父親に連れられて海外に出て、そのあとは十年ほどひたすら戦場を渡り歩いてきた。

　小学校すら出てない人間を雇った星せい歌か台だいがどうかしている。

『あなたは──クビです』

　と、速はや水み凛りん子こに言われたときは驚いたが。

　正直、彼女に理りがあるような気さえする。

　速水凛子のように、俺の存在に反発する人間がいて当たり前だ。

「まあ、速水凛子も鬼ってわけじゃなかったしな……」

　速水凛子は星歌台では少なくなってきたお嬢様の一人らしい。

　会社を経営しているという彼女の父親のコネで、とある警備会社を再就職先として用意してあったのだ。

　戦場暮らしが長かった俺には、警備の仕事はうってつけ──というより、学歴もほとんどない以上、コネでも使わないと就職など不可能に近い。

　もっとも、その再就職先は蹴ってしまった。

　なぜ蹴けったのかは、自分でもよくわからない。

　自分をクビにした人間を頼りたくないというプライドなのか、それとも──

　まあ、いい。

　それもまた、考えても意味のないことだ。

　行き先は、駅まで行って、それから考えよう。







　数分歩いて、駅舎が見えてきた。

　たぶん、この建物を見るのもこれが最後になるだろう。

　星歌台の生徒たちに接近禁止令を出されてるわけじゃないが、クビになった人間が前の職場に近づくのはあまりよろしくないからな。

　それに、速水凛子に会ったりしたら最悪だ。

　通報でもされたら、シャレにならない。彼女は、それくらいやりかねない。

「悲鳴でも上げてくれれば、まだ可愛かわいげも……」

「きゃ──────────っ！」

「…………っ!?」

　時間帯のせいか、駅はそれほど混雑してない。

　それでも券売機が置かれているあたりと、改札の前は人が多い。

　そこから──

「たっ、助けて──！」

「…………君は」

　人々の間をすり抜けて来たのは、小柄な女の子だった。

　白いブラウスにブルーのタイ、グリーンのミニスカート。

　星せい歌か台だい学園初等部の制服だ。

「待て！　待ってください！」

　駅の改札を抜けて、長身で眼鏡めがねをかけたスーツ姿の男が走ってくる。

　どうやら、あの男は初等部の子を追いかけているらしい。

　判断を下すまで一秒もいらなかった。

「来い！」

「わっ」

　俺は女の子の手を取って、走り出す。

　人々の間をするするとすり抜け、女の子が転ばない速度を維持する。

　この駅は何度も来ていて、構造も周囲の道も把握している。

「お願いだから、待ってくださーい！」

　遠くから、さっきの男の声が聞こえてくる。

「確認するぞ」

「え、はい」

「待たなくていいんだな？」

「は、はい！　待ちません！」

　女の子が頷うなずいたのを確認して、俺はさらに強く彼女の手を握る。

　そうだ、この子の名前はなんと言ったっけ。

　走りながら、俺は記憶をたどる。

　ああ、思い出した──初等部六年、美み月つきゆず、だ。







　走ること十分ほど。

　俺と美月ゆずは、海沿いの道にあるコンビニ前にいた。

「うん、あいつ追いかけて来てないな。根性が足りない」

「はぁっ、はぁっ……お兄さん、息も切れてないですね……」

「だいぶなまってたが、ここ最近はそれなりに訓練してたからな」

　ＦＥＡＬｓフイールズの訓練は軍隊に比べればぬるいが、体力を維持するだけなら充分だった。

　ゆずは、俺がＦＥＡＬｓのコーチをしていたことも知っている。

　というより、星歌台の生徒ならばもう全員知っているはずだ。

　そう遠くないうちに忘れられるだろうけどな。

「でも、そういう君もなかなかスタミナあるじゃないか」

「あー、少しは鍛えてますので……」

「鍛えてる？　君、小学生だろう？　日本の小学生なんて、虫追いかけて遊び回ってるか、塾に通ってるだけじゃないのか？」

「お、お兄さん、日本に偏見ありませんか……？」

　俺は曖あい昧まいに笑ってごまかす。

　偏見なんてあるに決まってる。

　俺はろくにものを知らない子供の頃に、日本を離れて十年経たってるのだから。

「まあ、しばらくここで時間を潰つぶそう。さっきの男が来たら、また逃げればいい」

　ここは見晴らしがいいが、子供と二人で狭苦しいところに隠れるのも問題だ。

　警察に追われるより、あの男に見つかるほうがマシだ。

「え、あれ？　時間を潰そうって……それだけですか？」

「なんだ？　君、美み月つきゆずだろう？　そっちも俺のことは知ってるよな？」

「は、はい。それはもちろん」

　星せい歌か台だい学園の校内で、ゆずとは二度ほど会っている。

　お互いに名乗ってるし、ゆずには破壊力バツグンのダンスも見せてもらった。

　今さら、怪しまれることもないだろう。

　なんだかわからないうちに逃げることになったんで、混乱するのも無理ないが。

「そうではなくて……お兄さん、なにも訊きかないんですか？」













「話したければ勝手に話すだろう。人から見れば、俺が誘拐犯みたいだが、最悪そう思われてもかまわないな。失うものもないし」

「か、悲しいこと言わないでください。私、お兄さんが逮捕されたら面会に行きます！」

「いや、君は誤解を解いてくれよ」

「あ、そうでした……」

　ゆずが、真まっ赤かになってうつむく。

　ボケたのではなく、本気で言ってたらしい。

「さっきの奴やつ、ボコってもよかったが……まあ、暴力はよくないな」

「え、ええ。始末するのは可哀かわい想そうです……」

「いや、始末するとまでは言ってないぞ」

　誤解されるのも無理ないが、特殊部隊の殺し屋かなにかだと思われがちだ。

　そうだ、暴ぼう力りよく沙ざ汰たに限らず俺が犯罪に走るのはまずいな。

　元コーチが犯罪なんて、あいつらの足を引っ張ってしまう……。

「ああっ、いたっ！」

「……と、追いついてきたか。少しはやるな」

　俺は思わず笑ってしまう。

　さっきの眼鏡めがね、スーツの男が向こうから走ってくる。

「うう、どうして見つけちゃうんですか……」

「ゆずちゃんのことだから、ギャラマにいるかと思ったんです！」

「はっ!?」

　ゆずは、はっとなって後ろを振り向いた。

　俺も気づいてなかったが、このコンビニは、前にゆずが「おにぎりが美お味いしい」とか言ってたギャラクシーマートだった。

「し、しまった……私のギャラマ好きが逆さか手てに取られるなんて……！」

「いや、俺が引っ張ってきただけだから。偶然だろう」

　ゆずに飲み物なんかも買ってやれるから、コンビニの前で止まっただけだしな。

「と、とにかく。ゆずちゃん、一度事務所に帰りましょう。僕に至らないところがあったなら、直しますから！」

「うー……」

　ゆずは、男の懇願にも唸うなるだけでなにも言わない。

　事情はどうでもよかったが、なんだか気になってきたな……。

「だいたい、その男はなんですか！　ゆずちゃんをさらって逃げるなんて！」

「お兄さんはゆずを助けてくれたんです！」

「…………っ！」

　キーン、と甲高い声が耳に響き、俺はびくりと硬直してしまう。

「あ、ああ……またごめんなさい。つい、大声を出すと……」

「……そうだな、そろそろその声のことも知りたくなってきた」

　いや、別に秘密もなにもないだろうが。

　ただ、このどこから出しているのか不思議すぎる声のことは、気になって仕方ない。

　どうせ時間はいくらでもあるんだし、話でも聞かせてもらおうか。







　眼鏡めがねの男が呼んだタクシーに乗せられて、走ること十分ほど。

　なんだか移動ばかりだが、暇なのでこれまたどうでもいい。

　星せい歌か台だい学園の最も寄より駅から、二駅ほどの距離。

　静かな駅前の一角にある、四階建ての雑居ビル。

　その二階が、男の目的地だった。

「ホワイト・ディア……？」

　二階までの階段を上がると、すぐに古びたアルミのドアがあって、その横に貼はられた白いプレートにはそう書かれている。

「お兄さん、どうぞ」

　ゆずが俺の前に立って、アルミのドアを「うんしょ」と重そうに開いた。

「はぁ……じゃあ、失礼します」

　一応礼儀正しく言いつつ、入り口をくぐる。

　どうにも怪しげな雰囲気だ。

　パンチパーマや角刈り、オールバックの怖いおじさん、お兄さんたちが待っていそうな気さえする。

「んん……？」

　と思ったら──そこは、変な意味ではなく〝事務所〟だった。

　全体の広さは二十畳程度。

　部へ屋やの奥に机が一つ、その手前に向き合って机が二つ。

　さらに入り口のそばには、テーブルを挟んでソファが二つ置かれている。

　あとは、壁に大きな棚があるくらいで、実用一いつ辺ぺん倒とうという感じの部屋だ。

「どうも、お疲れ様です！」

　一番奥の机に座っていた女性が立ち上がり、こちらへとやってくる。

　スーツ姿で、年齢は三十代前半だろうか。

「私、ホワイト・ディアの……社長を務めてます鹿しか野のと申します。電話で事情はうかがってます。ゆずちゃんを保護してくださったそうで、ありがとうございます」

「それほどのことはしてませんが……ここはなんなんですか？」

「いくつかやっていますが……一言でいえば、芸能事務所ということになります」

「芸能事務所……？」

　後ろを振り向くと、ゆずはさっと顔をうつむけた。

　わずかに顔が赤くなっている。

　怪しい事務所、という意味では俺の直感は間違ってなかった──というのは失礼か。

「とりあえず、お話をさせていただきます。ゆずちゃんも一緒に聞いてね」

「はい……」

　ゆずは、こくりと頷うなずいた。

　彼女の後ろに立っている眼鏡めがねの男は、ばつが悪そうにそっぽを向いていた。

「とりあえず、先に一つ確認したいんですが」

「はい、なんでしょう？」

　俺の質問に、鹿しか野のさんは頷きつつ答えた。

「ゆず……さんは、この事務所のなんなのですか？」

「ああ、そこからですか。えーとですね」

「お兄さん」

　鹿野さんが答えかけたところで、ゆずがくいっと俺の袖そでを引いた。

「ゆず──私は、その……」

　ゆずは、なんだかまた恥ずかしそうに顔を赤くして。

「この事務所さんでお世話になってる……タレント、みたいなものです」

「…………！」

　俺は、答えの内容ではなくゆずの声色に驚いてしまう。

　甲高い声ではなかったが、いつものゆずの声とは明らかに違っていた。

　どこから出してるのか、という不思議な声。

「タレントか……」

　そんなに意外な回答でもない。

　アイドルと多く接してきたからか、タレントと言われてもそう驚きもない。

　とはいえ、俺はなんでゆずの事務所に来ちゃってるんだろうな？

　まあ、命綱と言ってよかった仕事先を失うこと以上のトラブルは起きないだろう。

　起きたところで……そんなに問題はないしな。







「お兄さーん、お待たせしました！」

「おっ」

　突然の甲高い声に、俺はスマホから目を離して顔を上げる。

　素早くスマホを操作し、開いていたアプリを閉じた。

「おはようございます。なにを見てたんですか？」

　走り寄ってきたゆずが、笑え顔がおで話しかけてくる。

「……このスマホ、事務所から借りたばかりだからな。操作を確かめてたんだ」

「なるほどー、事前に確認しておくのはいいことですね」

「…………」

　素直に感心されると、ちょっと罪悪感が。

　操作を確認してたのは事実だが、少しばかり仕事と関係ないものを見てしまっていたからな……。

　いや、それは置いておくとして。

　ここは、ホワイト・ディア事務所の最も寄より駅。

　その駅前にあるギャラクシーマートギャラマのすぐそばだ。

「あ、お兄さん、それ似合いますね♪」

「ある意味、似合いすぎてるけどな……」

　今日きようの俺は、黒いスーツの上下に革靴、胸元を開けたワイシャツでノーネクタイという格好だ。

　つい昨日きのうまで、毎日Ｔシャツにジャージという格好だったのでなかなかの違和感だ。

　というか、目つきが悪いせいか、鏡を見たらチンピラが一匹いるとしか思えなかった。

「まあ、ぴったりでよかった。借り物だから裾すそ上げとかもやりにくいしな」

　スーツは私物ではなく、事務所から借りているものだ。

　スマホ以外にも手帳やモバイルＰＣなど、必要なものも一通り借りてきている。

「っと、とりあえず行くか。話は途中でできるしな」

「はい、お兄さ──いえ、マネージャーさんのほうがいいですね」

「そこは好きにしてくれ。ああ、俺も美み月つきさん、とかのほうがいいか」

「ゆずです」

「…………」

「ゆずです」

「……そうか」

　そう大きな声でもなかったが、きっぱりと言われて反論できない。

　とりあえず、ゆずと駅舎内に入り、ホームに下りて、ちょうど来ていた電車に乗り込む。

「でも、大丈夫ですか、マネージャーさん？」

「ん？　なにがだ？」

「いえ、昨日の今日でいきなりこんなことになって……」

「大丈夫どころか、本当に助かったよ」

　これが、どういう状況なのかというと──

　昨日は、芸能事務所、ホワイト・ディアで鹿しか野の社長から話を聞かされることになった。

　社長の話は要約するとこうだった。

　ホワイト・ディアは、ローカルタレントを扱う事務所らしい。

　一時は羽振りもよかったらしいが、ここ数年で仕事は激減し、所属タレントはゆずを含めて五人だけ。

　中でも、まともに仕事があるのはゆずだけだとか。

「とにかく、仕事にありつけたんだからな。なんだってやるさ」

　そう、今の俺の立場はホワイト・ディアのアルバイト。

　時給は八八七円と、なかなかの安さだが、一つ助かることがあって──

「なにしろ、住むところもできたからな。これ以上高望みはしない」

「事務所の上の倉庫……ですよね。ホントにあそこでいいんですか？」

「もちろんだ」

　事務所の上のフロアは倉庫になっている。

　特に貴重品もないので、新入りの俺を宿泊させても問題ないそうだ。

　待遇のほうは、まったくなんの不満もない。

「君のほうこそ……俺でいいのか？」

　俺の具体的な仕事内容は──ゆずの専属マネージャー。

「事情は昨日きのうお話ししたとおりです。お仕事はこれからですから、いいとは言えませんけど、悪いなんてこともないです」

「なるほど、それはそうだ」

　この子、小学生とは思えないほどしっかりしてる。

　そもそも、マネージャーなんていらないんじゃないか……？

「赤あか沢ざわさんには悪いですけど……これ以上あの方とお仕事はできませんでした」

「まあ、それは当然のことだな」

　あの眼鏡めがねの男──赤沢は、ゆずの専属マネージャーだった。

　つまり、俺の前任者ということになる。

「仕事の開始時間を間違えたり、打ち合わせをドタキャンしたり、マネージャーの立ち会いが必要なのにゆずを一人で仕事に行かせたり、毎日のようにミスしてたらしいな」

「昨日も二時間も遅刻して、私が一人でお仕事に行ったので……」

　それで、二時間経たってようやく現れた赤沢に、ゆずが「もう一緒に仕事できない」と告げたところ。

　赤沢がしつこく食い下がってきたため、彼から逃げているところで俺と会った──という流れだったらしい。

「あの方には、お金をいただいて仕事をしている意識がありませんでした」

「…………」

　この子、小学生なのにシビアだな。

　人のことは言えないが、どんな育ち方をしてきたんだろう……。

　まあとにかく、赤沢は他のタレントについたらしいから、そう文句もないだろう。

「しかし、まだいまいち君の仕事がわかってないんだよな」

「そうですね、それは見てみないとわかりにくいと思います」

「ふーむ……」

「マネージャーさんなんですから、段取りさえわかっていれば大丈夫ですよ」

「なるほど、まあそういうのは大得意だ」

　なにしろ、軍隊育ちだ。

　段取りの間違い一つが大勢の生死を左右しかねない。

　普段はルーズな傭よう兵へい部隊といえども、作戦行動ともなればミスは許されない。

　段取りや時間をきっちりと守る習慣は身についている。

　ゆずの仕事については、これから理解していけばいいのか。

　このあとすぐわかるんだしな。







「はい、それじゃあ始めますか。美み月つきさん、台本１ページからの１ブロック、まずはテストでください」

『はーい、よろしくお願いします！』

　十畳ほどのコントロールルームの向こうに、やや狭いブースがある。

　そこに置かれたマイクの前に、ゆずの小さな背中が見える。

　コントロールルーム内にいるのは、音響監督と技術マン、プロデューサーと称する男、それに俺の四人だけ。

　音響機材の前に音響監督と技術マンが座り、その後ろに置かれたソファに俺と自称プロデューサーが座っている。

　ここは、いわゆる音声収録用のスタジオという場所だ。

　意外と狭いのは、ナレーション撮り専門で、一度に多くの人間が収録することを前提としていないためらしい。

　ブースの壁に設置された赤いランプが光った。同時に──

『みんな来てくれてありがとう！　〝海み咲さきゆら〟ライブ、楽しんでいってくださいね！　今日きようは──』

「…………っ！」

　うおっ、今の声は……！

　これまで何度か聞いてきた、怪音波だ……！

　いや、前に聞いたほど甲高い声じゃない。

　ナチュラルな怪音波とでもいうか……耳に強く響く感じじゃなくて、優しい声色か。

「驚いたでしょう？」

「ええ、まあ……」

　自称プロデューサーの男が笑え顔がおで話しかけてくる。

「これが、世間で噂うわさの〝メロディック・ボイス〟、海咲ゆらの正体ってわけですよ」

「正体……」

　ブース内では、ゆずがぴこぴこと擬音が出そうな感じで手を動かしながら、マイクに向かってしゃべっている。

　これが、ゆずの仕事──

　とりあえず、ゆずの声が商売で使われるレベルで特異なのは、一発で理解できた。

　これはまた、アイドルのコーチに続いておかしなところに飛び込んだもんだな……。







「はー、美お味いしいー……」

　ゆずは、コンビニのおにぎりを一口齧かじって、ほわーっと顔を緩ゆるめる。

「やっぱり、ギャラマのおかかは最高です……」

　ゆずはスタジオ近くの公園、その一角にあるベンチに座っている。

　コンビニで買ってきたおにぎりと飲み物で、ずいぶんとご機嫌だ。

　というか、安物でずいぶんと喜んでくれる子供だった。

「それで、マネージャーさん。私のお仕事はわかってもらえましたか？」

「……ああ、まあな」

　と思ったら、子供がプロの目になった。

「いや、完かん璧ぺきとは言えないな。声優……という仕事とは違うんだな？」

「はい、私はお芝居はしないので。いわゆる声優さんとは違います」

　ゆずは、こくこくと頷うなずきながら言った。

「〝メロディック・ボイス〟という技術があるんです」

「さっきのプロデューサーも言ってたな。そういえば、聞いたことはあるような」

「動画サイトでメロディック・ボイスを使った動画がたくさんありますから。というか、メロディック・ボイスが主に使われてるのが動画サイトなんです」

「それは、いったいどういうものなんだ？」

　動画サイトは、戦場にいた頃から見てはいた。

　日本の情報を知っておけ、と親父おやじに指示されていたので、若者が当たり前に見てるサイトとして目を通してたんだよな。

　ただ、なにが流は行やっているかとか、あまり把握してなかったかも。

　なんせ、アイドルが盛り上がってることすら聞いたこともなかったからな。

「音声をサンプリングして、その音声データをつかって歌をつくるんです。楽曲作成用のソフトということですね」

「……いまいちわからん」

「ですよね。論より証拠です」

「君、子供なのに妙な言葉を使うな……」

　と、呆あきれつつ、ゆずが差し出してきたでかいスマホの画面に目を落とす。

　表示されているのは、動画サイトの画面だ。

「えーと、今の一番人気は……これですね。えい、再生っ」

　ゆずが再生した動画では、アニメ調のＣＧの女の子が音楽に合わせて歌っている。

　こういう動画は、俺も前に観みたことがある。

　動画サイトにはこの手の動画が山のように投稿されてるからな。

「そういえば、凄すごい歌声だと思ってたんだ。これ、合成音声じゃなかったんだな」

「ある意味では合成ですけど、元は人の声です」

　機械でつくった音に聞こえるのは合成しているからか。

「メロディック・ボイスの第一作目は、ある声優さんの声がベースになってます。それから、別の声優さんたちの声を使って何作も出てます。メロディック・ボイスの技術は公開されて、他のメーカーからも同じものがたくさん発売されたんですよ」

「そりゃまた太っ腹なことだな」

　技術を独占するより、公開したほうが全体のブームが大きくなって、本家本元が潤うという判断があったのかもな。

「私も、このメロディック・ボイスの声をやらせてもらってるんです。〝海み咲さきゆら〟っていう名前で」

「ということは、君が声をやってる動画もあるのか」

「え、ええ……一応……」

　ゆずは顔を赤くしながら、またスマホを操作して動画をスタートさせる。

「おお、これは……」

　再生された動画からは、とてつもなく不思議な歌声が響いてくる。

　何度か聞いてきたゆずの怪音波──それが見事なメロディを奏かなでている。

「本家の人気には全然かないませんけど……まあ、なんとかという感じで……」

「いや、これは凄いな。本当にゆずの声で歌ってる」

　抑揚もついてるし、息継ぎまで入ってる。

　多少不自然な感じもなくはないが、それが逆に味に思えるしな。

「でも、まだ疑問が二つある」

「はい？　なんでしょう？」

「君の声は確かに独特だが、なぜメロディック・ボイスに起用されたんだ？」

「鹿しか野の社長って、私の親戚──叔お母ばなんです」

「えっ、そうだったのか」

　その話は初耳だ。

　もっとも、昨日きのうは話が多すぎて俺に教えられないこともあっただろうからな。

「たまたま親戚の集まりで私の声を聞いて──メロディック・ボイス進出を考えてた社長が『これだ！』と思ったとか。その場でお願いされちゃいました」

「君の声を聞けば当然そう考えるよな」

　メロディック・ボイスの音源は、かなり特徴のある声が選ばれるようだ。

　ゆずの声なら、他のどんな声にも負けないに違いない。

「それで、メロディック・ボイスの音源を録とることになって……」

「なるほど、じゃあ次の疑問だ」

　俺は、ゆずの目をじっと見る。

「今日きようのは、音源の収録じゃなかっただろう？　普通に君のナレーションを録とっていたように見えたが」

「今度、〝海み咲さきゆら〟のライブがあるんです。規模は小さいですが」

「ライブ？」

　ゆずは、説明を始める。

　今では、メロディック・ボイスによるライブというのも珍しくないらしい。

　メロディック・ボイスにはそれぞれキャラクターがついてるとか。

　海咲ゆらは、ふわふわした髪の小柄な女の子だそうだ。

　その海咲ゆらの３Ｄモデルを作成し、ライブステージの大型モニターに歌って踊っている映像を映し出す。

　それが、メロディック・ボイスのライブらしい。

「ライブにはＭＣが入るので、それを私の声で収録したんです。メロディック・ボイスっぽく聞こえるように加工するみたいですけど。メロディック・ボイスでもしゃべらせることはできますけど、基本的にはボーカル作成ソフトなので」

「なるほどな」

　ライブのＭＣでなにを言ってるのか不ふ明めい瞭りようだと、ファンは嬉うれしくないだろう。

「ゆずは、ＭＣとか、ナレーション仕事にも慣れてるんだな？」

「はい、何度か録らせていただいてます。私のメロディック・ボイスはそこまで大人気ではないですけど、たまにナレーションのお仕事が来るんです」

「それで、ゆずは時々学校を公欠してたんだな……」

　ようやく、いろんなことが納得できた。

　小学生なのにちょくちょく学校を休み、妙にプロ意識があるのも頷うなずける。

「ええ、ローカル番組のナレーションから、イベントの案内、スーパーのアナウンスまでけっこういろいろやってます」

「君の声で言われたら、聞こうとしなくても聞こえてくるだろうな」

　これだけインパクトのある声だからな。

　普段は多少声色を変えてるようだが、〝海咲ゆら〟モードの声は頭に響く。

「はー、美お味いしかった」

　ゆずはおにぎりを食べ終え、ごくごくといちごミルクを飲んだ。

　ずいぶん妙な組み合わせだが……まあ子供だから甘い飲み物が好きなのか。

「私は小学生なので、いっぱいお仕事は入れてませんけど、その……うちの事務所がちょっと……」

「そりゃしょうがないだろうな」

　社長は控えめに言ってたが、ゆず以外に仕事がないというのは深刻なレベルだろう。

　事務所の壁に貼はってあったスケジュール表の目立つ空白を見ても、それは察せた。

「親戚からのお願いなのでお仕事を始めたんですが……なんだか、どんどん話が大きくなっていって……」

「まあ、予定どおりに進むことなんてない。けど、君もこれだけ凄すごい声があって、可愛かわいいんだからアイドルも目指したらよかったのにな。育成科もあるし」

「えっ、か、かわ……」

　ゆずは真まっ赤かになって、あたふたし始める。

　しまった、相手が子供だからか俺らしくない褒め言葉を……。

「せ、星せい歌か台だいの育成科って初等部は原則としてデビュー禁止なんですよ……」

「えっ、そうだったのか？」

　そんな決まり、初耳だった。

　そういえば、みなもも中等部に進んでから育成科に入ったって言ってたか。

「小学生には無理をさせられないからって。それに、私なんて……」

「似合うとは思うけどな。でも、海み咲さきゆらとアイドルの両立はキツいか」

　ただでさえ学校休みがちなんだしな……。

「はい、海咲ゆらのお仕事だけでも大変なので……支えてくれる人がいないと無理なんです。だから……」

「ああ、変なこと言って悪かった。ゆずは、海咲ゆらの仕事、頑張ってるもんな。それだけでもたいしたもんだ。俺もできる限りのことをさせてもらうさ」

　俺は笑って、ゆずの頭をぽんと叩たたく。

「……っと、悪い。昔、傭よう兵へい部隊の連中によく頭叩かれてたから」

「え、いえ……だ、大丈夫です……」

　消え入りそうな、それでもなんとか聞き取れる声でゆずは言った。

　また顔を真っ赤にしてる。

　ＦＥＡＬｓフイールズのことはまだとてもじゃないが、吹っ切れないけれど。

　今は、この子を全力で助けていかないとな……。





　　　　＊






「第一回～、ＦＥＡＬｓこれからどうすんの会議～」

「わー、ぱちぱちぱちー」

　水み無な瀬せみなものやる気のない声に、朝あさ霞かカナミが応えてのんびりと拍手する。

「なんていうか、身も蓋ふたもない会議名だ……」

「ＹＥＡＨ、みんなでお風呂、最高ですー。可愛い服もいいけど、裸の付き合いも高まりますねー！」

　呆あきれてつぶやいたのが、宮く藤どう詩しい歌か。

　一人ではしゃいでいるのが、鳴なる森もりアリスだ。

「というか、なんでお風呂なのよ……」

　星ほし宮みや舞ま衣いが、じとっとＦＥＡＬｓフイールズメンバーを半目で見ている。

　ここは、星せい歌か台だい学園育成科本館、その一階にある大浴場だ。

　数日前までは、育成科唯一の寮生であるみなもは、三階の小浴場を使っていた。

　だが、最近になって舞衣も入寮し、住人が増えたために大浴場の使用が認められた。

　時刻は午後八時過ぎ、ＦＥＡＬｓメンバー全員が大浴場に集まっていた。

　みなもが湯船の一番奥に陣取り、顔を赤くした詩しい歌かがその横にちょこんと座っている。

　二人の前ではアリスがにこにこ顔で湯船につかっている。

　カナと舞衣は、洗い場で身体からだを洗っているところだ。

「アリスも言ったでしょ。やっぱ裸の付き合いは大事だよ」

　みなもが、さらりと言う。

「なんかねー、あんたらと裸でいるとドキドキするのよね……」

「えっ、舞衣ってそっちの人!?」

「そういう意味じゃない！　特にみなも、あんたよ！　あんたの前で無防備な姿をさらすのが怖いの！」

「こんな人畜無害そうなわたしに向かって……」

「人畜無害そうなだけで、人畜無害じゃないでしょ」

「いえ、話が逸それてるわよ。みなもちゃん、会議やるんでしょ」

　みなもと舞衣の低レベルな言い争いを、カナが制する。

　ああ、そうだった──とみなもは気を取り直す。

「ぶっちゃけ、ＦＥＡＬｓ、マジでやばいよ」

「……話が戻ったと思ったら、本当にぶっちゃけたな」

　みなもの隣で、詩歌が呆あきれた顔をする。

「わたしたちは二回戦、三回戦はなんとか勝ってベスト８に進めた。はい、エンパに詳しい舞衣さん、これを分析して！」

「みなも、もっともらしいこと言って肝心なところだけ投げないように」

　舞衣は身体を洗いながら、こちらも呆れて言う。

「はー……まあ、私が見たところ上位八組はほぼ決まってたわね。ただ、高たか品しな高校はセンターを含めた二人が風か邪ぜで絶不調だったわ。高品の子たちには悪いけど、うちらにはラッキーだったわね」

　舞衣は、身体についた泡をシャワーで洗い流しながら言った。

「高品のグループがいつもどおりなら、あたしたちは三回戦で消えてたってことか……」

　詩歌が情けない顔をしている。

「ラッキーはラッキーでありがたく受け取りましょうー！　古人曰いわく、『運も実力のうち』なのですー！」

「アリスさんはポジティブね。まあ、私たちが一服盛ったわけじゃないんだから、別に問題ないわよね」

「……カナの一服盛るとかそういう発想が怖い……」

「詩しい歌かちゃん、いくら私でもそんなことしないわよ！」

「はい、また話が逸それてるよ」

　と、みなもは偉そうに言う。

「とりあえず、カナから食べ物や飲み物をもらうときは注意するとして」

「みなもちゃん、ひどい！」

「次は準々決勝、準決勝だけど、どうやったら勝てると思う？　はい、舞ま衣いさん！」

「また私？」

　舞衣は、シャワーを済ませて湯船に入ってくる。

　いくら舞衣が華きや奢しやでも、四人入ると窮屈になってきた。

「エンパじゃ、初出場のグループは一回戦で負けるってジンクスがあるわ。でも、うちらはそこを突破した……けど、ジンクスはもう一つあってね」

「はいはい、知ってますー！　一回戦で勝った新グループは、そのあとトントン勝っちゃいますー！」

「ああっ、私が言いたかったのに！」

「舞衣はもったいぶってるから先に言われちゃうんだよ。でも実際、わたしたちもベスト８までトントン来たよね」

　そう言ってから、みなもは悔しがっている舞衣をじとっと睨にらむ。

「ていうか舞衣には予選落ちとか言われたけど、勝ち残ってるよ！」

「まだ根に持ってんの!?　あのときは……悪かったわよ……」

「うっ、そこでマジで謝られるとわたしが悪い子みたいに……！」

　みなもは、思わず舞衣と見つめ合ってしまう。

　軽口のつもりだったが、舞衣の反応は予想外だった。

「どうしても話が逸れていくわね。でもこれって……やっぱりそういうことかしら」

「なんだ、カナ？」

　詩歌が小さく首を傾かしげる。

「三回戦を勝ったあと、みなもちゃんが浮かない顔してたでしょ。でも、私たちも程度の差はあっても同じだったわ。違う？」

「う……」

　詩歌は、今度は困ったような顔をする。

　同時に、全員がカナの言葉の意味を察して詩歌と同じ表情になった。

「みんな、このところちょっとおかしいわよね。たぶん、今のＦＥＡＬｓフイールズに欠けてるものがあるせいよ。変なコーチさんも……あの人もいないとＦＥＡＬｓじゃないのよ」

　カナの神妙な言葉に、全員が頷うなずく。

　みなもも気づいていた。

　メンバーはみんな、三回戦の勝利を喜んでいる。

　それでも──どこか納得できないものも感じていたはず。

　それは、一人欠けていたから──

「ごめんなさい、変な話をしちゃったわね」

　カナが、苦笑しながら言った。

「えーと、話を戻しましょう。舞ま衣いちゃん。結局のところ、準々決勝は勝てると思う？」

「軍曹よ」

「は…………？」

　舞衣以外の全員が、ぽかーんとしてしまう。

　また、欠けた一人の話に戻ってしまったからだ。

「三回戦までは勢いで勝てたわ。ＦＥＡＬｓフイールズみたいな新しいグループは、一回戦の洗礼を乗り越えれば、注目も高まるのよ。新人を推していこうって人たちも多いしね」

「そうよね、もっともっと注目してもらわないと」

　カナは洗い終わった髪をまとめながら言う。

　彼女には、ＦＥＡＬｓの活動になにか思うところがあるらしい。

「軍曹がいないから、みんな不安になってる。でも、それだけじゃない。軍曹がクビになってから今日きようまで、これまでと同じ練習メニューをこなしてきたけど……」













「うーん……なんていうか、前ほど充実感がないっていうか……」

　詩しい歌かは自信なさげだが、前から気にしていたようだ。

　彼女は強気なのか弱気なのか、わからないところがある。

「練習も、ただ言われたとおりの回数、長さをこなせばいいってもんじゃないの。どれくらいの速さでメニューをこなすか、どのタイミングで次の練習をするかとか、細かいところで大きく違ってくるのよ」

「私、そこまで気にしてる余裕はないわね……」

　一番体力のないカナが遠い目をしている。

「コーチはその辺、きっちりやってたってことだね」

　みなもは、こくこくと頷うなずく。

「ただの鬼コーチと思いきや、なかなかやるもんだね彼も」

「何様なのよ、みなもは」

「まあ、コーチは恐怖の軍隊育ちだもんね。効率的な鍛え方が身についてるんだろうね」

「さすがリクですー！　しごいた分だけ、ワタシたちを成長させていたのですねー！」

　アリスが両手を上げて、大はしゃぎする。

　大きな胸がぷるんぷるんと揺れている。

「話はまとまったよ！」

　みなもは、両手でぱしゃんと水面みなもを叩たたいた。

「わたしたちは、練習してきたことをステージで出し切ればいい。でも、たぶんそれだけじゃ勝てない。そうだよね、舞ま衣い？」

「……そうね。的確なコーチングと……まあ、あまりこう言うのもなんだけど」

　舞衣は、もじもじと言いにくそうにしている。

「萌もえキャラじゃないんだから、きっぱり言って、舞衣」

「本当に生意気な後輩よね……グループには見守ってくれる人が必要ってこと。リーダーやセンターとはまた別よ。たいていの強いグループには、監督やコーチ、頼りになる先生がついてたりするわ。ピュア・ステージにも専属プロデューサーがついてるのよ」

　ピュア・ステージは以前に舞衣が所属していたアイドルグループだ。

　ちなみに、昨年のエンジェルパーティ全国優勝を果たしている。

「……そうね。ＦＥＡＬｓフイールズがもっと上に行くためには私たちだけじゃダメだわ」

「うん、そもそも始めたのはあたしたちじゃなくて、桜さくら木ぎさんだ」

「次々にみんなスカウトしてきたのリクですー！」

「引退してた私をそそのかしたのも、軍曹だしね」

　カナ、詩歌、アリス、舞衣が次々に言う。

「それに、さっきの話もそうだよね。コーチがいないと……勝っても嬉うれしくない」

　みなもは言って、全員の顔を見回した。

　メンバーはみんな、みなもへの反論はないらしい。

　ＦＥＡＬｓフイールズは、桜さくら木ぎ陸りくを必要としている。

　コーチとしても──メンバーの心の支えとしても。

「よし──」

　みなもは、こくりと頷うなずいて。

「じゃあ、倒そう！」

　と、きっぱり言い切って、湯船の中で立ち上がった。

「み、みなも？　倒すって誰を？」

　詩しい歌かが全裸をさらしているみなもから目を逸そらしながら訊きく。

「もちろん、生徒会長──速はや水み凛りん子こだよ」

　みなもは腕組みして、再びきっぱり言い切る。

「コーチのクビを決めたのは学園長だけど、最初に言い出したのは速水凛子だもん。あいつをなんとかすれば、コーチを戻すきっかけが掴つかめるはず！」

「み、みなもちゃん。なんとかって、どうするの？」

「ここは、速水凛子と同じく性格の悪い舞ま衣いをぶつけるしか……！」

「みなもには言われたくないわ！」

　舞衣が、殺気立った目をみなもに向けてくる。

「じゃあ、どうしようか──舞衣、どう思う!?」

「あんた、なんでもかんでも私に振りすぎ！」

　舞衣が、がーっと噛かみついてくる。

　みなもは舞衣の抗議をスルーして、頭を回転させ始める。

　とりあえず、やるべきことは見つかった。

　桜木陸コーチを学園に戻す。

　そして、準々決勝、準決勝を勝ち抜く。

　ＦＥＡＬｓが勝たなければ、そこで育成科は廃止になり、このメンバーでアイドル活動はできなくなってしまう。

　勝つためには、どうしても桜木コーチが必要。

　それはみなもにとって、もう確信に変わっていた。





　　　　＊






　ゆずのマネージャーになって、一週間が過ぎた。

　正直、コーチ以上にマネージャーなんてできるのか自分でも疑わしかったが。

「意外となんとかなるもんだな……ほら、ゆず、入ってくれ」

　俺は事務所のドアを開け、ゆずを先に入らせながら言う。

　今日きようも一仕事終えてきたところだ。

「助かりました、マネージャーさん……って、あれ、誰もいないです」

「鍵がかかってるからおかしいと思った」

　ちなみに、まだ仕事を始めて一週間の俺が事務所の鍵を預かってる。

　ちょっと、この会社は危機意識が足りないような気がする。

「はー、でもくつろげますね」

　ゆずは、応接セットのソファに身を投げ出すようにして横になる。

　今日きようは星せい歌か台だいの夏服で、半はん袖そでブラウスにチェックのミニスカートという格好だ。

　勢いよく倒れ込んだせいで、スカートがめくれ上がってる。

「…………」

　まあ、子供だからだろうが、この子はちょっと無防備じゃないだろうか……。

「社長、意外とお行儀にうるさいから、こういうことすると叱しかられるんですよ」

「オフのときくらいはいいと思うけどな」

「ですよね。マネージャーさん、いいこと言います」

　ゆずは、にこにこと笑っている。

　どうやら、解放感でいっぱいなようだ。

「今日はちょっと疲れましたね……」

「ああ、ゆずは休んでろ」

　俺は窓際へ行って、閉まっていたカーテンの隙すき間まから外を覗のぞく。

　事務所前の道路に、特に怪しいものは見当たらない。

「……大丈夫そうだな。誰もいない」

「さすがマネージャーさんです。お見事でした」

「それほどのことでもないけどな……」

　俺は苦笑し、お茶を淹いれてゆずの前に湯飲みを置く。

　それから、ゆずの正面のソファに腰を下ろした。

「しかし、厄介なもんだ」

「困ってるんですよね……だから、赤あか沢ざわさんには難しいっていうのもあったんです」

「だろうな。まさか──海み咲さきゆらの正体を探ろうとする奴やつらがいるなんてな」

　そう──ゆずが疲れている理由は簡単だ。

　海咲ゆらの正体を知ろうと付け狙ねらうマスコミから逃げてきたからだ。

　今日はスタジオの外に、少なくとも二人以上のマスコミらしき連中がいた。

「基本的に、メロディック・ボイスの音源が誰かっていうのは秘密なんですよ。あくまで、〝中の人〟は海咲ゆらなんです」

「建前だとは思うが、そういうところが大事なんだよな。マスコミの連中は、野や暮ぼというかゲスというか」

　最近、海咲ゆらの人気が上がってきていることもあって、マスコミに狙われたのは今日が初めてではないらしい。

「正直、私のことはもうバレそうなんですけど、今日は凄すごかったですね……マネージャーさん、私の影も見せないって感じで」

「マスコミ連中、ろくに気配も消せてなかったからな。あいつらから逃げるなんて軽い」

　実戦経験はなくても、潜入と脱出の訓練も受けている。

「凄すごいですね……この前は海外からの問い合わせにも対応してましたし……」

「そりゃ、驚くことじゃない。ある意味、帰国子女だからな」

　当然だが、英語は読み書き、会話も完かん璧ぺきだ。

　傭よう兵へい部隊では現地の言葉も使うが、英語が基本だったからな。

「というより、海外から問い合わせが来るゆずの声のほうが凄いだろ」

「わ、私の声なんて単なる生まれつきで……英語は難しいですし。メロディック・ボイスメロボは外国語の歌もつくれますけど、合わないところもあるみたいなんですよね。だから、あらためて音源を収録したいって話が来るんですけど……外国行くの、ちょっぴり怖いですね」

「そうだな、確かに外国は怖い」

「いえ、マネージャーさんが行ってた国は特殊だと思います……」

「それもそうか」

　街中の市場でアサルトライフルが吊つるし売りされてるような国ばかりだったからな。

「メロボの依頼が来るような国なら大丈夫だろう。ゆずが行くなら、もちろん俺も同行するぞ。出張費は出してほしいけどな」

「そのときはお願いします……って、あああっ！」

「…………っ！」

　また怪音波……！

「マネージャーさん、学校！　もう行かないと午後の授業に間に合いません！」

「今日きようは社長からタクシー代をもらってる。収録が押す可能性もあったからな」

「さすがです！　じゃあ、行きましょうマネージャーさん」

　ゆずはソファから立ち上がり、きゅっと俺の手を掴つかんできた。

「…………」

　子供とはいえ、小六にしては無邪気だよな。

「タクシーなんて贅ぜい沢たくですけどね。会社のお金なら遠慮なく使いましょう」

「……ああ」

　たまに可愛かわいくないことを言うけどな。







　星せい歌か台だい学園から百メートルほど離れたところでタクシーを降りた。

　ゆずは、タクシー登校を他の生徒に見られたくないらしい。

　一応、念を入れて校門まで付き添うことにする。

　今は授業中だから、速はや水み凛りん子こに見つかることもないだろう。

「そういえば……」

「なんですか、マネージャーさん？」

「ゆず、初等部は育成科でのデビュー禁止とかよく知ってたな？」

「えっ、あっ……は、はい。うちの初等部なら常識です、から」

「それに、エンジェルパーティのことも知ってたよな。けっこうアイドルに興味あったりするのか？」

「い、今時の女の子なら当たり前のことです！」

「ギャラマのダンスも妙に上う手まかったなあ」

「そ、それは寝起きとお風呂上がりに毎日練習してるからです！」

「……そうか」

　あからさまに挙動不審だが、これ以上追及するネタもないな。

「あーっ！」

「ん？」

　後ろから足音が聞こえたと思ったら、ひっくり返った声が上がった。

　それは、俺がよく知っている声で──

　栗くり色いろの髪を背中まで伸ばし、白いリボンをつけた女の子。

　着ている白いＴシャツには汗が滲にじんでいて、かなり運動をこなしているのがわかる。

　水み無な瀬せみなも──

　もしかすると、とは思っていたが、こうもあっさり再会するとは──

「幼女ですーっ！」

「ぎゃーっ！」

　と、突然、みなもの後ろから銀髪の女の子が走り寄ってきて、ゆずに抱きついた。

「幼女だわ！」

「ぎゃああーっ！」

　さらにもう一人、赤みがかった髪の女の子も同じようにして、ゆずに抱きつく。

　銀髪は鳴なる森もりアリス、赤い髪は星ほし宮みや舞ま衣いだ。

　二人の行動がいきなりすぎて、ゆずの怪音波に驚く暇もなかった。

「身長一四二センチ、上から70、51、73ですねー！　では、さっそくつくりましょう！　どんな服がいいですかー！」

「初等部にこんな可愛かわいい子がいたなんて！　どう、お姉さんとダンスしない!?　手取り足取り教えるわ！」

「おい……アリス、舞衣」

　俺は、ゆずの肩を掴つかんで引き寄せながら言う。

「あれ？　リクじゃないですかー？　いたのですかー」

「軍曹、なにしてんの？」

「いや、おまえらが俺をスルーしてゆずに飛びついたことにショックを受けてる……」

　ほんの数日ぶりとはいえ、もっと違った反応がほしかった。

　というかアリスはまだしも、舞ま衣いが小さい女の子が好きだったとは……。

「えーい、幼女は持って帰るなり好きにすればいいよ！　そんなことより！」

「お、お持ち帰りされるんですか？」

　みなもの言葉に、ゆずがガクガク震えている。

「コーチ！　話がある！」

「……俺はもう、おまえたちのコーチじゃない」

「わたしたちをあきらめさせなかったコーチには、あきらめる資格はないよ！」

　みなもは、説得力があるようなないようなことを叫ぶ。

　ただ──

　そうだな、みなもが話があるなら、俺はそれを聞くくらいはしなければ。

　この子をステージに上がらせた俺には、その責任がある──







　育成科のメンバーは、授業を利用した練習時間──自由練習の最中だった。

　とりあえず、学園の近くに俺がいるのはやはりまずいということで。

　学園から少し離れた公園へと移動していた。

「俺がいなくても、真面目まじめに練習はしてるらしいな」

「カナと詩しい歌かは、別の用があるだけでサボリじゃないしね」

　みなもが、さらりと答える。

「学生の悲しいところなのですー！」

「ま、ピュア・ステージでもそういうことはあったわね」

「……というか、なんで私も一緒に……」

　ベンチにアリスと舞衣が座っていて、二人の間にゆずが挟まれている。

　俺とみなもは、その三人の前に立っている。

「もちろん、もう片時も離れたくないからですー！」

「ぎゃーっ！　情熱的な告白です！」

　またアリスに抱きつかれて、ゆずが悲鳴を上げる。

　銀髪ハーフの少女は、すっかりゆずがお気に入りらしい。

「まあ、ゆずの所有権はあとでアリス先輩と決めるとして……」

「所有権っ!?」

　舞衣の言葉に、ゆずがぎょっと目を見開く。

「それより、軍曹のことよ。どうしてんのかと思ったら、こんな幼女とキャッキャウフフしてたとはね……」

「よくわからんが、そんなことはしてないぞ」

　俺は、舞衣をじろりと睨にらむ。

「こっちにも生活があるんだ。マネージャーの仕事をもらえて本当に助かったんだよ」

「た、助かってるのは私のほうで……」

　ここまでの道中で、俺の仕事のことはみなもたちに軽く説明してある。

　海み咲さきゆらのことについては伏せているが。

「うん、コーチのほうはそれでいいよ。ただ、こっちがよくない」

「……三回戦も勝ったんだろう？」

　スマホを支給されて、真っ先に調べてしまったので、そのことは知っていた。

「次は準々決勝だよ。でも──勝つのは難しそう」

「……そうか」

　みなもは、はいているショートパンツのポケットからスマホを取り出す。

「コーチ。ほら、これ」

「なんだ？」

　スマホの画面を覗のぞき込こむ。

　そこでは、動画の再生が始まっていた。

「こいつは、確か──小こ泉いずみはずみか」

　ナース服のような衣装を着た五人の少女。

　その中心にいるのは、黒髪をショートカットにした凛り々りしい女の子だ。

　俺は、この子と面識がある。

　昨年のエンジェルパーティ神奈川県予選優勝校。

　そして、全国大会ベスト４まで進んだグループ、ＳＯＧソーグのセンターだ。

「この前の三回戦の動画だよ」

「今こ年としのＳＯＧか……」

　俺の目から見ても、歌とダンス、全体のパフォーマンスのレベルが桁けた違ちがいに高いのがわかる。

　小泉はずみは、妙にキラキラした、ちょっとウザい奴やつだったが──

　こうしてステージの上に立つと、やはり神奈川の王者の風格というか。

　圧倒的なまでのオーラが漂っている。

　もちろん、他のメンバーたちも歌といいダンスといい、尋常じゃない。

「客の歓声も凄すさまじいな……」

　外なのでスマホの音量は絞ってるが、客のボルテージの高さは伝わってくる。

「ま、普通にやったらＳＯＧには勝てっこないわね」

「舞ま衣いっち、またあっさり言いすぎですー。同感ではありますが！」

「同感なのか!?」

　ネガティブにもほどがあるが、舞衣とアリスが言うなら間違いないか……。

「全体のレベルが高いのはもちろんだけど、ＦＥＡＬｓフイールズにはないものもたくさんあるわ。特に……なんというか、色気があるのよね」

「ああ……」

　そうか、なにか違和感があると思った。

　普段はやや中性的な小こ泉いずみはずみも、ステージの上ではなんとも言えない色気がある。

　他のメンバーたちも、小泉ほどではないにしても、妙に色っぽい。

「可愛かわいいだけのアイドルたちはいっぱいいるけど、こういう色気が出せるグループは少ないわ。けど、トップグループはだいたい色気もあるものなのよ」

「そういえば……」

　俺は、舞ま衣いをじっと見つめる。

　この子も普段は普通だが、ステージ上では意外と色っぽかったりする。

　右目の下のほくろも、彼女をちょっと大人に見せている。

「な、なに見てるのよ。私はそっち系担当じゃなかったわよ。うちの姉は──もちろん、色気もあるけどね」

「まあ、そうだろうな」

　昨年のエンジェルパーティ優勝校、陽ひ那な美みヶが丘おか女子のグループ、ピュア・ステージのセンターである星ほし宮みや愛あ衣い。

　全国のアイドルのトップに立つ彼女は、すべての要素を兼ね備えているんだろう。

「うちは舞衣っちも、おっぱい大きいカナちゃんも色っぽいですー！」

「わ、私はともかく……カナミ先輩は確かにそっち系だけど。うーん、ただちょっと違う感じもするのよね」

「ああ、どっちかというと健康的なイメージはあるな」

　俺は舞衣に同意する。

　カナは俺にも距離が近いこともあって、だいぶ惑わせてはくれるが。

　ステージの上では、健康的な可愛さを振りまいてるように見える。

「どうやっても、今日きよう明日でＦＥＡＬｓフイールズに新しい要素をプラスするのは難しいよね」

　みなもが、難しい顔をして言う。

「このままじゃ、どう考えても厳しい。わたしたちの戦いはずっと厳しかったけど……乗り越えられたのは、コーチがいたから……みたいな気がしなくもない！」

「……どっちなんだ」

　いや、みなもが言いたいことはわかる。こいつは、ただ素直になれないだけだ。

「というわけだから、コーチにはさっさと戻ってほしいんだよ。可愛い幼女と遊びたいのはわかるけど、お休みはここまでにして」

「無む茶ちやを言うな」

　俺は、ゆずにちらりと視線を向ける。

「こっちはこっちで仕事を始めたって言ってるだろ。だいたい、一度クビになってるんだ。戻れるわけが──」

「そういえば」

　ゆずが、ぽつりと言った。

「うちの事務所、昔は星せい歌か台だいガールズに協力してたらしいです。ローカル番組にも出てたみたいですから、その仲介とかしてたみたいですよ」

「へえ、まあ当然よね。当時は学校のアイドルがＴＶに出るノウハウもなかったんだし。芸能事務所の協力がいるわよね」

　舞ま衣いがこくこくと頷うなずく。

「うちの事務所は地元ですし、当時はちょっと力もあったみたいですから。それに──ダンスの先生を手配したのもうちの事務所だったって聞いてます」

「いろいろ初耳だな……」

　社長はそんな話、まったくしてなかったし……。

「マネージャーさんが寝泊まりしてる倉庫、あそこはレッスン部べ屋やだったらしいですよ」

「コ、コーチ、倉庫に住んでるの!?」

　みなもがぎょっとして目を見開く。

「驚くことでもないだろ。屋根がある以上の幸せなんてないぞ」

「コーチの幸せのハードル、低すぎるよ！」

　やはり、たまに価値観の相違が出るな……。

「いや、そんなことはいい。ゆず、なんの話なんだ？」

「あ、なんといいますか……星歌台ガールズもうちの事務所に通ってレッスンしてたってことです。だから、ＦＥＡＬｓフイールズの皆さんも……」

「なるほど！　ゆず、頭いい！　こんな頭のいい幼女がいるなんて！」

「どうしても幼女扱いなんですね……」

　ゆずは、嫌そうに顔をしかめている。

　俺も、やっとゆずがなにを言いたいのかわかってきたが……。

「なるほど、話はよくわかったわ」

「あとはリクの決断一つですねー！」

「…………」

　星歌台ガールズという前例があるなら、話も通りやすいだろう。

　事務所のＯＫも必要だが、断られることはないような気がする。

　ホワイト・ディアでＦＥＡＬｓがレッスンを受けるなら。

　俺もコーチとしてみんなを鍛えられるというわけだが──

「ゆず、おまえはいいのか？　そりゃマネージャーは毎日やってるわけじゃないが……」

「私もＦＥＡＬｓには勝ってほしいんです。ＦＥＡＬｓにはマネージャーさんが必要だって、私みたいな幼女にだってわかります。って、誰が幼女ですか！」

「おお、ノリツッコミ。この幼女、できる」

　みなもが、どうでもいいことで感心している。

　いや、本当にどうでもいい。

　だが、ゆずがそう言ってくれるなら──

「……たぶん、俺がゆずのマネージャーを引き受けたのも……星せい歌か台だいの近くで仕事ができるからだったと思う。俺は、あきらめが悪くなってるな」

　俺は、腕組みして歯切れ悪く言ってしまう。

　かつて長い時間を過ごした戦場を、俺は未練を残しながらも去ってしまった。

「俺はもう後悔をしたくない」

　つい、口をついて出てきた言葉だった。

　だからこそ──それが本心だと自分でもよくわかる。

「一度、俺は大切だった場所から去った。仲間と一緒に戦うこともできず、傭よう兵へい部隊のみんなに背を向けて日本に戻ってきたんだ。後悔が少しもないって言ったら嘘うそになる」

　こんなことを、あらためてみんなに言っても意味なんてない。

　そう思うのに、言葉が止まってくれない。

「戦場帰りの俺がアイドルのコーチなんて、本当に冗談みたいだよな。けど……俺は見てみたい。ＦＥＡＬｓフイールズがどこまで行くのか。ＴＶやネットでじゃなくて、この目で確かに」

　そうだ、俺にとってＦＥＡＬｓのコーチはとっくに単なる仕事じゃなくなっている。

　みなもと出会い、カナや詩しい歌か、舞ま衣いやアリスたちがメンバーに加わって。

　毎日みんなを鍛え、文句を言われ、それでも全員ついてきてくれた。

「俺は……ここでみんなに背を向けたくないんだ！」

「コーチ……」

　みなもが、少し驚いたような声を出す。

「だから、みんなのところに戻りたい。いや……戻りたいと思ってた。クビになったんだからしょうがないって自分を納得させようとしてたが……無理だった。俺は、ＦＥＡＬｓのコーチでいたい」

　俺は、あらためて全員の顔を見回す。

「前と同じとはいかないだろうが、もう一度コーチに戻らせてくれ！」

　ゆずやホワイト・ディアが許してくれても──みんなに許してもらわなければならない。

　俺が一度、コーチの仕事をやめてしまったのは事実なのだから。

「……コーチ、一つ違うよ」

「ん？」

　俺が聞き返すと、みなもは不敵に笑った。

「どこまで行くのか、じゃない。ＦＥＡＬｓは──どこまでも行くんだよ！」

「……そうだったな」

　ああ、そこも間違えてたな。

　俺は間違いばかりだが、まだ取り返しはつく。

「アリス、舞衣、おまえたちはいいのか？　また俺がＦＥＡＬｓに……」

「とりあえず、事務所にレッスンを受けに行くわよ。飛鳥あすか先生に言えば大丈夫でしょ」

「ですです、なんとかなりますー」

　アリスと舞ま衣いが、頷うなずいてくれる。

「でもコーチが事務所所属だとなあ。さっさと、学園に復帰してもらわないと」

「それは難しくないか？　あの速はや水み凛りん子こが──」

「速水凛子を倒す！　まだ糸口がないけど、コーチがいれば！」

「倒すっておまえ……」

「倒さなきゃ、ＳＯＧソーグとも戦えないんだよ。やらなきゃ、勝負もできない。勝負できないまま終わるなんて絶対に嫌だよ！」

「……みなも」

　そう、このままではＦＥＡＬｓフイールズはＳＯＧに勝てない。

　俺がコーチに復帰したところで、なにができるかわからないが──

　みなもが速水凛子を倒したいというなら、そうしてみせよう。

　もっとも、形はどうあれコーチができるなら──先にやることはあるけどな。









２章　ビター・スイート・ビター






「はっ、はあっ、はあっ、はあっ……あたし、もう無理……」

「も、もうダメ……最後にお気に入りのカフェで完食したらタダのジャンボチョコパフェにチャレンジしたかった……！」

　詩しい歌かとカナが、マグロのように地面に転がっている。

　ほんの数日見なかっただけなのに、ずいぶんとなつかしい光景だ。

　朝、午前七時。

　ここは、星せい歌か台だい学園近くにある高台。

　三十メートルほどある階段を十往復させたところだ。

「ほら、二人とも立て。ここは道路なんだからな。転がってたら、通行人の邪魔になる」

「うう……桜さくら木ぎ君はホントに鬼よね……」

「鬼コーチ、健在だったか……」

　カナと詩歌は寝転がったまま、恨うらみがましい目をする。

「ふうっ、今日きようのは久しぶりに……効いたわね……」

「ダッドと、山を歩いた日々を思い出し、ますー……」

　舞衣とアリスは、倒れてこそいないが息を乱してうつむいている。

　この二人がダウン寸前というのは珍しい。

「で……みなもは、化け物なのか？」

「失礼な！」

　みなももさすがに呼吸は乱れているが、普通に立っている。

「普通、こんなところを十回も上り下りしたら疲労で倒れるぞ」

「た、倒れるようなことさせないで……」

　みなもではなく、カナが俺にツッコミを入れてくる。

「冗談はともかく、みなもはきっちり訓練してたらしいな」

「サボってたら、コーチが戻ってきたときキツくなるだけだよ」

「……おい、みんな。みなもはどうなってるんだ？　きっちり練習してたことといい、俺を信じて待ってたみたいなことといい、別人だぞ」

「あっはっは、コーチはマジで失礼だね。速はや水み凛りん子こに協力しちゃうよ」

「あっさり寝返ったな」

「わたしは強い者につく！」

「偉そうに言うな！」

　もちろん、冗談なのはわかってる。

　いや、俺が冗談でごまかしてしまったんだ。

　みなもが──俺が戻ってくると信じて頑張っていてくれたなんて。

　正直、少し感動してしまった……。

「ふうっ、ふうっ、ふうっ……お、お姉さんたち、やっぱり速いですね……」

「ゆず、大丈夫か？」

　俺はタオルを手に、階段を上がってきたゆずに駆け寄る。

「ふうっ……大丈夫です。あ、ありがとうございます」

　ゆずはタオルを受け取り、顔の汗をぬぐう。

「ほら、水分もちゃんと摂とっておけ」

　スポーツドリンクのボトルをゆずに手渡す。

　今は六月だが、今日きようは少しばかり気温が高い。

　だいぶ汗をかいてるようだから、きっちり水分補給しないとな。

「んぐ、んぐ……ふあー、美お味いしいです」

「膝ひざは痛まないか？　階段は上りより下りのほうが膝に負担がかかってキツイんだ」

「大丈夫です、まだまだ元気です」

　ゆずはにっこり笑って、その場で飛び跳ねてみせた。

　うん、強がりじゃなくて本当に大丈夫そうだな。

「ねえ、コーチ……？」

「ん？　みなも？」

　なんだか地獄の底から響いてきたような声だった。

「その子にずいぶん優しくない？」

「当たり前だろう。マネージャーがタレントをいたわらなくてどうするんだ？」

「ひどい！　わたしに飽きて、幼女に走るなんて！」

「だからおまえは、誤解を招くことを言うな！」

　こいつは、たまにアイドルの自覚が消えるのが困る。

「だいたい、俺がみなもに優しくしていいのか？」

「……それは、裏がありそうでやだ」

「だろ」

　悪い奴やつほど他人の親切心に懐疑的だったりするものだ。

　いや、みなもは口が悪いだけで根は割とまっすぐなんだが。

「それに、ゆずとみなもたちの扱いが違うのはしょうがないだろ」

　なぜ、ゆずがＦＥＡＬｓフイールズメンバーと一緒に訓練しているのかというと。

　ＦＥＡＬｓが外部──ホワイト・ディアで練習するという話はあっさりと通った。

　飛鳥あすか先生が動いてくれたらしい。

　あの人、俺がやめるときもずいぶん申し訳なさそうにしてたからな……。

　俺がコーチに戻れるように頑張ってくれたんだろう。

　ただし、体裁を整えるために〝出で稽げい古こ〟という形にして。

　形式上はホワイト・ディアのバイトである俺がゆずにコーチするついでに、星せい歌か台だいのみんなの面倒も見るということになってる。

　ちなみに、あくまでついでのコーチなので、星歌台学園からの報酬は発生してない。

「まあ、ゆずはあまり無理しなくていいんだけどな」

「いいえ、私も鍛えなきゃいけないと思ってましたから！」

　ゆずは、拳こぶしを握り締めて力説する。

　もちろん、ゆずはＦＥＡＬｓとは別メニューだ。

　この階段往復も、ＦＥＡＬｓの半分の五往復にさせている。

「ＦＥＡＬｓのお姉さんたちと同じメニューでもいいです！」

「いや、それは無理だ。このお姉さんたち、化け物だから」

「ひどい、桜さくら木ぎ君！　無む茶ちやさせておいてそれ!?」

　だいぶ復活してきたカナが抗議してくる。

「それは冗談としても……ゆずはまだ小学生だ。無茶をしたら間違いなく身体からだを壊す。成長にも影響が出てくるぞ」

「そ、そうですか……」

　ゆずはしょんぼりしてしまう。

　本気でＦＥＡＬｓと同じメニューをやりたがってたのか。

「で、でも！」

　ゆずがぱっと顔を上げた。その目がらんらんと輝いている。

「ＦＥＡＬｓフイールズのお姉さんたち、凄すごいなあって前から思ってたんです。この前できたばかりのグループなのにエンジェルパーティにも出て、勝ち抜いてて。その、ネットでステージを観みて可愛かわいくてかっこいいなあって……憧あこがれてたんです！」

「うっ……あ、ありがとう」

　みなもが怯ひるみつつ代表して答えた。

　純粋な尊敬を向けられると、さすがのみなもも照れくさいらしい。

　ゆずはエンジェルパーティにも興味があったみたいだしな。

　ＦＥＡＬｓへの憧れは本物なんだろう。

　ゆずのキラキラした目を見るだけでもわかってしまうくらいだ。

「よし、おしゃべりはここまでだ。おまけであと五往復、ゆずはゆっくり一往復だ」

「おまけイヤァァァア！」

「桜さくら木ぎさん……鬼がパワーアップしてないか……！」

　カナと詩しい歌かが予想どおりのリアクションを見せる。

　舞ま衣いとアリスもなにも言わないが、顔が歪ゆがんでる。

　まあ、嫌がるくらいの訓練をしないと、ここ数日のたるみを直せないからな。

「みなも、いけるな？」

「もちろん！　幼女には負けられない！」

　そう言うと、みなもは勢いよく階段を駆け下り始める。

　カナたちも慌ててその後ろを追う。

　うん、キツい練習を嫌がっていても、やることはやる。

　ＦＥＡＬｓメンバーの心構えは変わってないようだな。

「私も行きます！　お姉さんたち、追い越してみせます！」

　ゆずも続いて走り出す。

　長い長い階段を、六人の少女たちが走っていく。

　なんというか──

　俺は、帰ってきたんだな。







　その日の午後。

　俺は事務所でゆずのスケジュールを確認していた。

　ノートＰＣのカレンダーソフトに入力した項目を一つずつチェックしていく。

　ＦＥＡＬｓの訓練も大事だが、こっちもおろそかにはできない。

　給料はホワイト・ディアから出てるんだからな。

「しかし、ゆずは仕事多いな……」

　メロディック・ボイスを使えば、ゆずがあらためて収録する必要はないのに。

　単純に、ゆずの声に魅力があるってことか。

　いや、声というかしゃべり方も含めて、聞く者を引きつけるんだろう。

　今はメロディック・ボイスの音源とナレーション仕事ばかりだが……。

　本人が幅を広げる気になれば、とんでもないタレントになるんじゃないか？

　今け朝さの訓練のときも思ったが、根性も相当だしな。

「よし、確認終了」

　スケジュールがスマホのカレンダーにも同期されていることを確認しておく。

　ゆずは厳しいので、万が一にも連絡ミスや遅刻は許されない。

「さて、あとは……」

　これでホワイト・ディアの仕事は終了。

　次は──と、ＰＣを操作してブラウザを立ち上げる。

　そのとき、不意に事務所のドアがノックされた。

「……？　なんだ？　来客の話は聞いてないが……」

　社長も他の社員も外出中で、事務所には俺一人だ。

　来客くらいあっても変じゃないが、これは……。

「出ないわけにはいかないか」

　仕方なく、事務所のドアをゆっくり開けると──

「失礼します！」

　ドアの向こうにいたのは、眼鏡めがねをかけた女の子だった。

　長い黒髪を三つ編みにして、ブラウスに青いチェックのミニスカート。

　星せい歌か台だいの制服を着た、速はや水み凛りん子こだった。

「なんで、君がここに……？」

「社長さんには連絡済みです。ちゃんとアポは取ってあります」

「俺は連絡もらってないんだが……」

　それ、アポを取ったっていうのか？

「あなたにお話があって来ました。いいですか？」

「ああ、まあ……」

　ずいぶんと、速水凛子の目つきは厳しい。

　ドア越しにも殺気が感じられたからな……。

「とりあえず、そこへどうぞ」

　速水凛子は頷うなずくと、応接セットのソファに腰を下ろした。

　社長に話が通ってるなら、客ではあるからな。

　お茶を淹いれて速水凛子の前に置き、対面に座る。

「それで、ご用件は？」

「あなたもこりない人ですね」

「ああ」

「ああって……即答ですか！」

　じろり、と速はや水み凛りん子こが凄すごい目で睨にらんでくる。

「ＦＥＡＬｓフイールズのコーチをしてる件なんだろ？　こりないって言われたらそのとおりだ」

「わ、わかってるなら……というか、なんですかこの搦からめ手ては！　学園をクビになったから、芸能事務所を通してコーチするなんて！」

「わからないことはある」

　俺は、ソファの前のテーブルにとん、と人差し指を置いた。

　ちょうどいい機会だ、この際言いたいことを言っておこう。

「君は、なんでこうも俺につっかかってくるんだ？　俺はもう星せい歌か台だいに出入りしてない。それでもまだ、文句をつけにくるなんて」

「う、うちの生徒に悪影響があっては困るからです」

「俺の素す性じようが怪しいことは認める。怪しい奴やつが学園に出入りしたら困るっていうのもそのとおりだろう。でも、君もずいぶんしつこくないか？」

「し、しつこいとは失礼ですね！」

　もちろん、失礼を承知で言ってる。

　怒らせて本音を言わせようという、まあ初歩の交渉テクニックだ。

「あなたこそ、いつまでも──」

　速水凛子は、掴つかみかかるような勢いで言いかけて──

　ぴたりと、口を閉じた。

「ん？」

　俺じゃなくて、なにか別のものを見てる……？

　速水凛子の視線の先には──さっきまで俺が操作してたノートＰＣがある。

　応対に出る前に、操作しかけていた状態のままだ。

「あれは……ＳＯＧソーグの動画ですか？」

「ああ、よくわかったな」

　ノートＰＣのブラウザには、一時停止状態の動画が表示されている。

　フルスクリーンにしていないので、かなり小さく表示されてるだけなんだが、

「目、目は悪くないですから」

「眼鏡めがねをしてるのに？」

「眼鏡をしていれば視力は問題ないんです！」

「……そ、そうか」

　なんだろう……速水凛子は少しばかり動揺してるような。

「ちなみに、その動画は……今こ年としのＳＯＧの映像ですか？」

「この前の、県予選三回戦の映像だな」

　エンジェルパーティ県予選の映像はすべて公開されている。

　ネット投票で勝敗が決まるのだから当たり前なんだが。

　投票権がなくても閲覧だけなら誰にでもできるようになっている。

「へ、へえ……一応ライバルグループの研究もされてるんですね」

「最近、ようやくだけどな。正直、自分たちのことで手一杯だったから」

　俺は席を立ち、ノートＰＣを持って再びソファに戻る。

　ノートＰＣを速はや水み凛りん子こにも見える位置に置き、再生ボタンをクリックする。

「あ、ちょっ……」

「ん？　こういう映像は嫌いか？」

　速水凛子は、なにやら慌てている。

「そ、そういうわけじゃ……ただ、私はあなたと話をしにきたわけで……」

「真面目まじめにやってるってことを、君にも知ってもらいたいんだ」

　俺はそう言って、フルスクリーン再生にした動画に目を向ける。

　ナース服のような衣装を着たＳＯＧソーグのメンバー五人が踊っている。

　小こ泉いずみはずみを中心に、見事なパフォーマンスだ。

「観客の声も凄すごいよな……やっぱり去年の神奈川王者は違う」

「当たり前じゃないですか」

　速水凛子は、ずいっと身を乗り出して動画を覗のぞき込こむ。

「瀬せ尾お河がわ女子は星せい歌か台だいガールズのデビュー直後にアイドル活動を始めた学校ですよ。うちと歴史の古さではそう変わらないんです」

「ふうん……」

　星歌台ガールズが今のアイドルの原形になったって話は、飛鳥あすか先生から聞いてた。

　他の学校もすぐに後を追い始めたんだな。

「昨年全国優勝の陽ひ那な美みヶが丘おかもそうですけど、星歌台と同じくらいの伝統を持つ学校は少なくないんです。一度歴史が途絶えた星歌台と違って、瀬尾河や陽那美ヶ丘はずっと活躍し続けてますし」

「……詳しいな、速水」

「こ、これくらい常識です。今時の女子高生なら誰でも知ってるんですよ！」

「そうか」

　あからさまに慌ててるが……。

「というか……研究なんて無駄でしょう！」

「無駄？」

「ＦＥＡＬｓフイールズが三回戦まで勝ち抜いたのは素直に凄いと思います。でも、ここからぶつかる相手は、全部強豪校です。去年のエンジェルパーティエンパのあと、一年間鍛え上げてきたグループなんですよ」

「君は、ＦＥＡＬｓのステージを観みてないのか？」

　俺は、速水凛子の目をじっと見つめる。

「……観ていません」

「観てない？　意外だな。生徒会長なんだから、自分とこの生徒が活躍していれば応援するものじゃないか？」

「わ、私も暇じゃないんです。ファースト・ストライクとかスターライト・フィーバーとか、全然知りませんし。あ……い、衣装はネットでちらっと見たことありますけど、ちょっとスカートが短すぎとか肌が見えすぎとか思ったくらいで……」

「……そうか」

　まったく知らないというわけでもなさそうだ。

　興味がないなら、曲名だって覚えていないだろう。

　なのに「全然知らない」と主張するのは意味がわからないが……。

「まあ、よく知らないのなら……無駄だと思うのも無理ない。なんせ、俺がコーチになってやっと二ヶか月げつってところだからな。舞ま衣いも言ってたが、本当ならエンパに出場させることすら無む茶ちやなレベルだ」

「わ、わかってるんじゃないですか。じゃあ、私の言ったとおりでしょう」

「いや、違う」

　俺はブラウザを操作して、今度はＦＥＡＬｓフイールズの動画を再生する。

「この曲は朝あさ霞かカナミがつくって、宮く藤どう詩しい歌かが詞しを入れてる。瀬せ尾お河がわのＳＯＧソーグの曲を誰がつくってるのか知らんが、二人がつくった曲のほうが上だ。鳴なる森もりアリスがデザインしてつくった衣装も、他のどのグループよりも目を引く。星ほし宮みや舞衣はダンスの天才だ。たぶん、今こ年としのエンパに出てる誰よりも上う手まい。それに──」

　みなもがアップになったところで、動画を一時停止させる。

「水み無な瀬せみなもは、誰よりも〝華はな〟のあるアイドルだ。みなもが歌って踊るだけで、ステージがぱっと明るくなる。確かにＦＥＡＬｓはできたばかりのグループだが……できたばかりだから勝てないなんて、理由になってない。一瞬で一年分成長する奴やつだっている」

「そんなのは……あなたの思い込みじゃないですか！」

　速はや水み凛りん子こは勢いよく立ち上がる。

「思い込みじゃない──信頼だ」

「なっ……！」

「俺は、ＦＥＡＬｓのコーチだ。アイドルのコーチに資格はいらないが──教え子を信じてもいない奴に、ものを教える資格はないだろう」

「それはまた、かっこいいですね！　言ってることだけは！」

「見た目がかっこいいなんて言われたら、君の正気を疑う」

　俺は、淡々と言う。

　なんだか、戦場にいた頃の自分に戻ってるような気もする。

　速水凛子が──明確に俺に敵対しているせいだろうか。

「いいか、速水凛子。星せい歌か台だいに雇われてた頃は、生徒全員に気を遣う必要もあったが……今は違う。もし、君がＦＥＡＬｓに敵対するなら遠慮しない。君がいいところのお嬢様だとしても、俺の知ったことじゃない。世の中には権力や金の及ばない相手がいるってことを、ご立派な速はや水み家の皆さんに教育して差し上げる」

「なっ、なななななっ……お、脅しですかそれは!?」

「っと、悪い。ちょっと言いすぎたな」

　俺は速水凛りん子このほうを向いて、頭を下げる。

「あくまで俺だけを狙ねらうなら、それでいいんだ。もちろん教育もしない」

「べ、別にあなただけを狙うとかじゃ……私はただ……」

「そう、教えてくれ。速水凛子、君の目的はなんなんだ？」

　俺も、この子がＦＥＡＬｓフイールズを狙う悪党なんかじゃないとわかってる。

　清く正しい生徒会長──それは間違いないだろう。

「確認しに来ただけです。あなたは、ＦＥＡＬｓのコーチを続けるつもりなんですね？」

「ＦＥＡＬｓのメンバーに火をつけたのは俺だ。その火がどこまで大きくなるのか、燃え広がっていくのか見届ける義務がある」

「……わかりました。私は、学園の生徒たちを守ります」

　速水凛子は怯ひるまずに言い返してきた。

　うん、悪くない。

　俺が怪しい人間だと理解していて。

　さっきみたいな、キツイ言葉をぶつけられて。

　それでも怯まない速水凛子は、好ましい女の子だと思った。

　敵だからといって、憎いとは限らない。

「最後にもう一つ、訊きいてもいいですか？」

「なんだ？」

「本気で、ＦＥＡＬｓでＳＯＧソーグに勝てるつもりですか？　いえ、ＳＯＧと当たる前に決勝まで進めるかどうかもわかりません」

「勝つために、俺がいる」

　たぶん、これは速水凛子が求めた答えじゃないだろう。

　だが、俺には他の言葉は思いつかない。

　速水凛子も──言い返してはこなかった。







「むー、あんまり期待しないでくれよ……」

　詩しい歌かは、なんだか不安そうだ。

　星せい歌か台だい学園からバスで十五分ほど。

　街を見下ろす高台に、宮く藤どう詩歌の家はあった。

「詩歌の家、久しぶりだなあ」

「大きいとは聞いてたけど、思った以上だわ」

　みなもとカナが、感心したように言う。

　立派な玄関前にはＦＥＡＬｓフイールズメンバーが揃そろっている。

　宮く藤どう家は鉄筋コンクリートの三階建てだ。

　塀の向こうには高い木々が見え、庭も広いようだ。

　前にみなもが「お屋敷」と呼んでたが、確かにそのとおりだ。

「さー、行きましょうー。しーちゃんハウス、楽しみですー」

「ここ、高級住宅街よね。なにをやったら、こんな大きい家に住めるのかしら」

　アリスと舞ま衣いも笑っていて、ずいぶん楽しそうだ。

「だから、期待するなって……この人たち、話聞いてない……」

「だ、大丈夫です、しぃさん！　私、期待しません！」

「……それも微妙だ」

　詩しい歌かが、ゆずの妙な慰めに複雑そうな顔をする。

　ゆずは今日きようも同行していて、いつの間にか詩歌をあだ名で呼んでいた。

　というより、もうゆずの同行を誰も気にしてない。

「とりあえず、入ろう。あ、勝手にふらふらしないように。セキュリティあるから」

　はーい、と全員が返事をする。

　詩歌を先頭に宮藤家の門をくぐり、庭を通って家の裏側へと回る。

「おーっ、凄すごい！　ホントにプールだよ！」

　みなもが目を輝かせて叫ぶ。

　そのとおり、宮藤家の庭には驚いたことにプールがあった。

　二十五メートルプールで、横幅はコースが三つ取れるくらいか。

　日本の個人住宅にこんなでかいプールがあるのは珍しいんじゃないか？

「じゃあ、さっそく行ってみよう！」

　いきなり、みなもが制服を脱ぎ出す。

「って、おい!?」

「はっはっは、大丈夫！　下は水着だから！」

「……子供か、おまえは」

　思わず慌ててしまったことが、気恥ずかしくなってくる。

　みなもは下に、スクール水着をきちんと着ていた。

「あ、あたしたちは家で着替えてくるから。みんな、来て」

「え？　私もここでいいわよ？」

「ワタシももう脱いじゃってますー！」

　詩歌が顔を赤くしながら言ったときには、カナとアリスは既すでに脱ぎ始めていた。

「……この人たちはまったく。舞衣さん、ゆず、行くよ」

　詩歌と舞衣、ゆずがガラス戸を開けて家の中に入っていく。

　この三人が、まともな恥じらいを持ってるということか。

「みんな、一応言っとくが、遊びに来たんじゃないぞ。ちゃんと準備運動をしろよ」

　俺は、今まさに脱いでいるメンバーのほうを見ずに言った。

　そう、ただ詩しい歌かの家に遊びに来たわけじゃない。

　今日きようも六月にしてはだいぶ暑いので、詩歌の家のプールを使わせてもらうことになったのだ。もちろん、訓練のためだ。

「わかってるよ、コーチ。だから今日は真面目まじめなスクール水着で来たんだし」

「うーむ、スク水はアニメで観みるとご褒ほう美びなんですが、リアルだと微妙ですねー」

　衣装担当のアリスは、野や暮ぼったいスクール水着はお気に召さないらしい。

「あの、桜さくら木ぎ君」

「ん？　なんだ、カナ？」

　水着姿になったカナが、小走りに寄ってくる。

「ちょっとね、気になってることがあるのよ」

「気になってること？」

　毎度のことながら、パーソナルスペースが狭いカナが異様に身体からだを寄せてくる。

　深い意味がないのはわかってるが、水着姿というのがな……。

　カナはメンバーの中でも一番胸が大きいし……。

「ゆずちゃんよ」

「……ゆず？」

　予想してなかった名前が出てきて、我に返る。

　幼女幼女とメンバーに可愛かわいがられているが、ゆずになにか問題でもあるのか……。

「今日の昼休みに……って、観てもらったほうが早いわね。これ、私が撮影したの」

「うん……？」

　カナが脱ぎ捨てた制服からスマホを取り出し、なにかの動画を再生する。

　そこには、学園の中庭が映っている。

「詩歌と……ゆずか」

　中庭の芝しば生ふの上で、詩歌とゆずが並んで踊っている。

　かすかに流れている音楽は、〝ファースト・ストライク〟だ。

「なんか……動きがぴったり合ってるな」

　振り付けはいつもどおり。

　詩歌は、全力で踊ってるわけではなさそうだ。

　とはいえ、ゆずが見事に動きを合わせてるのも凄すごい……。

「昼休みに、ゆずちゃんがファースト・ストライクとスターライト・フィーバーの振り付け知ってるっていうから、みなもちゃんが踊ってみてって言い出して」

「みなもの無む茶ちやぶりが出たか……」

　どうでもいいが俺、〝無茶ぶり〟なんて言葉を使えるようになってるな。

「それで、これよ。どう思う？」

「詩歌は軽く流してるんだろうが……本当に、ゆずはよくついていってるな」

「やっぱり、桜さくら木ぎ君もそう思う？」

　カナは嬉うれしそうに顔を輝かせる。

「舞ま衣いちゃんも、なかなか筋がいいって褒めてたわ。この動画だと音が悪いからわかりにくいけど、音感もなかなかよ」

「声質も文句なしに特殊だしな」

「ええ、確かにけっこう個性的よね」

　ああ、そうか……。

　ゆずは、〝海み咲さきゆら〟の声にならないように抑えてるんだもんな。

　まあ抑えてあっても、充分に普通からはかけ離れているが。

「あっ、今日きようの映像？　ゆず、なかなかやるよね」

　突然、後ろからみなもの声が響く。

「そうだ、この二人で別ユニット──〝みに・ふぃーるず〟でデビューさせよう！」

「ユニット名まで決まったのか！」

　確かに、中二にしては小柄な詩しい歌かと、小六のゆずの組み合わせは可愛かわいらしくて人気が出そうだけどな。

「ゆず、本当にいいよ。詳しい仕事はよく知らないけど、タレントやってるんだよね？」

「まあな」

　もちろん、海咲ゆらの話はみなもたちにも今も伏せている。













　ただ、俺が芸能事務所でゆずのマネージャーをしてることは教えてるからな。

　ゆずがどんな仕事をしてるか、気になってるんだろう。

「それなら、歌とかダンスの基礎もできてるんじゃない？　というか、できてるよね」

「ええ、少なくとも歌はただの素人しろうとじゃないわね」

　みなもとカナは、うんうんと頷うなずき合っている。

　巷ちまたで人気のメロディック・ボイスの音源やってる、とは言えない。

　たぶん、音源を録とるには、素すの歌唱力も必要とされるんだろう。

　カナの言うとおり、ゆずは素人からはほど遠いはず。

「ダンスはちょっとたどたどしいけど……」

「私に比べればマシって言いたいんでしょう！　わかってるわ！」

「い、言ってないよ……」

　最近いじられ役になっているカナが、噛かみつくように言った。

　おお、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなみなもが怯おびえている……。

「さすがに、カナのほうが上だよ。あー、でも」

　ちょうど、家の中からそのゆずが出てきたところだ。

　野や暮ぼったいスクール水着が恐ろしいほど似合っている。

「最後にやった、ギャラマのＣＭソングのダンスは異常なクオリティだったね……」

「ええ、完コピしてたわね……ちょうど、動画もそこよ」

　カナがまだ再生中だったスマホの画面を指差す。

『ギャラギャラ～ギャ～ラ～、ギャラクシ～♪　宇宙で一番、ギャラクシーマート♪』

「…………これか」

　前にも、ゆずに披露してもらったＣＭソング。

　ここでも歌って踊ってみせたのか……。

　ゆずが大好きだというコンビニの歌だが、確かにＦＥＡＬｓフイールズの曲より完成度は高い。

「ま、コーチも考えておいてね」

「は？　なにを？」

　みなもは、ポンと俺の肩を叩たたくと、ぴょんと高く跳んだ。

　それから勢いよくプールの中に落下する。

　みなもは、ゆずをいったいどうしようというんだ……？

　まさかとは思うが……。

「やっほー！　うわあ、冷たい！　気持ちいい！　お金持ちバンザイ！」

「……身も蓋ふたもないな、みなも」

　水着を着て家から出てきた詩しい歌かが、どんよりした目をみなもに向けている。

　舞ま衣いも同じく着替えを終えて、既すでに準備運動中だ。

「っと、時間もないしな。始めよう」

　ゆずの話は興味深いが、ＦＥＡＬｓも遊びに来たわけじゃない。

「準備運動が終わったら、プールを十往復！　泳がずに走れ！」

「うえ～」

　もちろん、変な唸うなり声ごえを上げたのはカナだ。

「水中ウォーキングは負荷が大きくて、それでいて地上を走るより膝ひざや腰への負担は小さい。キツいことを除けばいいことずくめだ！」

「唯一のデメリットが最悪だわ……」

　ぶつぶつ言いながらも、カナも準備運動を始める。

　キツい練習ばかりでは、アイドルたちの笑え顔がおが消えかねない。

　プールに来たのは気分転換も兼ねているが──

　とはいえ、ただ遊んでいられるほどの余裕もないのが悲しいところ。

　俺が数日抜けていた分も取り戻さなきゃいけないしな。







「…………っ！」

　派手な水しぶきを上げて、俺はプールに叩たたき落おとされてしまう。

「おいっ、みなも！」

　休憩中にみなもが忍び寄ってきたかと思えば──

　しまった、すっかり油断してしまっていた。

「べーっ。さあ、今度は鬼ごっこだよ！　みんな、コーチをとっつかまえろ！」

　みなもは舌を出してから、プールに飛び込み、既すでに水中にいるメンバーたちを煽あおる。

　俺は上着は脱いでいたが、ワイシャツとズボンはそのままだ。

　着ていた服があっという間に水を吸って重い……！

「最初に捕まえた人に、みんなからアイスおごりで！」

「もらったわ！」

　さらにみなもが煽り、俺の一番近くにいた舞ま衣いが素早く動く。

　さすがトップダンサー、水中でも動きに無駄がない。

　だが──

「あれ!?」

　俺は肩を掴つかみにきた舞衣の手を、すり抜けるようにしてかわす。

　水中、しかも服を着たままでも──女子中高生に捕まるほど甘くない。

「アイスはあたしがいただきだ！」

　背後から、詩しい歌かの声が聞こえた。

　俺は後ろを振り向かず、瞬時に潜行、水みな底そこを蹴けって詩歌の足の横を通り抜ける。

　潜ったまま、二十メートルほどを進んでから浮上する。

「まだまだよ！　ゆずちゃん、そっち！」

「はい、カナさん！」

　今度は、左右からカナとゆずが同時に躍りかかってくる。

　挟み撃ちか──こんなときだけ、カナもいい動きだ！

「だが甘い！」

　二人が掴つかみかかってくるわずかな時間差をかいくぐるようにして、前に出る。

　俺を捕まえ損ねたカナとゆずが、ばしゃんと派手な水音を立てて沈んでいく。

　あの二人は、やはりもう少し鍛えないと──

「よく来ました、リクー！」

　俺の進路を阻はばむように、アリスが両手を広げて待ち構えていた。

　不意に、アリスのほどよく盛り上がった胸が目に入ってしまう。

　もちろん、胸が見えやすいポーズを意図的に取っているんだろう。

　衣装の効果を最大限に発揮するのは、アリスの得意技だ。

「さすがレンジャーの親父おやじさん仕込み！　いい読みだ！　でもな！」

　こっちの動きを読んでたなら、カナとゆずの攻撃をかわした瞬間を狙ねらうべきだった！

「ニンジャ!?」

　水中で鋭く身体からだを翻ひるがえして、アリスの手から逃れる。

　アリスのミスは二つ。

　チャンスを逃したことと、水を吸った服を着た俺の速さを見誤ったこと。

　アリスの手をかいくぐると──

「最後はわたし！　いよいよ決着をつける時が来たね、コーチ！」

「積年のライバルか!?」

　みなものライバルは舞ま衣いか詩しい歌かであって、俺じゃないはずだが。

「むっ……？」

　みなもがバシャバシャと水をかいて、クロールで接近してくる。

　単純に速度で俺と勝負する気か！

「横ハ浜マのトビウオと呼ばれたわたしに勝てるかな、コーチ！」

「ずいぶん古めかしい二つ名だな」

　絶対、今思いついたんだろう。

　とはいえ、なかなか速いし、動きも機敏だ。

　みなもの身体能力は中学生離れしているが──

「こっちは、ＳＥＡＬｓシールズ仕込みなんでな！」

　ＦＥＡＬｓフイールズ命名の元にもなった、アメリカ海軍の特殊部隊〝Ｎａｖｙネイビー　ＳＥＡＬｓシールズ〟。

　戦場で俺の兄貴分だったエリックは元ＳＥＡＬｓ隊員だ。

　ＳＥＡＬｓといえば選抜試験で手足を縛ったまま泳がされたり、プールに放ほうり込まれて溺でき死し寸前まで耐えさせられるような、クレイジーな部隊だ。

　そのエリックの教えを受けてる俺に水中で勝とうなんてな！

「げっ、速い!?」

「魚雷みたいですー！」

　舞ま衣いとアリスが驚きの声を上げている。

　もちろん、着衣水泳も嫌になるほど訓練を受けてるからな。

「横ハ浜マのエンジェル・フィッシュと呼ばれたわたしが追いつけない!?」

「二つ名が変わってるぞ！」

　ツッコミを入れつつも、こちらの速度は落ちない。

　プール内を泳ぎ回りながら、みなもをぐいぐい引き離していく。

「水中で俺と鬼ごっこっていうのが無謀だったな！」

「くっ、自信満々のコーチが憎たらしい！」

　どさくさ紛れに手を伸ばしてくる他のメンバーたちも引き離して。

　それから、全員に追われること十分ほど──

「なんだ、もうおしまいか？」

「ぐう……化け物、め……」

　立ち止まった俺のすぐ前で、みなもが後ろに倒れ、ぷかっと浮く。

　既すでに、みなも以外の全員は最後の力でプールサイドに上がって倒れている。

「いい運動になったみたいだな」

　地獄のような訓練をさせてる身だからな。

　たまに、こっちも地獄をくぐり抜けてることを示しておくのは悪いことじゃない。

「で、この場合、俺がアイスをおごってもらえるのか？」

「いいえ、私がおごっていただきます」

　ぽん、と後ろから肩を叩たたかれた。

　振り向くと、そこには──

「……速はや水み凛りん子こ？」

「はい、捕まえました」

　なぜか、速水凛子は笑みを浮かべている。

　だが、俺の肩を掴つかんでいる手の爪つめが皮膚にめり込んできている。

「またうちの生徒を水着にさせて一人でお楽しみとは……いいご身分ですね！」

「それほどでもないがな」

　肩にめりこんでる爪は割と痛いが、俺は笑え顔がおで応える。

　いったい、どうして速水凛子が詩しい歌かの家にいるのか……。

「あはは、これくらいはコーチの役得でしょう」

　と思ったら、速水凛子の背後にもう一人いた。

　飛鳥あすか明あ日す奈な先生だった。

　この人が速水凛子を連れてきたのか……。

　さて、今度はなにが始まるのやら。







「ぶっちゃけ、私も面倒なのよね」

　飛鳥あすか先生は、いきなり切り出してきた。

　俺たちは、詩しい歌かの家の応接室へと移動していた。

　ただし、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーはまだプールにいる。

　応接室内にいるのは俺と飛鳥先生、それに速はや水み凛りん子この三人だけだ。

　俺の正面、テーブルを挟んで、向かい側のソファに飛鳥先生と速水凛子が座っている。

　ちなみに俺は、使用人さんが用意してくれたシャツとズボンに着替えを済ませてある。

「いつまでもりっくんと速水さんに対立されてると、困るのよ」

「別に、対立しているわけではありません」

　速水凛子が不満そうに言う。

「ただ……学園内にいなくても、外であんな不ふ埒らちなマネをされるのは……」

「不埒とはまた、なかなかの言い回しね」

　飛鳥先生が苦笑を浮かべて言う。

「私は、プールでの指導くらい、かまわないと思うけどね。ねえ、りっくんのほうは速水さんと上う手まくやっていくつもりはあるのよね？」

「俺は、対立する必要は感じませんね」

「じゃ、問題は速水さんか。速水さん、りっくんのことは目をつぶりなさい」

「それができれば苦労しません！」

　速水凛子は、大きく目を見開いて、テーブルを叩たたいた。

「ふー、やれやれね」

　飛鳥先生は、自分の茶色の髪を意味もなく撫なでてから。

「教師としてじゃなくて──私からのお願いでもダメ？」

「うっ……」

　明らかに速水凛子が怯ひるんだ。

　なんだろう、飛鳥先生と速水凛子はプライベートで付き合いでもあるのか？

「これは生徒の安全のためですから！　個人からのお願い、は余計に聞けません！」

「はー、しょうがないわね。でも私は、ＦＥＡＬｓにはりっくんが必要だと思ってる。クビを止められなかったのも大失敗だったし」

「学園長の決定だったんでしょう。仕方ないかと」

　なにも思わないでもないが、飛鳥先生は阻止のために動いてくれたんだろうしな。

「うーん……準々決勝、準決勝ももうすぐだしね。いつまでも、生徒会長とコーチが揉もめてるのは困るわ。なにより、ＦＥＡＬｓの子たちがこのままじゃ可哀かわい想そうでしょう」

「……はあ、可哀想ですか」

　速水凛子は、ちらりと応接室の窓に目を向けた。

　窓からは庭と、その向こうにプールが見える。

　遠目にだが、みなもたちがはしゃぎまくってるのがよくわかる。

　怖いコーチがいなくなったので、心置きなく遊んでいるようだ。

　うん、あまり可哀かわい想そうには見えないな……。

「ところで、速はや水みさん。りっくんと水み無な瀬せさんに行ってもらいたいところがあるの」

「この人と水無瀬さんの二人で……ですか？」

「…………」

　なんだろう、俺も初耳だ。

　というか、話がいきなり飛躍してるぞ。

「もう段取りは済ませてあるわ。事情があるから取りやめにはできないの。そんなに心配なら、速水さんも同行してあげて。明日よ」

「……私も暇ではないんですけど……行きます」

　速水凛りん子こは、こくりと頷うなずいた。

　どこへ行かされるのか知らないが、お目付役がつくらしい。

　しかし、みなもと速水凛子の組み合わせか……。







　翌日、午後。

　横浜駅から電車で二十分ほど。

　電車を降りて、さらに徒歩で十五分。

　目当ての場所は、森に囲まれた中にあった。

「へー、ここが瀬せ尾お河がわ女子か。悪くなさそうだね」

　偉そうに言ったのは、制服姿のみなもだった。

　正面に、まだ新しそうな校舎が見えてきている。

「瀬尾河は、創立して十年ちょっとだそうですね。綺き麗れいな校舎です」

　その隣を歩いている、同じく制服姿の速水凛子がつぶやくように言った。

　そう、飛鳥あすか先生の申しつけで向かった先は、瀬尾河女子高校だった。

　昨年のエンジェルパーティ神奈川県大会優勝校。

　そして、全国大会ベスト４に残った強豪校だ。

「学校ができてすぐに、アイドル活動を始めたってことか」

　前に、瀬尾河がアイドル活動を始めたのは、星せい歌か台だいガールズの登場直後だと聞いた。

　新しい学校は、伝統とかに囚とらわれずにいろいろやれそうだな……。

「とりあえず、中に入るぞ」

　校門そばにあった事務所に行き、そこで三人分の入校許可証パスを受け取る。

　飛鳥先生が話を通してくれていたので、ここまではスムーズだ。

　入校許可証と一緒に受け取った案内図を見ながら、目的地へ。

「ああ、ここか」

　体育館の入り口を見つけ、三人でそこへ入っていく。

「あっ、星せい歌か台だい学園の皆さんですね！」

　すぐに、一人の女性が駆け寄って来た。

　長い黒髪を後ろで束ね、ジャージ姿。年齢は、二十代前半くらいだろう。

　どことなく、ふわりとした優しそうな雰囲気が漂っている。

「私、瀬せ尾お河がわ女子のアイドル部顧問、堀ほり井いといいます。よろしくお願いします」

「俺、いえ、自分は──」

「知ってます！　星歌台さんの赤い死神さんですよね！」

「…………」

　またそれか……。

「いえ、今は外部でコーチを委託されてます」

「はあ、委託。まあ……なんにしても、ご見学なんですよね？」

「はい、予選の真っ最中に申し訳ありません」

　俺はぺこりと頭を下げる。

　飛鳥あすか先生からの指令とはいえ、まさか瀬尾河の偵察──見学に来ることになるとは。

「さすがに、うちもこの時期は見学をお断りしてるんですけどね。あの飛鳥さんからのお願いじゃ断れません」

「…………？」

　堀井先生は、当たり前のことのように言っている。

　飛鳥先生のお願いだから断れない？

　まさか、弱みを握られてるとか……？

「すみません、もう練習始めちゃってて。えーと、そちらは水み無な瀬せさんですよね？」

「はい、星歌台アイドル育成科の水無瀬みなもです」

　みなもがいつもの偉そうな態度はどこへやら、丁寧に頭を下げた。

　一応、初等部からお嬢様校の星歌台に通ってるんだから、礼儀くらいはできてるか。

　ただ、普段から礼儀正しくしていないだけだ。

「私は星歌台学園の生徒会長、速はや水みです。付き添いで参りました」

　みなもよりもさらに丁寧に、速水凛りん子こが頭を下げる。

「へえ、生徒会長さんがわざわざ……んんん？」

「な、なんですか？」

　堀井先生に、じっと顔を覗のぞき込こまれて速水凛子が怯ひるんでいる。

「いえ、失礼。どこかでお会いしたような気がしたんですけど……気のせいですね」

「は、はい。おそらく……」

「では、あそこで踊ってるのがＳＯＧソーグのメンバーです。ご自由に見ていってください」

　堀井先生が、体育館の一番奥を指差した。

　今のはなんだったんだ……？

「ほら、コーチ行くよ」

　みなもは気にしてないらしく、ぽんと俺の背中を叩たたいた。

　そうだな、せっかく見せてくれるというんだから。

　一番奥では、運動着姿の女子生徒たちが壁のようになっている。

「ちょっとごめんなさい。はい、通して」

　もう通常モードに戻ったみなもが、厚かましく生徒の壁をどかしていく。

　俺と速はや水み凛りん子こも、その後ろをついていき──

「お…………」

　壁の向こうでは、五人の少女たちが踊っていた。

　流れている音楽に合わせて、一糸乱れないダンスを見せている。

　その中心にいるのは、小こ泉いずみはずみ──

「うわぁ……あのキラキラの人、凄すごい……」

「ああ……」

　キラキラの人、というのは小泉のことだろう。

　みなもが素直に感心してしまうのも無理はない。

　汗を弾はじけさせ、小泉が信じられないほどなめらかな動きで踊っている。

　リアルで見る小泉のダンスは、舞ま衣いにも劣っていないように思える。

「メンバーの統率も完かん璧ぺきですね……」

　俺のすぐ横で、速水凛子まで呆ぼう然ぜんとしている。

　確かに、小泉を中心に他のメンバーの動きも完璧だ。

　小泉は目線を動かすことなく、他の四人を引っ張っているようだ。

「あそこまで動きがぴったり揃そろってるの、凄いね。コーチ並みのキツイ調教をしたのかな」

「待てこら！　俺がいつおまえらを調教した!?」

「それとも、生徒会長みたいな独裁で躾しつけたのかな……」

「独裁!?　私は選挙で選ばれた会長です！」

「……あの、ちょっと。そこの人たち……」

　そばにいた女子生徒が、ぎろりと俺たちを睨にらんできた。

　俺たちは慌てて頭を下げる。

　つい、声のボリュームが大きくなってしまっていた。

「おーっ、水み無な瀬せみなもさんとコーチ君じゃないか！」

　と思ったら、さらに甲高い声が響いた。

　騒いでいた間に音楽は止まっていて、小泉が顔を輝かせてこっちを見ている。

「うっ、相変わらずキラキラ……」

　みなもが、後ろに一歩下がる。

　小泉の笑え顔がおは、なぜかキラキラしているように見えるのだ。

　みなもがステージで見せる光の微粒子とはまた違う輝きだ。

「見学者が来るって聞いてたけど、君たちだったんだな！」

　相変わらず、神奈川覇者のリーダーとは思えない気さくさだ。

　さっきの練習中の真剣さががらりと消えてるしな。

「と、せっかく来てもらったんだけど、私たちは休憩だ。悪いね！」

「いえ、とんでもありません」

　小こ泉いずみには普通に接していいだろうが……一応、丁重な態度を取っておく。

　なにしろ、横には怖い生徒会長様もいるしな。

「こらこら、コーチ君。そんなにかまえられるとお姉さん悲しいぞ☆」

「……自分はこれがデフォルトですので」

「あまり他人行儀だと、これ以上見せてあげないぞ☆」

「そうは言うがな、こっちにも体面というものがあるんだ」

　俺と小泉はこれ以上ないくらい他人だが、ここまで来て帰らされても困る。

「さすがコーチ君、切り替えが早いね。では、ＳＯＧソーグは休憩だけど他のグループをお見せしよう。みんな、瀬せ尾お河がわ自慢のグループだよ」

「なんだ、小泉が案内してくれるのか？」

「せっかく来てくれたんだ。アイドル部の部長でもある私が案内するのが筋だろう」

　にっこりと小泉は満面の笑みを浮かべる。

　みなもじゃないが、この笑え顔がおはまぶしすぎる……！

「楽しんでいってくれ、コーチ君、水み無な瀬せさん。それに君は──」

「私は付き添いです。速はや水みといいます」

「付き添い？　ふーん……」

　小泉は、じろじろと速水凛りん子こをなめ回すように観察する。

「な、なんですか？」

「いや、なんでもないよ。さあ、まずはそこのグループだ。〝ショコラッタ〟といって、一年生メインのグループでね──」

　と、笑顔のままで小泉が案内を始める。

　ＳＯＧのパフォーマンスがすぐに終わったのは残念だが、瀬尾河は強豪校だ。

　二番手、三番手のグループにも学ぶものはあるだろう。

「…………」

　みなもも同じ考えなのか、神妙な顔で小泉の説明を聞いている。

「なるほど……」

　なぜか、速水凛子もうんうんと何度も頷うなずいてるが。

　別に、速水凛子は説明を聞く必要もないんじゃないか……？

　おっと、そんなことを考えてる場合じゃない。

　勉強するいい機会なんだから、小泉の話をしっかりと拝はい聴ちようしよう。







「はー、凄すごかった……！」

　体育館の隅に座り込み、みなもが興奮した様子で大きく息を吐いた。

　俺と速はや水み凛りん子こもそのそばに腰を下ろしている。

「はっはっは、満足してもらえたなら嬉うれしいな」

　同じく、小こ泉いずみもすぐ近くに座っている。

「うちのアイドル部は人数多いからね、一通り見るだけでも大変だろう。正確には、部員は全部で三十五人だな」

　さっきから気になっていたが、瀬せ尾お河がわには〝アイドル部〟なる部活があるらしい。

　アイドル活動は、部活の一つとしてやっているようだ。

「今、六月だけど……四月の時点だともっと多かったりするの？」

「もちろん。うちも、練習はキツイからね。今年度だけで十五人やめたかな？」

　みなもの質問に、小泉は苦笑いしながら答えた。

「やめたのはほとんどが一年生だけど、この時期には一年生に抜かれた二年や三年がやめることもある。残念なんだけどね……無理に引き留とめるわけにもいかない」

　小泉は、ふーっとため息をついた。

「そうですか……瀬尾河では去る者は追わないんですね……」

　なぜか、感慨深そうに速水凛子が言った。

　俺の記憶では、彼女は去る桜さくら木ぎ陸りくを追ってくれなかったが。

「やめられるのは辛いが、瀬尾河のアイドル部は甘くないんだ」

「甘くないのは、星せい歌か台だいの育成科もだよ」

　みなもが、にやりと笑って言った。

「なにしろ、クビになっても鍛えてくれるコーチがいるからね」

「クビ？　コーチ君が？」

「それはいい。形は違うが、コーチは再開してるからな」

　みなもが余計なことを言うのはいつものことだが……。

　せっかくの機会なのだから無駄話は避けるべきだろう。

「もちろん、私も星歌台が甘くないのはわかってるさ。この前、偵察に行ったときにも思ったけれど、一回戦のジンクスを破やぶったときに確信したよ」

　小泉は、じっとみなもの目を覗のぞき込こむ。

　エンジェルパーティ予選に初出場したグループのほとんどは、一回戦で負けるというジンクスがある。

　前年のエンパでそれなりに人気を獲得したグループが強い、ということだ。

「確信したってなにを？」

「ＦＥＡＬｓフイールズには、ＦＥＡＬｓのメンバーたちには才能があるってことを」

「わたしたち──わたしたち、みんなに？」

「それは、水み無な瀬せみなもさん。君のほうが知ってるだろう？」

　小こ泉いずみは、みなもの目を見つめたまま、にやりと笑う。

「三回戦までの君らのステージも観みさせてもらった。いや、毎日観てる」

「神奈川王者のセンターが？」

　みなもが、きょとんとした顔になる。

「朝あさ霞かカナミさんの作曲技術はずば抜けてる。あれはもうプロのレベルだよ。音源の作成技術も高い。宮く藤どう詩しい歌かさんの歌詞も、多少夢見がちだけど、聴いてるファンの心をきゅんきゅんさせるね。鳴なる森もりアリスさんがつくる衣装は、デザインも縫製も高校生離れしてる。メンバーの個性に合わせたいい衣装だ」

「よく……知ってるね」

　ＦＥＡＬｓフイールズメンバーの誰がなにを担当しているかは、エンジェルパーティの運営委員会に提出した書類に書いてある。

　エンジェルパーティの公式サイトにも、その情報は載っているが……。

　小泉はずみが、そこまでチェックしていたとは。

「星ほし宮みや妹ちゃんについては言うまでもないね。ダンスのキレは去年のエンパ以上だよ」

「……あれ、わたしのことは？」

「水無瀬みなもさんの才能は〝見ればわかる〟という代しろ物ものだ。こちらは、さらになにか言う必要はないな」

　小泉は、ゆっくりと立ち上がる。

「もう、ベスト８に残ったどの学校も、水無瀬さんの才能を疑ってないだろうね」

「わたしももう、トラブルで目立っただけじゃなくなったかな？」

　みなもは、挑発するように言う。

「ここまで勝ち残ったグループに、そんな甘い見立てをするところはないさ。いや、たぶん水無瀬さん──ＦＥＡＬｓは特に警戒されてるだろうね」

「闇討ちとかに気をつけたほうがいいかな」

「そういう発想が出てくるほうが危ない」

　俺は、みなもをたしなめる。

　アイドルが闇討ちとか言葉にするだけでもまずい。

「口の悪さも、水無瀬さんのウリだろうね。毒舌ＭＣもファンに大受けみたいだし」

「世の中、ドＭが多いんだね……」

　自分でやっておいて、みなもが呆あきれている。

　まあ、みなもはキャラをつくる気はゼロだから、直しようもないが。

「それに、コーチ君がいる。一度やめたみたいだけど、今はいるんだろう。コーチ君の厳しい訓練に耐えて、心も体も鍛え上げたＦＥＡＬｓは──もう県内の強豪校の一つだよ」

「……小泉さんに認めてもらえるとは光栄だな」

「はずみん☆でいいと言ってるのに」

「断固拒否する」

　まだ言うのか、この人。

　俺が〝はずみん〟なんて呼んでたら、頭がどうかしたと思われる。

「それで、はずみん。結局、なにが言いたいの？」

　と思ったら、みなもが乗っかってきた。

「今こ年とし、私が偵察に行ったのは星せい歌か台だいだけだ。もちろん、他のライバルたちを軽く見てるわけじゃない。でも……」

　小こ泉いずみは、不敵に笑う。

「アイドルは競い合うことで成長できる。ＦＥＡＬｓフイールズみたいな新しい強敵は大歓迎だ。特に、私たちを超えるかもしれない敵はね……！」

　そう言うと、小泉は右手を振って他の部員に声をかけた。

　ＳＯＧソーグのメンバーたちが集まってくる。

「せっかくお越しいただいたんだ。ちょっとしたものをお見せしようじゃないか！」

　小泉は明るく言って、メンバーたちとともに体育館の一番奥──

　ステージへと勢いよく上がった。

「まだ他の部員たちにも見せてなかったんだけどね……ＳＯＧが県予選決勝で披露する予定の新曲だよ！」

「え……？」

　みなもと速はや水み凛りん子こがびくりとする。

　同じ学校の仲間にも見せてなかった曲を……敵の俺たちの前で演じるつもりなのか？

「曲は──〝ガールズ・サクシード〟！」

　音楽が流れ始め──

　五人の少女が、ステージの上で舞い踊る。

　もう、俺にはそのライブを評する言葉をなにも持てなかった。

　ただ、ただ──目を奪われてしまう。

　フレーズの一つ、ステップの一つにいちいち心を動かされて。

　小泉と、四人のアイドルたちの笑え顔がおに泣きたくなるほど感動してしまって。

　まばたきすらできずに、ＳＯＧのステージに見入っていた。

　動画で観みたときとも、さっきの練習ともまるで違う。

　これが全国ベスト４の本気なのか──







　ＳＯＧのステージが終わると、体育館には拍手が鳴り響いた。

　アイドル部の部員たち、顧問の堀ほり井い先生──

　それに、俺たちももちろん手を叩たたき続けた。

　あれだけのものを見せてくれた小泉たちに、拍手しかできないのが悔しいくらいだ。

「……あの、小こ泉いずみさん、本当によかったの？」

　ステージから降りてきた小泉に、堀ほり井い先生が駆け寄っていく。

「先生、勝手なことをしてすみません。でも、彼女たちには見せておきたかったんです」

「ええ……小泉さんたちがいいなら、私は……」

「ありがとうございます！」

　小泉は、例のキラキラした笑え顔がおを堀井先生に向ける。

「さて、どうだったかな？　楽しんでもらえたかい？」

「……充分すぎるほど」

　まだ衝撃が抜けていないが、なんとか答える。

　演じたほうは、あっさりしたもんだな……。

「そっちのお二人は？」

「むう……」

「…………」

　みなもは一言唸うなっただけ、速はや水み凛りん子こは無言だった。

「態度が悪くてすまない。この二人も感動してるんだと思う」

「感動？　いや、コーチ君。感動なんかされては困るね」

　小泉は、笑って首を振る。

「君たちには──ＳＯＧソーグとＦＥＡＬｓフイールズの差を思い知ってもらわないと！」

「…………っ！」

　みなもと、速水凛子が息を呑のむ気配が伝わってきた。

　小泉の笑顔が、敵意を孕はらんでいるようにも見える。

「ねえ、水み無な瀬せちゃん。君は知ってるかな？　星せい歌か台だいガールズがデビューして、すぐに全国で同じようなアイドルが発生して、最初のエンジェルパーティも開催された。それから、十年が経たってる」

「いくらわたしでも、それくらい知ってるよ」

　みなもが不満そうに唇を尖とがらせる。

　俺は細かい時間経過まではよく知らない。

　そういえば、エンジェルパーティも十年の歴史があるとは聞いたか。

　つまり、星歌台ガールズのデビューと第一回エンジェルパーティ開催には、それほど時間差はなかったんだな。

「もちろん、第一回エンジェルパーティで優勝したのは星歌台ガールズだ。でもね、そのあとに続いた星歌台のグループは、エンジェルパーティで優勝してない」

「……そうだっけ」

「そうです。星歌台ガールズのあとで人気が出たグループもありましたけど……全国優勝はしていません」

　みなもが首を傾かしげ、速水凛子が解説する。

　さすが生徒会長、学園の歴史をよく知っているらしい。

「といっても、星せい歌か台だいのグループはエンパにそれほど熱心じゃなかったとも聞いたけどね。あくまで星歌台のアイドルたちは地元での活動がメインだったらしいし」

「私もそう聞いてます」

　なんだか、小こ泉いずみと速はや水み凛りん子この間で話が進んでいる。

　俺はもちろん、みなもも勉強したほうがいいな……。

「でもさ、事情はどうあれ……この横浜は、今のアイドル乱世の発祥の地なのに星歌台ガールズ以来、全国優勝校を出してないんだよ。そろそろ、勝ちたいと思ってるんだ」

　小泉はきっぱりと言い切って、ゆっくりと腕組みした。

「私たちは、ＳＯＧソーグはエンジェルパーティ県予選を勝ち抜いて、全国を制覇する！　陽ひ那な美みヶが丘おかだろうと星ほし宮みや愛あ衣いだろうと、倒す！」

「……陽那美ヶ丘は、去年以上の布陣だって聞いてます」

　力説する小泉に、速水凛子が静かに言い返した。

　しかし、速水凛子はやたらと詳しいな……。

「だからこそ倒し甲が斐いがある！　むしろパワーダウンされちゃ困る！　最高のライバルを倒して、全国の頂点に立って──私たちが星歌台ガールズの後継者になるんだ！」

「星歌台ガールズの……後継者!?」

「そのとおり！」

　速水凛子が驚いた声を上げ、小泉がさっと体育館の壁を指差した。

　今まで気づいてなかったが──

　体育館の壁に、一枚の巨大なパネルがかけられている。

「星歌台ガールズ……ですか」

　速水凛子が、つぶやくように言った。

　そうだ、どこかで見覚えがあると思った。

　派手な衣装を着た、七人の女の子の写真──

　みなもの部へ屋やに貼はられているポスターと同じものだ。

「そうだよ、私たちアイドルが目指すべき始まりのグループだ。他校のアイドルだろうと関係ない。アイドルを名乗る者なら、彼女たちを目指さなければ！」

「はずみん、そんなこと考えてたんだ……」

「当然だろう。私は星歌台ガールズに憧あこがれて、アイドルを目指したんだからね！」

　どうやら、小泉は本気らしい。

　星歌台ガールズに憧れるあまり、星歌台ガールズのあとは地元が一度も全国トップを獲とれていないことが許せないようだ。

「はずみんが星歌台ガールズの後継者を目指すのは勝手だよ。でも……今度の県予選にはＦＥＡＬｓフイールズがいる！」

「ああ、君たちなら決勝まで来られるかもしれない。けど、優勝は無理だ」

　小こ泉いずみは、またもや断言した。

「私にもなんなのかわからない。だけど、ＦＥＡＬｓフイールズにはまだ足りないものがある。今のメンバーたちの才能をもってしても、ＳＯＧソーグには届かない！」

「わたしたちにも負けられない理由があるんだよ！」

　みなもは負けずに言い返した。

　そう、星せい歌か台だいの育成科は勝たなければならない。

　なにしろ、育成科の存続がかかっているのだから。

　だが、今はたぶんそれだけじゃない。

　みなもたちは、アイドルの頂点に立つために戦っている──

「負けられない理由なんて、どこにだってあるさ。だけどさ、水み無な瀬せちゃん。ＦＥＡＬｓが私たちに勝つには……奇跡が起きてもまだ足りない！」

「…………っ！」

　みなもは声も出せず、びくりと身体からだを震わせた。

　小泉の言葉には確かな気迫が感じられた。

　揺るぎない自信とともに、どこか必死でもある。

　もちろん、小泉たちも全国の頂点に立つためにはまだまだ努力が必要なのだろう。

　ＦＥＡＬｓはなおさら──

「冗談じゃ、ありません」

「ん……？」

　ふと、横から聞こえてきた低い声に俺は振り向いた。

　速はや水み凛りん子こが、ゆっくりと眼鏡めがねを外したところだった。

　あれ、あの眼鏡はもしかして……？

「桜さくら木ぎコーチ、持っていてください」

「あ、ああ……」

　なんとなく気け圧おされて、速水凛子から眼鏡を受け取ってしまう。

　速水凛子は、つかつかと小泉のほうへと歩いて行く。

　しかもなぜか、歩きながら、二つの三つ編みをほどいている。

「おお……」

「わぁ…………」

　黙って見ていた、アイドル部の部員たちがざわめき出す。

　俺も一瞬驚いて、息を呑のんでしまう。

　眼鏡を外した速水凛子の横顔は──恐ろしかった。

　恐ろしいほど、綺き麗れいだった。

「小泉さん。星歌台ガールズをあなたたちには継がせません。星歌台ガールズの魂は、誰にも渡さない……！」

「……君、付き添いの人じゃなかったかな？」

「ついさっきまではそうでした。ですが、今は違います」

「おい、速はや水み……！」

　俺は、速水凛りん子この肩を掴つかもうとして。

「あなたは、黙っていてください」

　振り返った彼女に、ぎろりと睨にらまれてしまう。

　やっぱり眼鏡めがねを外すと全然違う顔に見えるな……。

「伝説のグループの魂は、星せい歌か台だいのグループが──ＦＥＡＬｓフイールズが受け継ぎます。そうですよね、水み無な瀬せさん!?」

「え、おお？　あ、う、うん……そう……かな……？」

　しどろもどろになりながら、みなもが答える。

　というか、なんなんだ、この展開。

　俺とみなもがＳＯＧソーグの見学をするのがメインじゃなかったのか？

　もう主役が速水凛子と小こ泉いずみに替わってるんだが……。

「なるほど、確かに……ただの付き添いじゃないらしい。さっき顔を見たときに、ただ者じゃないとは思っていたが……速水さんって言ったっけ？」

「はい、速水凛子です」

　そう答えた速水凛子から──凄すさまじい威圧感が放たれている。

　いや、存在感と言うべきか。













　眼鏡めがねを外し、髪をほどいた速はや水み凛りん子こはまるで別人に見える。

　元々迫力はあったが、ここまで変わってしまうとは。

　美少女揃ぞろいのＦＥＡＬｓフイールズたちとは、また違う。

　可愛かわいいというより、綺き麗れいという形容がよく似合う。

　速水凛子は、こんな女の子だったのか……！

「でもね、速水さん。私たちもハンパな憧あこがれで星せい歌か台だいガールズを継ぐって言ってるんじゃないんだ。星歌台ガールズを調べ尽くして、彼女たちの伝説を再現するために努力してる。あなたは星歌台の生徒ではあるけど、あの伝説のグループのなにを知ってるのかな？」

「……あなたよりは」

　速水凛子は短く答えた。

　いや、まるで答えになってないが……。

　それでも、その目を見ていると嘘うそや強がりを言っているようには見えない。

「小こ泉いずみさん、あなたが星歌台ガールズの伝説を再現するっていうなら、必ず止めてみせます。ＦＥＡＬｓが、あなたたちを止めます！」

「面白いじゃないか、速水さん……！」

　速水凛子と小泉は、睨にらむでもなく、視線を向け合っている。

「……コーチ。わたしたち完全に蚊か帳やの外で、お二人さんが盛り上がってるんだけど」

「銃を向けても黙りそうにないな、あの二人」

　たいていのことを銃で解決する世界で育ってきたが。

　速水凛子と小泉は、銃があっても止められる自信がない。

　そもそも、なぜ速水凛子がＦＥＡＬｓの行動を決めているのか……。

「ああああーっ！」

　と、張り詰めていた空気を切り裂くような声が響いた。

　速水凛子と小泉以外の全員が、声がしたほうに目を向ける。

　声の主は──顧問の堀ほり井い先生だった。

「お、思い出しました！　どこかで見たと思っていたんです！」

「先生、なにがですか？」

　俺が問いかけると──堀井先生は、右手の人差し指を速水凛子に向けた。

「速水さん、いつもうちのライブに来てくれてた人ですよね！」

「は……？」

「ライブ、ですか？」

　みなもと俺は、きょとんとしてしまう。

「ライブのときは眼鏡かけてなくて、髪型も違ったと思います。だから、気づかなかったんですよ！」

「うっ……」

　速水凛子が、ようやく我に返ったらしい。

　怯ひるんだ様子を見せながら、数歩よろめく。

「ＳＯＧソーグのライブに、いつも一番乗りで来て一番前で見てた女の子ですよね！　スカウトしたいくらい可愛かわいいから覚えてたんですよ！」

「ううう……」

　速はや水み凛りん子こは、うめくばかりで否定しない。

　このお堅い生徒会長が、いつもＳＯＧのライブに参加していた？

　まあ、妙にアイドルの知識があると思ってはいたが……。

「申し訳ありません！　私はこれで失礼します！」

　速水凛子はいきなり叫ぶと、俺から眼鏡めがねを引ったくり、勢いよく走り出した。

　スカートの裾すそを揺らしながら、あっという間に体育館を飛び出して行ってしまう。

「あれれ……私、なにか悪いこと言ったんですかね……？」

　堀ほり井い先生は、速水凛子が走り去った出入り口を困った顔で見つめている。

「またか……この前は、私が星ほし宮みや妹ちゃんの秘密をうっかりバラしちゃったのに」

「そんなこともあったな……」

　しみじみと小こ泉いずみが言い、俺はこくりと頷うなずく。

　星せい歌か台だいの生徒は瀬せ尾お河がわとは相性が悪いのだろうか。

　関かかわると、ろくでもないことが起きる、みたいな……。

「でも、さっきの凛子って……」

　みなもが、ぽつりとつぶやいた。

　珍しく真剣な顔をして、なにやら考え込んでいる。

「いやしかし、参ったな」

　今度は、小泉が困った顔でつぶやく。

「水み無な瀬せちゃんを挑発したつもりだったんだが……意外な展開になったね」

「あー、わたしがキレる暇、なかったね。星歌台ガールズには思うことも少しはあるんだけど、生徒会長に先を越された……」

　みなもも我に返って言った。

　たぶん凛子のことを考えていたんだろうが……。

「とりあえず、コーチ君。速水さんを捕まえたほうがいいんじゃないか？」

「俺もそろそろ、星歌台の生徒を追いかけ回すのは飽きてきたんだがな……」

　コーチに就任して以来、何度人捜しをやってきたことか。

　別に速水凛子はＦＥＡＬｓフイールズのメンバーでもないし、追いかける必要はないような。

　いや、俺たちのお目付役なんだから放ほうってもおけないのか？

　とはいえ──

「いや、もっと瀬尾河の練習を見せてもらいたい。なにせ、昨年全国ベスト４の学校だ。練習を見せてもらえる機会なんてそうない。このチャンスを無駄にしたくない」

「ほえー。コーチ、クールだね」

「現実的なだけだ」

　速はや水み凛りん子こに訊ききたいことは、いくらでもある。

　だが、ＦＥＡＬｓフイールズに必要なものを得られる絶好の機会なんだ。

　これを無駄にしてしまっては、ここにいないメンバーにも申し訳ない。

「なるほど、それもそうだね。堀ほり井い先生が余計なことを言ってしまったようだし……お詫わびに、見せられる限りのものをお見せしよう！」

　小こ泉いずみが、またキラキラの笑みを浮かべながら言った。

　速水凛子には悪いが、小泉や堀井先生はこっちに申し訳なく思っているようだから──せいぜいそこにつけ込ませてもらおう。

　楽曲や衣装のつくり方、普段の練習メニューなど訊きたいことはいくらでもある。

　知識が増えれば、必ずＦＥＡＬｓの成長に役立つはずだ。

　聞き出せる限りの情報を聞き出して。

　速水凛子のことは、それからだ──









３章　星歌台ガールズ！






　瀬せ尾お河がわ女子を訪ねた翌日、午前七時。

　ＦＥＡＬｓメンバーと俺、それにゆずの七人は星せい歌か台だい学園近くの公園に集まっていた。

　既すでに一時間ほどの訓練を済ませている。

「えーと、ちょっと待ってくださいー」

　ＦＥＡＬｓとゆずは芝しば生ふの上に座っていて、全員がアリスが膝ひざの上に載せたノートＰＣの画面に見入っている。

「はい、ファイル来ました。再生しますよー」

　昨日きのうはあのあと、小泉は練習風景の撮影までさせてくれた。

　県トップの余裕とはいえ、ずいぶん気前がいい。

　今は、俺がスマホで撮影した映像をアリスのノートＰＣで再生してもらっているところだ。

「へえ、瀬尾河ってこんなに部員さんがいるのね。音楽関係の機材はどうなのかしら」

「これだけいれば、作詞も誰かに押しつけられるだろうなあ……」

「さすが神奈川チャンプ、運動着もＣｕｔｅですー！」

「ダンスのレベル、かなり高いわね。ちゃんとしたコーチもいるんでしょうね」

「ほわー、みなさん、熱心です。意識高い人たちみたいですね」

　……なんかみんな、それぞれ見るところが違うな。

　みなもは肉眼で見てきたので黙っているようだ。

　それから、十五分ほどの動画ファイルをじっくり確認して──

「……ふー。やっぱりＳＯＧソーグは優秀ね。去年のグループと何人かメンバー替わってるけど、レベルは上がってるわ」

　真っ先にそうつぶやいたのは舞ま衣いだった。

　舞衣は、去年のＳＯＧを生で観みてるからな。

「ＳＯＧを気にしすぎるのもよくないけどね。まだ準々決勝で、他に倒さなきゃいけないグループがいくつもあるんだし」

「カナちゃん、勝ち抜けばＳＯＧとの直接対決、必ずありますー！　研究いっぱいしておいて、損はありませんー！」

　カナは考え込むタイプで、アリスはわかっていたが楽天的だな。

「というか、あたしはなけなしの自信がなくなりそうなんだけど……」

「しぃさん、強気なのか弱気なのかわからないですね」

「うん……自分でもわからないんだ」

　みに・ふぃーるずの二人は、会話だけ聞いてるとどちらが年上か判断できないだろうな。

「それで、みなもはどうなの？　生で瀬せ尾お河がわを観てきた感想は？」

　舞衣が、みなもに視線を向ける。

「うーん……」

　みなもは目を閉じて、小さく唸うなった。

「監督の先生が優しそうで羨うらやましかったな……」

「なにが言いたい!?」

　いや、これ以上ないほどわかりやすい嫌いや味みだが！

「あのな、瀬尾河の練習メニューもかなりキツそうだったぞ。そりゃ、体力トレーニングはうちのほうが厳しいだろうが」

「うちより厳しいところがあるとしたら、自衛隊くらいだよ」

　やはり、みなもは俺に言いたいことがあるようだ。

「負けっ放しはよくないから、自衛隊を超えろってことか？」

「ははは、もう好きにして……」

　もっともハードトレーニングを嫌うカナが、涙目で言った。

　反発するかと思ったら、もうあきらめの境地に達したらしい。

「冗談はともかく。ＳＯＧの切り札の曲も見せてもらった。あれは──ホントに凄すごかったよ。ミュージッククリップが発売されたら買っちゃうくらい」

「みなもらしい表現ね……」

　舞衣が呆あきれているが、俺もおおむね同意だ。

「とにかく、準々決勝と準決勝は、努力と根性で乗り切るしかないよ」

「そこは今までどおりってことか」

　みなもの言葉に、詩しい歌かが頷うなずく。

「桜さくら木ぎさんも復帰したんだから大丈夫。けど、その先──たぶんＳＯＧソーグと当たる決勝は、このままじゃ勝てない」

　今度は、誰も言葉に出して反応しなかった。

　しーん、と朝の公園に沈黙が流れる。

　ＳＯＧの新曲を聴いたのは俺とみなもだけだが──

　ＦＥＡＬｓフイールズが勝てるビジョンを誰も持てていないのだろう。

　ＳＯＧの圧倒的なパフォーマンスは三回戦まで観みただけでも充分わかる。

「というわけで、コーチ。作戦よろしく」

「丸投げか！」

　いや、それを考えるのがコーチの仕事ではある。

　だが、今は星せい歌か台だいのことばかりというわけにも……。

「マネージャーさん……いえ、お兄さん。私のことは気にしなくていいです」

「ゆず？」

　俺の心を見抜いたように、ゆずがおずおずと言った。

「私も、ＦＥＡＬｓのお姉さんたちには勝ってもらいたいです。何日かだけですけど、一緒に練習させてもらって……お姉さんたちが本気だってわかりましたから」

「幼女ー！」

「ゆずです、アリスさん！」

　がばっと抱きついてきたアリスに、ゆずが抗議する。

　なんとかこらえたのか、怪音波は出なかった。

「さん付けなんて他人行儀なのですー！　アリス、でいいですよー。いえ、アリスと呼んでくださいー！」

「は、はぁ……じゃあちゃん付けで……」

　ゆずは困惑しているようだ。

「おまえたちの呼び方はいいんだが……ゆず、俺はおまえのマネージャーとして雇われてる身なんだ。ＦＥＡＬｓばかりってわけにはいかない」

　一応、ＦＥＡＬｓの訓練も業務の一つになってはいる。

　しかし、最優先すべきはゆずのことだろう。

「やっぱり、コーチも男だね。若いほうがいいんだ……」

「みなも、俺もたまには怒るぞ」

　ゆずの場合、若いというより幼いだけだ。

　そもそも、中二のみなもと小六のゆずは二歳しか違わない。

「お兄さん、私のことは本当に大丈夫です」

「大丈夫って……」

「コーチ、ゆずの言葉に甘えよう。今は作戦を決めないと」

「…………」

　みなもだけでなく、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーたちが俺をじっと見つめてくる。

　ＳＯＧソーグを倒すための作戦、か……。

　準々決勝はもちろん、決勝までの時間もそれほど残されていない。

　はっきり言って、選択肢はほとんどない。

「よし、それじゃあ……」

　俺が不在の間は、みなもがリーダーとして決断を引き受けてくれてたようだが──

　その間にみなもが決めて、まだ決行されていないことがあったな。

「まずはできることと、気になっていたことから片付けていこう」

「コーチ、具体的にどうするの？」

「今日きようの放課後、誰か一人付き合ってくれ。ちょっとした隠おん密みつ活動をやる」

「ハイッ！　ワタシがお付き合いします！　オンミツカツドー、得意です！　ダッドと狩りもやったことあります！」

　アリスの父親は、アメリカ陸軍の元レンジャーだ。

　森や山は、お得意のフィールドだっただろう。

　アリスは父親からだいぶ仕込まれてるみたいだしな。

「それじゃ、アリスに頼もう。放課後の練習は……舞ま衣い」

「はいはい、お任せを。きっちりみなもを絞り上げておくわ」

「また、わたしに集中攻撃!?」

「あんたはセンターなんだから。ダンスもきっちり仕上げないとね」

「ぐう……」

　みなもは、恨うらめしそうな目で舞衣を睨にらんでいる。

　以前、舞衣がダンスの臨時コーチをやってたときに、相当に絞られてたからなあ。

「となると、その間に私と詩しい歌かちゃんは例のアレね」

「うう、一緒にやるのか……恥ずかしい……」

「私も、しぃさんとカナさんのお手伝いをします！」

　なにやら、カナと詩歌も作業しているようだ。

　ゆずは今日は仕事もないし、手伝いは問題ないだろう。

　さて──まだコーチに本格復帰はできていないが。

　作戦開始と行こう。







「オンミツカツドー、楽しいですねー」

「いや、楽しむためのもんじゃない」

　放課後──

　俺とアリスは予定どおり、二人で行動中だった。

　アリスの目立つ容姿が不安要素だったが──

「衣装好きが変なところで役に立ったな」

　どうやったのか、アリスは学校から出たときは既すでに変装済みだった。

　長い銀髪を帽子の中にたくしこみ、着ているのはなぜかセーラー服だ。

　グリーンの大きな瞳は、伊だ達て眼鏡めがねで多少目立たないようになっている。

「伊達眼鏡か……」

「ハイ？」

「なんでもない。こっちだ」

　ここは星せい歌か台だい学園から徒歩五分ほどの場所にあるコンビニだ。

　残念ながらギャラマではないが、ゆずはいないので文句も出ない。

　ここでアリスと落ち合って、目当ての場所に向かうという手はずだ。

「で、どこへ行くのですかー？」

「星歌台学園だ」

「ワタシ、そこから来たのですけど……」

「俺も顔が割れてるからな。学校の近くで待ち合わせしてると目立つ」

　ちなみに俺のほうは、事務所で借りているスーツ姿だ。

　念のために髪を少しいじり、怪しいのは承知でサングラスをしている。

　悪い目つきを隠すには、これくらいしか方法がない。

　アリスと二人で学園近くまで移動し、校門が見える位置で物陰に潜む。

「ワーオ、ホントにオンミツですー。ニンジャはアメリカ人の永遠の憧あこがれですよー」

「あまり騒がないように」

「わかってますー、にんにん」

　……本当にわかってるんだろうか。

　と、首を傾かしげたところで。

「お、出てきた。意外と早かったな」

　今はちょうど下校のピークの時間帯だ。

　校門から出てくる生徒たちの中に、目当ての人物を見つけ出した。

「あー、生徒会長さんですねー。リクの標的はあの人ですかー？」

「そういうことだ。みなもじゃないから、別に倒すつもりじゃないが」

「なるほどー。でもリクー。生徒会長さん、人気者なのですねー」

「……らしいな」

　校門のあたりにいる生徒たちから、次々に笑え顔がおで挨あい拶さつされている。

「というかアリスも、生徒会長のことくらい知ってるだろ？」

「ワタシ、日本に来てからはアイドルとコスプレとデザインばかりで、最近はＦＥＡＬｓフイールズのことでいっぱいいっぱいでしたー」

「そうだったな……」

　しかし、これは少しばかり意外だ。

　速はや水み凛りん子こは堅物だし、少し怖いのに──生徒からは人気があるようだ。

　俺にはひたすら厳しいが、意外と生徒には優しかったりするのかもしれない。

「そういえば、ワタシのクラスの皆さん、生徒会長さんのこと好きみたいですー」

「やっぱりそうなのか」

「おっぱい大きいからですかねー？」

「そりゃアリスの感想だろ」

　言われてみれば、速水凛子のバストサイズはかなりのものだ。

　夏服に替わって、余計に目立つようになっている。

　っと、いらないことを考えている場合じゃない。

「よし、行くぞ、アリス。ああ、ケータイの電源は切ってくれ」

「ストーキングですかー。ワクワクですー」

「……軍隊的な意味のほうだよな？」

「もちろんですー」

　軍事用語で言う〝ストーキング〟は気づかれないように標的に接近して、無力化することだ。

「そうだな、無力化が目的だ。っと、それってやっぱり倒すってことか？」

　俺はつぶやいて、歩き出した速水凛子のあとを追いかける。

　どうやら、生徒会長はお一人でご帰宅らしい。

　俺とアリスは物陰に潜むでもなく、ついていく。

　隠れながらでは、速水凛子に見つからなくても他の誰かに通報されてしまう。

　あくまで自然に、もし対象に振り返られてもすぐには気づかれない距離を保つ。

　アリスも父親から訓練を受けているというだけあって、上う手まいものだ。

「で、生徒会長さん、尾行してどうしますー？」

「ちょっとな、気になることがあるんだ。答えが見つかるなら一番だが……」

　最悪、速水凛子に気づかれてもいい。

　おそらく、それでも答えは見つかるが──

「なるほど、楽しみにしておきますー」

「…………」

　別に含みを持たせたわけじゃないんだが、アリスはそう受け取ったらしい。

　まあいいか、詳しく説明するのも面倒だしな。







　速水凛子は学園の最も寄より駅から電車に乗り、横浜駅で降りた。

　それから、五分ほど歩いて百貨店に入り、トイレへ向かった。

　まったく迷いのない足取りだった。

「なんか……妙だな？」

　道草を食ってることが、ではない。

　いくら名門女子校だろうと、寄り道を咎とがめるところなんて今時ほとんどないだろう。

「ハイ、変でしたー。会長さん、そわそわ焦ってたようにも見えましたー」

「だよな」

　狩りの経験があるだけあって、アリスも獲物の様子がおかしいことにも気づいたか。

「まあ、アリスを連れてきてよかった。一人で女子トイレを見張ってたら……」

「二人でも変ですよー」

「程度の問題だ」

　適当に、アリスのツッコミに答える。

　と、トイレから速はや水み凛りん子こが出てきた──

「ん？　あれ、速水だよな？」

「……意外ですー。あっちも変装ですねー……」

　珍しく、アリスが驚いている。

　トイレから出てきた速水凛子は、白いブラウスにスリムなジーンズという格好だった。

　髪はポニーテールにして、多少メイクもしているようだ。

　制服姿だったはずだが、別人のようになっている。

「こうもあっさり不審な行動を取られると、尾行してるのが申し訳なくなるな……」

　尾行してる時点で、かなりろくでもないんだが。

「それはあとですー。生徒会長さん、行っちゃいますよー」

「わかってる」

　正直、好奇心という意味でも速水凛子が気になって仕方ない。

　いったい、あの生徒会長殿はなにをしてるんだ？

　速水凛子は早足で百貨店を出ると、またどこかへ向かっていく。

「あれー？　あっちはもしかしてー？」

「アリス？　なにか思い当たることでも──」

　と、俺が訊きこうとしたところで、速水凛子は急に方向転換してどこかの店へ入った。

　まるで、店に入るところを見られたくないみたいだった。

　その建物は古いホテルのようだが、三階までが店舗になっているらしい。

「スターメイト……？　なんの店だ？」

「やっぱりですー」

　アリスがすたすたと、スターメイトの中へと入っていく。

「おい、気をつけろ。出てきた速水とばったりなんてことになったら──」

　とはいえ、店にここから見えない出入り口があったりすると厄介だ。

　とりあえず飛び込んでみるしかない。

「…………っ」

　店に一歩入って、思わず後ずさりしそうになった。

　こ、ここは……もしかして……。

「ワタシも久しぶりですー。最近練習と衣装づくりばかりで全然来られませんでしたー」

「アリスは前に来たことあるんだな……」

「ポイントがたまりまくってますー」

　アリスは、財布からポイントカードらしきものを取り出して不敵に笑う。

　そう、ここは──アイドルショップだ。

　前にみなもが言ってたっけな……一部のトップグループは、ＣＤやグッズを専門店で売っていると。

　その専門店の一つがここなんだろう。

「しかし、凄すごいな……」

　店のラインナップはＣＤにポスター、ブロマイドなど。

　それにキーホルダーやぬいぐるみのようなものまである。

　店内は客でいっぱいだ。

　俺たちと同年代の連中が多いが、小学生や三十代以上のサラリーマンらしき姿もちらほら見える。

　男女もほぼ同数くらい、といったところか。

　アイドルファンの年齢層はだいぶ幅広いんだな……。

「おっ……」

　店の壁に、ひときわ大きなポスターが貼はられている。

　シックな、軍服に似た衣装を着た五人の少女たち。

　そのうちの一人はよく見知った顔──舞ま衣いだった。

「去年のエンパ用のポスターですねー。一年経たってますけど、このポスターは人気だったので残ってるんだと思いますー」

「なるほど……」

　舞衣が以前いたグループ、ピュア・ステージ。

　昨年のエンジェルパーティ全国優勝校を写真で見たのは初めてかも。

　中央にいる赤い髪の女の子が、舞衣の姉でトップアイドルの星ほし宮みや愛あ衣いか──

　確かに可愛かわいいし、写真で見てもわかるくらい存在感も凄すごい。

　実物はいったい、どれほどのものなのか……。

「あ、リク。あっちにＳＯＧソーグのコーナーありますよー」

　アリスが指差したところには、特設コーナーがつくられていた。

　平台の上にＳＯＧの大きなポップが置かれ、ＣＤやブロマイド、さらにＤＶＤや写真集まで並べられている。

　昨年の全国ベスト４ともなればそんなものまで売り出せるのか……。

　もちろん、需要があってのことだろう。

「ＤＶＤか……研究用に買ってみるかな……」

　若いファンが購買層だからか、値段は意外と安い。

　これくらいなら、俺の財布でもなんとか……。

「おっと……」

「あ、すみません」

　ＤＶＤを取ろうとして、他の客と手がぶつかった。

「え？　あ、あ……」

「おまえは……」

　しまった……初めてのショップに面めん食くらって油断してた……。

　手がぶつかった相手は、よりによって──速はや水み凛りん子こだった。

　向こうも俺の変装にすぐに気づいてしまったらしい。

「あああああ……あ──」

「はーい、はいはーい」

　速水凛子が大きく口を開いた瞬間、アリスが音もなく背後から忍び寄り、その口を手で塞ふさいだ。

　見事な〝無力化〟だった。













「お店で騒いじゃいけませんよー。全世界共通のマナーですー」

「あなた……その髪の色……鳴なる森もり……」

「とりあえず、お外出ますかー。あ、リク。そのＤＶＤは買っておいてくださいー」

　アリスは、戸惑っている速はや水み凛りん子こを引きずるようにして店の出入り口へ向かう。

　とりあえず……ＤＶＤを買ってくるか。







　スターメイトを出て、俺たちは近くにある喫茶店へと入った。

　落ち着いた雰囲気の店だが、値段を見ると落ち着きがなくなりそうだった。

　コーヒー一杯が、缶コーヒーの十倍近い値段だ……。

「ここはワタシがおごりますよー」

「いえ、私は大丈夫です」

　速水凛子がきっぱりと断る。

「そういえば、リクに再就職先を用意したんでしたねー。りんりんもお嬢様ですかー？」

「り、りんりん……？」

　またアリスが妙なあだ名をつけたか……。

「い、いえ。うちは別に……楽器の販売店をいくつかやってる程度で……」

　つまり、楽器を販売するチェーン店を経営している会社、ということらしい。

　こんな喫茶店に躊ちゆう躇ちよなく入れる時点で普通じゃない。

　たまに忘れそうになるが、星せい歌か台だいはお嬢様校なんだよな……。

　店員さんが来たので、全員コーヒーを注文する。

　なんとしても、このコーヒー代のもとは取らないと……。

「あっ、わたしはカフェオレと、このニューヨークチーズケーキを！」

「はいはーい、おごりますよー……って、にゃも!?」

　アリスがひっくり返った声を出し、俺もそのときようやく気づいた。

　並んで座っている俺とアリスの向かい、速水凛子の隣にいつの間にかみなもがいる……。

「おまえ……なにしてるんだ……？」

「コーチ、ちょっと甘いよね。二重尾行に気づかないなんて」

「……ここは戦場でもないし、民兵のアジトを探してるわけでもないんでな」

　背後を気にしてると、目標から気が逸それるしな。

　ポケットからスマホを取り出して、電源を入れる。

　案の定、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーからの着信がいくつかあった。

「みなも、こっそり練習抜け出してきたな……」

「コーチ仕込みの戦略的撤退だよ！」

「そんなもの教えた覚えはない！」

　戦略的でもなければ撤退でもないしな。

「まあまあ、それより──生徒会長の現場は押さえたの？」

「みなもは、いつも人聞きが悪いよな……」

「人聞きが悪いことをやってるからじゃない？　舞ま衣いをつけ回してたのも事実なんだし」

「おまえな……」

　そのあたりが、速はや水み凛りん子こに追い出された原因の一つなのに。

　本人の目の前で──

「ううう…………」

　その速水凛子は、身体からだを小さくして真まっ赤かになっている。

「そうでした……現場、見られたんでした……桜さくら木ぎ陸りくさん！」

　がばっ、と速水凛子はいきなり身体を乗り出してきた。

　ブラウスのボタンが二つ外れてるので、胸元が見えそうになっている。

「どうすれば……黙っていてくれますか……！」

「いきなり口止めか。無駄がないな」

　合理的なのは嫌いじゃない。

　それとやっぱり──隠しておきたいこと、なのか。

「君が俺をどう思ってるかは知らない。けど、俺は人の趣味を言いふらしたりはしない」

「私は善意よりも、取引を信用します」

「ますます無駄がないな。面白い」

　俺は、速水凛子の胸元を見ないようにして──笑いかける。

「私はちっとも面白くありません。いったい、どうしてくれるんですか」

　速水凛子が席に座り直して、じろりと睨にらんでくる。

「尾行したのはすまなかった。俺とアリスが悪い」

「え!?　ワタシもですかー!?」

「だが、どうしても確認したかったんだ。君が──アイドルをどう思ってるのか」

「……嫌いや味みな人ですね」

　そうかもしれない。もうわかりきったことをあらためて言ってるんだからな。

「瀬せ尾お河がわの、ＳＯＧソーグのライブも欠かさず行ってたんだろ？」

「県内一のグループのライブです。行かないなんて選択肢があるんですか？」

　驚くほどの速さで、速水凛子が切り返してくる。

「堅物の生徒会長ってイメージを崩さないために、わざわざ変装してあのショップに通ってたんだな？」

「あそこ、うちの生徒もたまにいるんです。学校から一番近いショップですから」

「君は、星せい歌か台だいガールズに憧あこがれてたわけか？」

「昔、星歌台ガールズが出てた地元イベントを見に行ったこともあります。ガールズのセンターだったあーちゃんに直接もらったサインも、大事に持ってます。で、次の質問はなんですか？」

「完全に開き直ってる……」

　速はや水み凛りん子この隣に戻ったみなもが、呆あきれた声で言った。

　まあ、現場を押さえられたんだから言い訳のしようもない。

　いや、速水凛子には逃げるという手もあったが、それは彼女のプライドが許さないか。

「次が最後の質問だ」

　俺は、ちらりとみなもに視線を送る。

　これを俺が言ってはいけないかもしれないが──

「速水凛子、ＦＥＡＬｓフイールズに参加する意志はあるか？」

「…………っ！」

「リク!?」

　みなもが大きく目を見開き、アリスがひっくり返った声を出した。

　そして、肝心の速水凛子は──

「それが取引だというなら」

　俺の目をまっすぐに見つめ、頷うなずいた。

　驚くほど迷いのない答えだった。

「いいや、取引なんかじゃない」

「は……？」

　俺の言葉に、速水凛子は今度は軽く驚いたようだった。

「取引じゃないと信用できないっていうのは、よくわかる。でもな、ＦＥＡＬｓのメンバーはみんな、自分の意志で参加してきたんだ。そこに、例外があってほしくない」

「……気のせいかな、わたしとか舞ま衣いとか、かなり強引に参加させられたような」

「リク、自分の強引さを理解してないフシがありますー」

「そこの二人、ちょっと黙っててくれ」

　今、大事な話をしてるところだからな。

「速水凛子、俺はまだ君のことをよく知らない。知ってるのは、俺を目の仇かたきにして学園から追い出してくれたってことくらいだ」

「そのとおりです」

「だから、これから知りたい。君はどれだけアイドルに思い入れがあって、星せい歌か台だいガールズに憧あこがれていて、どれだけ──ＦＥＡＬｓを思っているのか」

「ＦＥＡＬｓに思い入れがあるなんて、言ってませんよ」

　速水凛子は、ややトゲのある口調で言った。

「それに、ＦＥＡＬｓの皆さんは私を恨うらんでるんじゃないですか？　どんなに怪しげでも、彼女たちのコーチを追い出したんですから」

「うん、でもまあコーチの怪しさは否定できないからね……」

「むしろ、リクを星歌台に迎え入れたことのほうがおかしいですねー」

「……………………」

　他意はないが、練習メニューを強化したくなってきた。

「この二人の感想はともかく。今訊ききたいのは、ＦＥＡＬｓフイールズが君をどう思ってるかじゃない。速はや水み凛りん子こ、君の気持ちだ」

「……私の気持ち」

　速水凛子は、言われるままに繰り返し、黙り込んでしまう。

　すぐに答えられる質問じゃないとは思うが……。

「とりあえず……コーヒーをいただくか。代金分は楽しまないとな」

　ウェイトレスが、トレイにカップを四つ載せてこちらへ来る。

「コーヒーを飲んだら、星せい歌か台だいに戻りましょう」

「ん？」

　速水凛子は、ウェイトレスが並べているコーヒーを見ながら言った。

「私の気持ちを答える前に──今のＦＥＡＬｓを見せてほしいんです」

「ＦＥＡＬｓを？　なんでだ？」

「まだ、この目できちんとＦＥＡＬｓを見たことがないからです。自分でもＦＥＡＬｓをどう思っているのかわからないからです」

「…………」

「小こ泉いずみさんには勢いで言ってしまいましたけど……ＦＥＡＬｓが星歌台ガールズに追いつけるのか。ガールズを継げるのか。それも確かめておきたいんです」

「そうか……」

　速水凛子の目をじっと見つめながら、俺は彼女の考えを探る。

　なにかまだ隠しているようにも見えるが──

　言ってることは、もっともだ。

　ＦＥＡＬｓを見てからでなければ、俺の誘いへの返事もできないだろう。

　小泉はずみにあれだけタンカを切ったんだしな。

　今のＦＥＡＬｓの実力を確認しておきたいというのはわかる気もする。

「……どうだ？」

　俺は、みなもに問いかける。

　ここは俺じゃなくて、メンバーの意見を聞くべきだろう。

「上等だね。わたしも、生徒会長に──凛子に見せたいと思ってたんだよ」

「呼び捨てとは、なかなか無礼ですね」

　速水凛子が、横目でみなもを睨にらむ。

　みなもが上級生だろうと容赦なく呼び捨てにするのは、いつものことだ。

「敵はぶっ倒せって教えるようなコーチだからね。失礼な教え子が育つんだよ」

　なにげに俺のせいにされてる……。

「失礼ついでに、わたしたちのパフォーマンスで凛子をぶっ飛ばしてあげるよ」

「それは楽しみですね……」

　なんだかわからないうちに、対決ムードが高まっている。

　別に戦えと言ってるわけじゃないんだが……。

　とはいえ、盛り上がっているところに水を差すことも──ないか。







　料金分の美う味まさを楽しませてくれたコーヒーを飲み干してから。

　俺たちは店を出て星せい歌か台だい学園へと戻った。

　もちろん、アリスにおごってもらったのはみなもだけだ。

　コーチが、教え子におごってもらうわけにもいかない。

「ふーん、またなんだかよくわからないことになってるのね」

「返す言葉もないな」

　俺は舞ま衣いにそう答えるしかなかった。

　ここは、星歌台学園の講堂。

　ＦＥＡＬｓフイールズの最初のステージが行われた場所だ。

　ステージを見せるならここがいいだろうと、飛鳥あすか先生に許可をもらったのだ。

　ちなみに、今は部外者である俺の立ち入り許可も出ている。

「どうも、桜さくら木ぎ君が出かけていくと女の子を連れて帰ってくる気がするわ」

「やっぱり、桜木さんの才能が怖い……」

　カナと詩しい歌かが勝手なことを話している。

　メンバーが練習していた中庭から講堂に移動するまでに、一通り事情の説明は済ませた。

　速はや水み凛りん子こは一言も発することなく、黙って俺たちについてきていた。

　真面目まじめな彼女らしく、学校に戻るのだからとまた制服を着ている。

「まあ、いいわ。準々決勝も近いし、そろそろ本番を意識した練習も必要だったからね」

　舞衣は肩をすくめて言うと、準備運動を始めた。

　既すでにみなもとアリスも、運動着に着替えている。

「が、頑張ってください、皆さん！」

「幼女の応援があれば、なんでもできますー！」

「ゆずです！」

　アリスとゆずが、最近おなじみになったやり取りをしている。

「準備運動終わったら始めるよ！　みんな、エンパ決勝だと思って本気でやってね！」

「そりゃまた、ずいぶん本気なのね、みなも」

　舞衣が目を見開いて言う。

「わたしはいつでも本気だよ」

「ついさっき、練習抜け出してった気がするんだけど……」

「本気で練習を抜け出したんだよ！」

「自慢しないで！」

　……まあ、緊張感とは無縁っていうのは悪いことじゃないよな。

　いいこととも言い切れないが。

　と、いつもどおりにワイワイしつつ、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーがステージに上がり。

　俺は、ダンス練習室から借りてきた、小型の音楽プレイヤーとスピーカーをセットする。

「コーチ、ファースト・ストライクでお願い。いいよね、凛りん子こ？」

「はい」

　ここでようやく速はや水み凛子が声を発した。

　ＦＥＡＬｓがもっとも多く演じている曲だ。

　ある意味、一番ＦＥＡＬｓらしさを出せる曲でもある。

　俺は音楽プレイヤーを操作して、曲を流し始める。

「ファースト・ストライク！」

　みなもが一声叫び、全員が音楽に合わせてステップを踏み、歌い始める。

　もう、五人でのステージも慣れたものだ。

　数日間のブランクはあるが、俺にとってももう見慣れたものになってる。

　水み無な瀬せみなも、たった一人から始まった星せい歌か台だいのアイドルグループは──

　今は五人になり、彼女たちのライブを完成させている。

「…………」

　俺は、ちらりと横に立つ速水凛子を見つめた。

　彼女はまるで取とり憑つかれたような目で、ステージを凝視している。

　一瞬たりとも見逃さない、というような気合いまで感じられてしまう。

　速水凛子は、アイドル好きを認めている。

　こんな特等席で、期待の新グループのステージを観みられるのは彼女にとっても心躍ることなんじゃないだろうか？

　俺だって慣れたといっても、ＦＥＡＬｓのパフォーマンスを観ていると血が騒ぐような興奮を覚えるのだから。

　俺がコーチになってから、季節は春から夏に変わり、ＦＥＡＬｓは成長を遂げてきた。

　あらためて観ると、それを感じさせられる。

　決して長い時間じゃなかったのに、みなももカナも詩しい歌かも、アリスも舞ま衣いも大きく変わっている。

　そして、その五人が揃そろったステージも──

「すごい、すごい、すごい、すごい……」

　そうつぶやいたのは、ゆずだった。

　目を輝かせ、ＦＥＡＬｓのパフォーマンスを大きな目で見ている。

　ここには、たった三人の観客。

　だが、たとえその百倍、千倍の客がいても同じだったんじゃないだろうか。

　ただひたすら、ＦＥＡＬｓのステージに目を奪われてしまう。

　彼女たちのパフォーマンスに心を持って行かれてしまう。

　そして、五人のステージは終わり──

「いやあ、凄すごいわね。なかなかいいものを見せてもらったわ」

　講堂の入り口のあたりから、声が聞こえた。

　振り向くと、飛鳥あすか先生が立っていて、ぱちぱちと拍手している。

　それから、彼女はゆっくりとこちらに歩いてきた。

「勝手に観みさせてもらったけど、いいわよね。ここの使用許可もらうのもけっこう面倒だったんだから」

「ええ、それはもちろん……」

　俺がＦＥＡＬｓフイールズに代わって答える。

　みなもがファンを恐れていた頃ならともかく、今は人に観られて困ることはない。

「で、これはなんなの？　速はや水みさん──凛りん子こにステージを見せてあげたの？」

「……はい、私がお願いしました」

「そう。じゃあ、ＦＥＡＬｓのステージを観て、どう思った？」

「わかりません。ただ……」

　速水凛子は、ぐっと言葉を飲み込んだ。

　ステージを終え、メンバーたちは肩で息をしている。

　どれだけ鍛え上げてスタミナがついても、ステージを一曲本気で演じれば、長距離マラソンよりも疲労してしまう。

　だが、それでも彼女たちは座り込むこともなく、速水凛子に注目している。

「この二年以上も、星せい歌か台だいにはファンに夢を見せられるグループがいませんでした。でも……もしかしたら……」

「凛子、あなたも夢を見てしまったのね」

　飛鳥先生はにっこり笑って、速水凛子の頭にぽんと手を置いた。

「だけど、凛子の見る夢は、ファンの子たちとは違うでしょう？」

「……先生」

　速水凛子は、手に頭を置かれたまま、ゆっくり顔を上げた。

「凛子、そろそろ素直になりなさい。このグループには、素直になれなかった人たちも約二名ほどいるけど……」

　飛鳥先生が、ちらりとみなも、舞ま衣いの顔を見る。

「なんか失礼なことを言われた気がするよ」

「……みなもと一緒にされてるだけで、充分すぎるほど失礼よね」

「あはは」

「ふふふ」

　みなもと舞衣が、速水凛子のシリアスな空気を気にも留とめずに睨にらみ合あう。

　こいつらはまったく……。

「私……」

　速はや水み凛りん子こが、ぼそりと言う。

「どうしたらいいのか……わからないんです……」

「もう、しょうがないわね。凛子、あなたは……どうしたいの？」

「私がしたいことは……」

　言いかけて、速水凛子はなぜか俺に視線を向けてきた。

　それはまるで、突き刺さるような視線で──

「私は、桜さくら木ぎ陸りくさんを追い出しました。ええ、私はアイドルが大好きで……この人の存在がＦＥＡＬｓフイールズのためにならないと本気で思ったからです」

「んん……？」

　また、その話が蒸し返されるのか。

「星せい歌か台だいに──ようやく出てきてくれた、星歌台の新しいグループのそばに、危険な人を置いておきたくなかったんです」

「コーチは危険な世界で生きてきたけど、危険じゃないよ。ただ無む闇やみやたらに厳しいし、鬼だし、容赦ないし、手加減しないし、鬼だし、地獄の代名詞みたいな人だけど」

「鬼って二回言ったな」

　みなもは、余計なことを言わずにいられないのか。

「でも、危険じゃないし、悪い人でもないよ。厳しくしたら、された分だけわたしたちだって得るものがあるんだから」

「……そうみたいですね。あなたたちは……間違いなく成長してるんですから。だから、三回戦まで勝てた……」

　みなもの珍しく真面目まじめな言葉に、速水凛子は頷うなずいた。

「ええ、そうです。私が桜木陸さんを追い出したのは……あやまりでした。もう取り返しはつきませんが……」

「つかないのか！」

　俺に、復帰の可能性は存在しないのか。

「あ、そういう意味ではなくて……一度追い出したことには変わりないということです」

「俺は気にしていないけどな」

　まったく気にしてないと言ったら嘘うそになるが、こう言っておこう。

「それに私はアイドルが好きというだけで……あなたたちのような努力は……」

「こらこら、凛子。なかったことにしたままなの？」

　速水凛子と、飛鳥あすか先生は意味ありげな視線を交わしている。

　やはり、この二人にはなにかあるんだろうか……？

「凛子」

　みなもが、ステージから身軽に降りてくる。

　それから、つかつかと歩いて凛子の前に立った。

「凛りん子この事情は、わたしは知らない。教えてくれるなら知りたいけど、嫌なら言わなくてもいいよ。けど、わたしは言いたいことを言う」

「なんですか……」

「コーチが言わなかったら、わたしが言ってた。ＦＥＡＬｓフイールズに参加してって」

「…………」

　速はや水み凛子は、ふっとみなもから目を逸そらす。

「どうして私なんですか。おかしいですよ、そんなの。あなたの性格なら、私を叩たたき潰つぶそうとするところでしょう」

「わたしは、多少気に入らなくても、ＦＥＡＬｓのためになるなら味方にしちゃうよ。ふてくされたツンデレダンサーとか」

「ちょっと！」

　舞ま衣いの怒声が飛んできても、みなもは眉一つ動かさなかった。

「あのとき、瀬せ尾お河がわで見た別人みたいな凛子が──わたしは必要だと思った。あなたのことはよく知らないけど、眼鏡めがねを外して髪をほどいた凛子を見ただけで充分だよ。充分、あなたをＦＥＡＬｓに誘う理由になる」

「別に……いつもの私と変わらないでしょう」

「そういえば、君と初めて会ったときに言ったな」

　俺は、つい口を挟んでしまう。

「三つ編みと眼鏡に、なにか狙ねらいでもあるんじゃないか、って」

「あれはとても失礼でした」

　ぎろり、と速水凛子が鋭い目を向けてくる。

「もちろん冗談で言ったんだが、実際に狙いがあったんじゃないか？　その眼鏡は伊達だろう。自分を地味に見せるため──か？」

「地味っていうのは、どのみち失礼です」

「それは失礼。自分を控えめに見せるためか？」

「星せい歌か台だいは慎み深い子女を育てる学校です。特におかしなふるまいではないでしょう」

「そうかな。どうも、他を見てると……」

　ステージ上にいる星歌台の女子たちを眺める。

　慎み深い……慎み……。

「……学園の教育方針に疑問を呈していいですか？」

「それは越権行為ね、りっくん」

　飛鳥あすか先生は、ぱちりと片目をつむってきた。

　この先生は、いろんな意味で教師らしくないな。

　ステージ上のメンバーたちから不満の声が上がっているが、それはスルーしておく。

「そういうことらしいから、そこは置いておこう。だが、君はもしかして──」

「あああああっ！　わかりましたっ！」

「…………っ！」

　キーン、と鼓膜が破やぶれそうなほどの怪音波が響いてくる。

　その場にいた全員が、耳を押さえてしまっている。

「あ……ご、ごめんなさい。つい、変な声が……」

　唯一、耳を塞ふさいでいなかったゆずが、申し訳なさそうに頭を下げる。

「……俺はもうだいぶ慣れたけどな。どうしたんだ、ゆず？」

「えーと……その……生徒会長のお姉さんも……育成科の生徒なんじゃないかって……」

　注目を集めてしまったのが恥ずかしいのか、ゆずはもじもじしている。

　まあ誰が思いついてもおかしくなかったが、真っ先にゆずが気づくとはな。

「そう……ですよ」

　速はや水み凛りん子こが小声で言った。

「そうですよ、私は育成科に登録してます。でも……登録しただけで、本館に入ったことすらありません」

「なぜだ？」

　まさか、アリスのように登録して忘れてた、なんてオチはないだろう。

　育成科の授業に出ていなかったメンバーは、それぞれ理由があったが……。

「私は……育成科に……どうしても行けなかったんです……」

「どういうことだ……？」

　星せい歌か台だいの生徒が育成科に登録して、育成科の授業を受けることに問題があるはずがない。

　どうにも、速水凛子の話は要領を得ないところが多い。

「ああもう、まだるっこしい！　論より証拠よ。凛子、一曲踊りなさい！」

「え!?　でも飛鳥あすか先生、私は……」

「でももなにもないの！　先生の言うことが聞けないなら、廊下に立たせるわよ！」

「そんな漫画みたいな罰……」

　速水凛子は、飛鳥先生の指示に大いに戸惑っている。

　はっきり言って、俺たちはもっと戸惑っている。

「いいから、やりなさい！　はい、ＦＥＡＬｓフイールズのみんなは下へ降りて！」

　飛鳥先生に言われて、メンバーは困惑しながらもステージの下へ降りてきた。

　入れ替わりに、こちらも困惑しながら速水凛子がステージへ上がる。

「曲は……そうね。これでいいかしら」

　飛鳥先生がスマホを操作し、大音量で音楽が流れ始める。

「あれ、これ……」

「カナ、知ってるのか？」

　ＦＥＡＬｓのたった二曲の持ち歌ではない。

「ええ……〝星空のレゾナンス〟。星歌台ガールズの大ヒット曲で……私のお母かあさんがつくった曲よ……」

「そうか……」

　カナの母親は作曲家で、アイドルにも何曲か提供していたらしい。

　そのカナの母親は数年前に失しつ踪そうしている……。

　ああ、そうか……速はや水み凛りん子このこととは別で、一つ確認しておかないといけないな。

「うえっ？」

　と、不意にみなものすっとんきょうな声が聞こえた。

　ぱっと顔を上げると、そこには──

「あれ、ホントに生徒会長なの……？」

　みなもが、今度はぼそりと言った。

　疑うのも無理はない。

　いつの間にか、また眼鏡めがねを外して三つ編みをほどいた速水凛子が──

　歌っていた。踊っていた。明るい笑みを浮かべていた──

「ステップ、サマになってる……」

「歌もちょっとおとなしいけど、音程はなかなかよ」

　詩しい歌かとカナが、ぽかーんとしてステージを見上げている。

「ええ、ダンスは私ほどじゃないけど……素人しろうとじゃないわ」

「というか、あのおっぱい！　あれはなんですか！　なにが詰まっているんですかー！」

　舞ま衣いも呆ぼう然ぜんとしていて、アリスだけがやたらと興奮している。

　俺も、思わず我が目を疑いそうになった。

　速水凛子は眼鏡を外して髪型を変えると、別人のようになる。

　だが、それだけではなかった。

　ステージの上で、ＦＥＡＬｓフイールズや他のアイドルたちのように歌い、踊り、客席に笑え顔がおを向けている。

「へえ、思ってたよりできてるわね、凛子。一度身体からだで覚えたことは忘れない──いえ、最低限のことは続けてたのかしらね」

「飛鳥あすか先生……まさか、速水に歌とダンスを教えたのはあなたですか？」

　感心している飛鳥先生に、俺は静かに問いかけた。

「その答えはイエスよ。凛子はまあ……私の弟子みたいなものね」

「弟子……」

　教え子ならともかく──その表現には明らかに大きな含みがある。

「そこはそのうちわかるでしょう。今は、凛子のステージを観みてあげて」

「はい……」

　というより、言われるまでもなくずっとステージを見つめている。

　この意外すぎる展開から目を離せるわけがない。

　ひらひらと制服のスカートを揺らしながら、速水凛子は踊り続けている。

「なんか……凄すごい……」

　みなもが、ぼそりと言った。

「正直、歌もダンスも素人しろうとじゃないけど、カナとか舞ま衣いみたいに凄すごいわけでもない。なのに……なんか、目が離せない……」

　俺もまったく同感だった。

　速はや水み凛りん子このパフォーマンスには、歌やダンスなどの技量を超えたなにかがある気がする。

　制服姿で踊っているだけなのに、なんというか……。

「うう……なんか興奮と恥ずかしさが同時に来る……」

　ちらりと横目で見ると、みなもは顔を赤らめていた。

　他のメンバーも同じように、赤面してしまっている。

　ああ、そうか……。

　率直に表現すると、速水凛子のパフォーマンスは妙に──色っぽいんだ。

　前に話に出た、ＦＥＡＬｓフイールズに欠けている要素を速水凛子は持っている……。

　もっと言うなら、〝エロい〟という表現が的確かもしれない。

　胸が大きいとか、スカートが揺れて下着が見えそうというのもあるが、それ以上に全身から放たれる色気が──

　同性でも照れているくらいだから、男の俺には効こう果か覿てき面めんだ……。

　そして──

「ふうっ……」

　音楽が止やみ、速水凛子は大きく息を吐いた。

　ほんの四、五分ほどのステージだったが──

　飛鳥あすか先生以外の全員が呆あつ気けにとられ、言葉も出てこない。

「今のステージが答えよ、凛子。これ以上は──言わないでもわかるわね。いえ、わからないなら自分で考えなさい。私は自主性を尊重する教師なの」

　飛鳥先生は微笑を浮かべて言うと、講堂から出て行ってしまう。

　おいおい、散々かき回しておいて、なんの説明もなしなのか──？







「はあ……」

　飛鳥先生が講堂を出た、その直後。

　再び、速水凛子が大きく息を吐いた。

「私……星せい歌か台だいガールズに憧あこがれてたんです。子供の頃から、今日きようまでずっと」

「だったら、なんで育成科に登録しただけだったんだ？」

　まだＦＥＡＬｓメンバーは呆ぼう然ぜんとしたままなので、俺が質問する。

「私は……私の家は、一応会社なんてものをやっていて……一人娘の私にも、いくつもの義務があるんです」

「家の事情で、アイドルにはなれない？」

「いえ……わかりません」

　速はや水み凛りん子こは、そっと首を振った。

「案外、両親は普通に許可してくれるかもしれません。うちは楽器の販売をしている会社を経営していますが、以前に星せい歌か台だいにいたバンド演奏をウリにしたグループに楽器を提供したのもうちの両親ですから。少なくとも、育成科を悪くは思っていないはずです」

「あのピアノ、速水さんのご両親からいただいたものだったのね……」

　カナが、ぼそりと言った。

　そういえば、本館の音楽室にはとんでもなく高価なピアノがあったな。

「ただ……私には家のこと以外に、学校での立場もあります。自分で言うのもなんですが、ずっと首席を維持して、全国模試でも上位に入っています。去年、中等部だった頃に星歌台の生徒会長にもなりました」

　なるほど、考えてみれば速水凛子は四月の時点で生徒会長だった。

　中等部だった四月以前に、会長に選ばれていたということだ。

　星歌台の生徒会は小中高全体を統括していて、高等部じゃなくて中等部の生徒がトップに立っていたのか。

　それは──確かに、並の生徒にはできないな。

「勉強を頑張って、優等生でいなければならないという思いは初等部の頃からありました。でも、小さいときに見た星歌台ガールズへの憧あこがれも捨てられなくて……」

「で、歌とダンスを練習してたわけね。どれくらいやってたの？」

　口を挟んできたのは舞ま衣いだ。

「中等部に上がってから二年くらいです。アイドルのＣＤやＤＶＤで研究した自己流もかなり入っていますけど……」

「へえ……なるほど、それでわかったわ。ダンスは下へ手たじゃないんだけど、どこかたどたどしかった理由がね」

　それは俺にもよくわかる。

　射撃や格闘を自己流でやりたがる奴やつはいるが、基礎をきちんと学んでいなければ、無駄も多くなるものだ。

　とはいえ、たぶん速水凛子は基礎を知らないわけでもない。

　そのあたりに飛鳥あすか先生が関かかわっているようだが……。

「中等部三年くらいから勉強もキツくなって、練習があまりできなくなって……」

「でも、まったく練習してなかったわけじゃないでしょ？　さっきのダンス、ブランクがあるようには見えなかったよ」

「ええ、筋トレとダンスの練習は続けてました……知り合いに見つからないように変装して、遠くの公園まで行って踊ったり」

「そこまでしてるのに、ＦＥＡＬｓフイールズが結成しても参加できなかったのか」

　俺の言葉に、速水凛子はこくりと頷うなずいた。

「無理だと思いました……いえ、無理だと思うことにしていたんです」

　良家の子女で優等生、それに加えて生徒会長。

　アイドルグループに参加するには、他に背負ってるものが多すぎた──か。

「でも、育成科に参加できなかった一番の理由はそれじゃないんです」

　速はや水み凛りん子こは、さっとステージから飛び降りた。

　ふわりとスカートを揺らして着地する。

「私には、星せい歌か台だいガールズは神──女神なんです」

「え？　女神……？」

　思わず、俺は聞き返してしまう。

「はい、ステージの上は、私にとっては女神たちが舞い踊る聖域なんです……！」

　速水凛子はうっとりした顔で言う。

　その目は虚こ空くうに向けられていて、まるでそこに神の姿でも見ているかのようだ。

「女神が踊る聖域に、私なんかがいていいのかという思いもまたあったんです……！」

「あ、この人ヤバイ人だよ」

「余計なこと言うな」

　ぼそりと言ったみなもを制する。

　正直、同感だがここは速水凛子の話を聞かなければ。

「星歌台ガールズは私には偉大すぎて、彼女たちと同じアイドルになるなんて……歌やダンスを少し習って、余計にその思いは強くなっていったんです」

「……星歌台ガールズには追いつけないと思ったの？」

　みなもの質問に、速水凛子は小さく頷うなずいた。

「私にはわからなくなってしまったんです。星歌台ガールズのこと、家のこと、勉強のこと、それに……戦場帰りのコーチなんて人まで登場して、わけがわからなくなって」

「…………」

　そうか、速水凛子は──混乱してしまってるんだ。

　俺もその混乱の一因みたいだが……。

「しかも、小こ泉いずみさんに星歌台ガールズを継がせないなんて言ってしまって。でも、きっとそれが……私の本心なんだと思います」

　やはり、一番大きいのは星歌台ガールズを神格化してることか。

　星歌台ガールズの存在は、速水凛子のすべての始まりで。

　同時に、混乱の最大の要因にもなっている。

「いろいろ思い詰めて、コーチをクビにしちゃったんだね。八つ当たりっぽいけど」

「……ええ、そうですよ、水み無な瀬せさん。私がしたことは八つ当たりです。自分がグループに参加できないなら、サポートに回るという手もありましたけど……」

「そのポジションに、戦場帰りなんて怪しげな奴やつが収まってれば腹も立つよね。うんうん、わかるわかる」

「…………」

　俺、みなもにそんなに恨うらまれてるのか……？

「いえ、そんなのは……間違ってました。私は全部間違っていました。ＦＥＡＬｓフイールズを今まできちんと見ていなかったのは、もしも星せい歌か台だいガールズを継げるようなグループだったら、自分の思いを抑えられなくなるから」

「…………」

　なるほどな、ＦＥＡＬｓの舞台を観みたいって言い出したとき、まだなにか隠してるようにも思えたが、そういうことか。

　観てしまったら、ＦＥＡＬｓに参加したいと言い出しそうだったからか。

「間違いばかりでした。桜さくら木ぎ陸りくさんに八つ当たりしたことも……自分の思いを押し殺したことも」

　速はや水み凛りん子こは、震える声で言って。

「ＦＥＡＬｓフイールズのステージを観て、もしかしたらと思えました。あなたたちとなら、私も憧あこがれたステージに上がれるかもしれないって……！」

　彼女は、ぎゅっと拳こぶしを握り締める。

「ＦＥＡＬｓは、大きな可能性を持ってる……と思います。ほんの短い間にびっくりするくらい成長して、さらに伸びていこうとしてる。可能性……そうです、星歌台から生まれた星歌台ガールズの後継者になれる可能性です」

「可能性、か……」

　俺が繰り返すと、速水凛子は頷うなずいた。

「私はたくさんのアイドルを知ってます。実は、神奈川だけじゃなくて全国各地のエンパ出場校を毎年綿密にチェックしてました。今こ年としはＦＥＡＬｓを見ないために、抑えてましたけど……」

「…………」

　速水凛子は、やっぱり重度のアイドルマニアでもあるんだな……。

「そんな私でも、これほど短期間で大きく成長したグループを他に知りません。ええ、十年前、突然現れて世間の話題をさらった星歌台ガールズ以外は。ＦＥＡＬｓの話を聞いていると、星歌台ガールズが彗すい星せいみたいに現れたときのことを思い出すんです」

「でも、待って、凛子」

　みなもが口を挟んでくる。

「それだけで、わたしたちが星歌台ガールズの後継者っていうのは……」

「ちゃんとした理由は説明できません。ただ、私は……昔、星歌台ガールズを見たときと同じものをあなたたちから感じたんです。まるで、ステージがキラキラ光ってるみたいで。星歌台ガールズにもＦＥＡＬｓにも同じ輝きが見えたんです」

　速水凛子は、少しずつ考えるようにしながら言った。

　彼女の中でも、まだ自分の感情が整理できていないようだ。

　しかし、みなもが振りまいているあの光の微粒子……。

　もしかして俺だけに見えてるのかもと思ってたが、誰にでも見えてるらしい。

　そして、あの輝きと同じものが星せい歌か台だいガールズのステージにもあったとは……。

「星歌台ガールズと同じ輝き。それを持つグループが瀬せ尾お河がわでも陽ひ那な美みヶが丘おかでもなく、星歌台に現れた。私には運命のように感じてしまいます。どんなに凄すごくても、あの輝きを持たないＳＯＧソーグは後継者だって思えなくて……！」

　速はや水み凛りん子こは声を震わせながら言う。

「きっと、私の予感は正しかったんです。ＦＥＡＬｓフイールズのステージを観みてしまったから。可能性を知ってしまったから、もう自分を止められません……！」

　速水凛子は、さらに続けて言うと──

　勢いよく頭を下げる。

「……星歌台学園高等部一年、速水凛子です。生徒会長で──育成科に所属してます。勝手なお願いだってこともわかってますけど……」

　速水凛子は、顔を上げてＦＥＡＬｓメンバー、それに俺へと視線を移していく。

「私をＦＥＡＬｓに入れてください！　星歌台ガールズの後継者になれる可能性を現実のものにしたいんです！　そのためのお手伝いを私にさせてください！　星歌台のアイドルとして、星歌台ガールズの魂を継ぐグループとして、ＳＯＧに勝ちたいんです！」

　一息に言って──速水凛子は、再び頭を下げた。













　そのままの姿勢で、動かなくなる。

　またもや、誰もなにも言えなかった。

　全員がただ黙って、頭を下げたままの速はや水み凛りん子こを見つめていた──







「いちばーん！」

　右手を高く掲げ、みなもが校門に飛び込んでくる。

　まだ時刻は朝の七時前。

　登校してくる生徒はほとんどいないので、校門前も静かなものだ。

　俺はみなもにタオルと、スポーツドリンクのペットボトルを渡す。

「ありがと、コーチ」

「ちゃんと汗を拭ふいておけよ。おっ、来た」

「はあっ、はあっ……くうっ、もうちょっとだったのに！」

　続けて校内に入ってきたのは、詩しい歌かだった。

　既すでに校門のそばに座り込んでいたみなものそばで立ち止まる。

「わたしはコーチの一番弟子だもん。まだまだ、体力勝負じゃ負けないよ！」

「ただでさえ化け物だったのに……桜さくら木ぎさん、いらんことを……！」

　詩歌に恨うらみがましい目で見られてしまう。

　いや、そんなことで文句を言われても……。

「いつものことだけど、無駄に速いわね、中二コンビは」

「元気なのはいいことですー。でもしーちゃんは走りすぎてぷにぷにが失われないように要注意ですねー！」

「失われてほしい……」

　今度は、舞ま衣いとアリスの二人が校内に入ってきた。

　アリスの戯ざれ言ごとに、みなもの隣に座り込んでいた詩歌が微妙な顔をする。

　マラソンをやらせると、だいたいいつもこの順番だ。

　舞衣とアリスは本来はもっと速いのだろうが、ゆっくりペースで走っている。

　このあとの訓練を考えて、スタミナの配分を調整しているようだ。

「おっ、これは……どうなるかな？」

　みなもが校門から外を覗のぞき込こむようにしている。

　俺も道路に出て、こちらへ走ってくる二人を見つけた。

「はぁっ、はぁっ、あんっ、もう……ダメ……これ以上、無理……」

「頑張ってください、カナ先輩。あと少しですよ！」

　やたらと胸が大きい女子高生二人が、併走していた。

　薄いＴシャツの胸元が大きく盛り上がり、ゆさゆさと派手に揺れている。

　これは──今後のことをちょっと考えなきゃいけないな。

　今は朝早いからまだいいが、通行人の多い時間帯にあの二人が外を走ってると、周りを刺激しすぎるかも。

「ＷＯＷ……これはもうたまらんです、今日きようはご飯が美お味いしく食べられそうですー……」

　アリスが静かなのが逆に怖い……。

　わけわからんこと言ってるし、スマホで撮影してるし。

　こういうのが外で湧わかないように注意しないと……。

「ゴールっ……私、やり遂げたわ……！」

「いえ、まだ最初のランニングが終わったところですよ」

　同時に、カナと速はや水み凛りん子こが校門に入ってくる。

「も、もうっ……凛子ちゃん、夢も希望もないこと言わない、で……」

「私たちは夢と希望を与える側ですよ」

　きっぱりと速水凛子に言われ、カナはその場にばったりと倒れる。

　荒く呼吸をするたびに、胸が小さく揺れている。

「桜さくら木ぎ先生、全員のランニング、終了しました」

「……先生？」

　速水凛子は俺の前に立つと、まるで新兵のようにかしこまって報告してきた。

　汗でＴシャツが肌にはりつき、凶悪なサイズの胸の形があらわになっている。

　カナも凄すごいが、速水凛子はそれ以上だな……。

「教えていただくんですから、先生です。なにかおかしいですか？」

「おかしくはないが……あー、じゃあ俺も凛子、でいいか？」

「私だけ苗みよう字じだと逆におかしいでしょう。問題ありません」

「……そうか」

　凛子の口調は、まだ少々硬い。

　俺へのわだかまりが捨てきれないからか、それとも後ろめたいのか。

　まあ、どちらでもいい。

　そのあたりは、たぶん時間が解決するだろう。

「それに私はＦＥＡＬｓフイールズでは一番後輩です。好きに呼んでくださってかまいません」

　態度が硬いのは、他のメンバーに対してもだ。

　結局、誰一人として凛子の加入に反対はしなかった。

　まだわからないことも多いが、反対する理由は誰も見つけられなかったらしい。

　凛子が口添えしてくれたおかげで、俺の校内への立ち入りも正式に許可が出たしな。

「ふーん……」

「な、なんですか、みなもさん？」

　みなもが、じろじろと凛子を頭からつま先まで眺め回している。

「うちの名物の五キロマラソン、坂道ダッシュ付きによくついてきたね」

「い、一応鍛えてますから」

　凛りん子こが、みなもの無遠慮な視線に怯ひるんでいる。

「練習はしてたんだっけ。でも、うーん……」

　みなもがなにを不審がっているのか、俺にもわかる。

　まだ、大きな疑問が一つ解消されていない。

　飛鳥あすか先生との関係、だ──

　他にも謎なぞはあるが、そこが明らかになればすべてが解ける気がする。

「でも、まだ桜さくら木ぎ先生の訓練についていけるか自信はありません。頑張ります！」

「あ、ああ……」

　本人はやる気はあるようだから、言いたくないことをつつく必要もないか。

　みなもや舞ま衣いのときと違って、謎を解かないと参加してくれないわけじゃない。

　ヤブヘビも避けたいしな……。

「そうですねー、たくさん頑張って、たくさんおっぱい揺らしてほしいですー！」

「そんなところは頑張りません！」

　……特にアリスとは打ち解けてるようだ。

　打ち解けている、ということにしておこう。

　もうエンジェルパーティ県予選も後半戦だ。

　今は、徹底的に訓練、訓練しかない。

「よし、じゃあ次行くぞ！　カナも立て！　腕立て五〇、腹筋一〇〇！」

　不満の声が上がるが、これは聞かなかったことにする。

　やれるだけのことをやっておかないとな──







　朝練が終わってからは、ホワイト・ディアに出勤。

　学園での訓練が可能になったといっても、俺の立場はホワイト・ディアのアルバイトだ。

　ゆずの仕事も途中で投げ出すわけにはいかない。

「おはようございます」

「あ、おはようございます、お兄さん」

「おはよう、桜木君」

　事務所に入ると、応接セットにゆずと鹿しか野の社長の姿があった。

「ごめんなさい、お兄さん。朝練に参加できなくて……」

「仕事があるからな。疲れてちゃ話にならないだろう」

　今日きようは、午前中から収録が入ってる。

　こういう場合は、訓練には参加しないように事務所からお達しが出ているわけだ。

　そもそも、ゆずはＦＥＡＬｓフイールズの訓練への参加は必ひつ須すじゃないし、申し訳なさそうにする必要もないのだが。

「ああ、桜木君、先方から連絡があって、今日の収録は一時間押しになるって」

「了解しました」

　午後からゆずも授業に出られるかと思ったが、難しそうか。

　一応、学校には連絡を入れておいて──いや。

「ちょうどいいか……」

「お兄さん？」

　ゆずが、きょとんとした顔を向けてくる。

「社長、ちょっとお話をよろしいでしょうか？」

「星せい歌か台だいのコーチに戻りたい、という話ですか？」

　社長がにこやかに切り返してきた。

「……すみません。そうしたいのですが、簡単にはいかないようです」

　俺は事情の説明を始める。

　コーチをクビになったことは、学園長の決定だ。

　きちんとした理由があっての解雇だから、覆くつがえすにもそれなりの理由が必要になる。

「可能だとしても、おそらく県予選決勝のあとになるんじゃないかと」

「決勝は七月でしたね。となると、もうしばらく時間がかかるんですか」

「そうらしいです」

　今、飛鳥あすか先生と速はや水み凛りん子こがいろいろ根回しをしてくれている。

　ただ、飛鳥先生はこれから期末試験も控えている時期なので忙しいようだ。

　あの先生には訊ききたいことが山ほどあるが、答えてもらえない理由がそれだ。

　俺の復帰もかかっているので、無む茶ちやも言えない。

「では、それまではうちで働いてもらいましょう。正直、星歌台が副業がＯＫならこのままバイトを続けてほしいくらいです」

「社長には恩があります。できる限りのことはやらせてもらいます」

「本当に助かります。海外とのやり取りは、君がいないとどうにもなりませんからね」

　社長は、うんうんと頷うなずいてる。

「いえ、助けていただいたのはこちらのほうで──それで、さらに厚かましいんですが、お訊きしたいことが」

「はい？」

「ホワイト・ディアは星歌台ガールズにも関かかわっていたんですよね？」

「ええ、たいしたことはできませんでしたけどね。地元ＴＶ局との仲介や、ネット進出の相談に乗った程度で。あとは、楽曲収録のスタジオ手配なんかもやったかな」

「それなら……ご存じではないでしょうか？　朝あさ霞かさん、という作曲家のことを」

「…………」

　社長は、大きく目を見開いた。

　ゆずはなんのことだろう、と首を傾かしげている。

「あ、朝霞先生のことですか……。ううーん……ああ、そうか……ＦＥＡＬｓフイールズには朝霞って子がいましたね。あの子、朝あさ霞か先生の娘さんですか？」

「はい。朝霞カナミは、母親を捜してるんです」

「……そうですか、桜さくら木ぎ君も朝霞先生の失しつ踪そうのことは聞いてるわけですね……」

　社長は、だらだらと汗をかいている。

　思い当たることはあるが、口に出すのははばかられる──そんな感じだ。

「申し訳ないんですが、私からは……その、言えないんですよ。朝霞先生には恩もあって、彼女の意向に逆らうわけには……」

「……そうですか」

　なんだろう、社長は明らかに恐れている。

　カナの母親は、なにか問題でもある人物なのか？

　いや、あるとき突然家族を置いて失踪している時点で普通じゃないが。

「一つだけ言いますと、朝霞先生の居場所については本当に知りません。それは聞いていないんです」

「……わかりました」

　ああ、本当に社長には頭が上がらないな。

　今の社長の発言から、二つのことが推測できる。

　少なくとも、カナの母親は──生きている。

　そして、社長と連絡をつけることもできる状態、ということだ。

　それは聞いていない、ということは他に聞いていることがあるという意味だろう。

「お嬢さんが……可哀かわい想そうですからね」

「はい……」

　今のは、俺が聞いた話をカナに伝えてもいい、という意味か。

　そうだと思うことにしておこう。

　ただ……カナがどう反応するか読めないから、伝えるのは県予選のあとだな。

「ふー、久しぶりに汗をかきました。だらだら生きてきた罰ばちでも当たりましたかね」

「本当にすみません」

　俺は、ぺこりと頭を下げる。

　知っていればもうけもの、程度のつもりで質問したのだが、社長に予想外のダメージを与えてしまったらしい。

「いえ、いいですよ。お話はそれだけでしょうか？」

「申し訳ないのですが、あともう一つ」

　俺はそう言って、ちらりとゆずのほうを見た。

　ゆずの周りには、まだクエスチョンマークが飛び交っている。

　彼女はカナの母親の話は聞いていないだろうからな。

　その上、叔お母ばがこんなに慌ててることにも驚いただろうし。

　たぶん、ここからはもっと驚くことになるだろうが。

「社長……」

　俺は床に正座して、両手をつき、深々と頭を下げる。

「え？　ちょ、ちょっと、桜さくら木ぎ君？　なにしてるの？」

「おっ、お兄さん!?」

　社長とゆずが慌てふためいている声が聞こえてくる。

　こんなことをすれば、人のいい二人は混乱するに決まってる。

　それがわかっていても、俺にできることはこれだけだった。

「お願いがあります！」

「は、話は聞くから頭を上げてくれないかな！　いや本当になにしてるの!?」

「社長！」

　俺は、床に正座したまま顔を上げた。

「ゆずさんを……俺にください！」

「ふえぇぇぇ!?」

　ゆずが跳び上がるようにして、ソファから立ち上がった。

　そのまま、事務所の壁まであとずさりする。

「お、おおおおおおおおおおおおお、お兄さん……なに言って……!?」

　予想どおり、ゆずは大混乱しているようだ。

　社長のほうは──

「…………」

　口を大きく開けたまま、身動き一つしない。

　混乱しすぎて言葉も出てこないようだ。

　恩人にとんでもないことを言っているのは、承知の上だ。

　だが、これはどうしても必要なこと。

　俺には──ゆずがどうしても必要なんだ！







　そして、その日の放課後──

　いつもの中庭に、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーの姿があった。

「今日きようからお世話になる……美み月つきゆずです。あらためて……よろしくお願いします！」

「…………っ！」

　毎度おなじみの怪音波が響き、その場にいた全員が反射的に両耳を押さえる。

「び、びっくりした。ゆず、ホントにもの凄すごい声出すよね……」

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい」

　ゆずが、みなもに何度もぺこぺこと頭を下げる。

「……で、またいきなりだけど、これはどういうことなの、軍曹？」

　舞ま衣いが、じとっと半目で俺を睨にらんでくる。

「どうもこうも、言ったとおりだ。今日きようから、ゆずもＦＥＡＬｓフイールズメンバーとして加わることになった」

「大歓迎ですー！　ワタシは常々、ちびっ子成分がしーちゃんだけでは足りないと思っていましたー」

「そんなもの満たしたくないっ！」

　はしゃぐアリスに、詩しい歌かが鋭くツッコミを入れる。

「幼女からちびっ子にレベルアップしました……！」

　そして当の本人は妙なことで喜んでいる。

「ちょっと待って、桜さくら木ぎ君。ゆずちゃんって──」

「ああ、カナ。この子も育成科の生徒で──七人いた最後の一人だ」

「だ、黙っていてすみません……」

　ゆずはさっきの喜びもどこへやら、またぺこぺこと頭を下げる。

「ゆずちゃん、もしかして凛りん子こちゃんが育成科の生徒だって気づいたのは……？」

　カナが軽く屈かがみ、ゆずと視線を合わせて言う。

「自分も含めて、育成科の生徒が七人いることは知ってたので……だから、あと一人だっていうことも知ってて……」

「それが凛子じゃないかと思ったわけか。いいカンだったな」

　お堅い生徒会長が育成科に登録してる、なんてなかなか思いつかないはずだ。

「でも、待ってください。育成科は初等部でも登録はできますが、デビューは禁止のはずです。ゆずさんがＦＥＡＬｓに加わってもこの場合……」

　凛子が、困ったように言う。

　さすが生徒会長、真っ先に規則のことに気づいたか。

「そこは飛鳥あすか先生にも確認を取った。育成科は〝原則として〟初等部生徒のデビューは禁止だが、条件次第で許可されるそうだ」

「ゆずさんに、特別ななにかが……？」

　凛子は、じいっとゆずの顔を見つめる。

「ゆずはもう芸能事務所に所属してるからな。それに、もしかすると育成科の活動はこれが最後になるかもしれないんだ。だから、やりたい者にはやらせてくれるらしい」

「そう、なんですか……」

　俺の説明にも、速はや水み凛子は納得しきれていない顔だ。

　多少、強引だから納得できないのも無理ない。

「お、お兄さん……」

「ということだよな、ゆず」

　俺は、ゆずに頷うなずいてみせる。

　ゆずは、ＦＥＡＬｓメンバーに本当のことを説明できないのが心苦しいらしい。

　実際のところは──ゆずは、既すでに本格的なタレント活動を始めているからだ。

　飛鳥あすか先生が上司にゆずのデビューの許可をもらいにいったところ──

　上司の反応は「なにを今さら？」というものだったそうだ。

　そりゃそうだよな、学園をしょっちゅう公欠するくらい仕事をしてるんだ。

　普段のゆずは、金銭が発生する仕事をしている。

　それに比べれば、部活に近いアイドル活動を始める程度、なんでもないだろう。

　言ってしまえば、ゆずはとっくに〝原則〟から外れていたわけだ。

　ただ、海み咲さきゆらの話はＦＥＡＬｓフイールズメンバーにも明かせない。

　海咲ゆらのプロジェクトとＦＥＡＬｓは別問題だからだ。

　普段のゆずの声と、海咲ゆらの声は微妙に違う。

　ゆずは歌うときも、声色を変えているから、まず気づかれることはないだろう。

「できるだけ、ゆずにはＦＥＡＬｓの活動を優先してもらうが、たまに事務所の用件で出かけることもある。そこは、みんなにも知っておいてもらいたい」

「いいんじゃない？　元から、ゆずにはあまり無む茶ちやもさせられないしね」

　真っ先にそう言ったのは、みなもだった。

　口の悪い彼女だが、意外とゆずには甘いようだ。

　もっとも、ゆずに甘いのは──みなもだけじゃない。

『ゆずちゃんをくれなんて言うから、正直心臓が止まりそうになりましたよ』

　と、鹿しか野の社長は俺の土下座を受けてそう言って。

　どうやら、俺の言い回しには問題があったらしい。

　それはともかく──

『私としては基本的にゆずちゃんの意志が最優先ですからね。それに、海咲ゆらの仕事も増えすぎてます。仕事を断る口実としてはちょうどいいでしょう』

　という理由で、社長は割とあっさりとＦＥＡＬｓ加入を認めてくれた。

　結局、みんな甘い──いや、優しい。

　俺なんかはその優しさにどっぷり甘えてしまっている。

　ゆずは普通にＦＥＡＬｓになじんでいて、そこにいるのがもう当たり前になっていて。

　彼女に正式にメンバーに加わってほしい、というのは俺の勝手な願いだったが──

　それを受け入れてくれた社長にも──もちろんゆず本人にも感謝しかない。

「私もいいと思うわ。ゆずちゃんの声があれば、ＦＥＡＬｓの歌にも幅が出るわね」

「あたしももちろんいいよ。あたしより背の低い子、待ってた！」

　カナに続いて、詩しい歌かが頷うなずく。

「ワタシは言うまでもないですー！」

「いいんじゃない？　小柄なゆずがぴょこぴょこ踊るダンス……いいわね……」

　アリスと舞ま衣いも反対しないようだ。

　最初からこの二人は、ゆずが気に入ってたみたいだしな。

「凛りん子こは？」

　俺が訊きくと、凛りん子こはこくりと頷うなずいた。

「正式メンバーではなかったとはいえ、ゆずさんは私より前にＦＥＡＬｓフイールズと一緒に練習していたんです。私にとっては先輩ですから、呼び捨てにしてください」

「せ、先輩じゃないです……それは逆に困ります……」

　あうう、と泣きそうになりながら、ゆずが凛子に近づいていく。

「せめて同期ということに……あ、でも凛りんさんって呼んでいいですか？」

「もちろんです。よろしくお願いしますね」

　凛子がにっこり笑い、ゆずも笑みを浮かべる。

「でもさ、ゆずのほうはいいの？」

「ほえ？」

　みなもの質問に、ゆずが可愛かわいく首を傾かしげる。

「アイドルになること、だよ。それに、わかってるだろうけど、うちの訓練もの凄すごく厳しいからね。グループに入るならもうコーチも優しくないかもよ？」

「か、覚悟の上です！」

　ゆずは、きゅっと表情を引き締めて言う。

「ゆ……私も、アイドルにずっと憧あこがれてて……エンパのこととかいろいろ調べたり、育成科にも登録して……事務所でも歌とダンスをいっぱい習いました！」

　そうだよな、ゆずは最初から素人しろうとじゃなかったし、知識もあった。

　ＦＥＡＬｓへの憧れも、はっきり見せていた。

　俺がなかなか気づかなかっただけで、ゆずは最初からアイドルになりたいというサインを出していたのかもしれない。

「お姉さんたちと一緒に練習できて、この何日かは凄く楽しかったんです。けど、このままじゃ私は、お客さんのままですから。そんなの……嫌です！　ゆずも皆さんと一緒にアイドルやりたいんです！」

「……ゆず、もしかしてホントは自分のこと『ゆず』って呼んでる？」

「え？　あうっ……！」

　みなもの質問に一瞬戸惑ってから、ゆずは顔を真まっ赤かに染める。

「……子供みたいだからやめようと思ってるんですけど……昔からのクセで、つい」

「可愛いと思うけど。それに、私と同い年でも自分を名前で呼んでる子とかいるわよ？」

「ええっ、カナさん高二ですよね!?　高二にもなっていいんですか！」

「いえ、いいも悪いも……好きにしていいんじゃないかしら」

　カナが苦笑している。

　自分を名前で呼ぶのが子供っぽいというのはわかるけどな。

「あ、でも自分を『ゆず』って名前で呼ぶのがあざとく可愛くていいかも。そうだ、ゆずはステージに上がったときの一人称はそれでいこう」

「計算高いです!?」

「自分を演出するのもアイドルの仕事だよ！」

「こういうときだけ、いいこと言うんだよな、みなもは……」

　俺は呆あきれてしまう。

　半分くらい、面白がってるだけじゃないだろうか。

「お、お兄さぁん……」

　ゆずが、すがるような目を向けてくる。

「うーん、俺もゆずの好きにしていいと思うぞ」

「じゃあ、ステージの上ではそうします……」

「あ、ああ」

　計算高いとか言っておきながら、実行するのか。

　相変わらず、ゆずはよくわからない……。

「それと……」

　ゆずは、俺のそばに来てささやいてくる。

「メロボのお仕事は大好きです。これからも続けていきたいです……けど、やっぱり私も私を応援してくれる人の前に出て、歌ってみたくて……」

「そう……か」

　メロディック・ボイスはその性質上、〝中の人〟が前に出られない。

　海み咲さきゆらと美み月つきゆずは、あくまで別の存在だ。

　彼女はメロディック・ボイスの仕事も好きで、本気でやっていたのは確かだ。

　でも、ゆずのアイドルへの憧あこがれもまた本物だった。

　彼女の熱意は、詩しい歌かと一緒に踊っていた動画、それにＦＥＡＬｓフイールズより抑えた内容だったとはいえ、練習についてきていたことからもわかる。

　ゆずは、ファンの前で歌って踊りたかったんだろう。

　アイドルとして、憧れたＦＥＡＬｓと一緒に──

「だから私、ＦＥＡＬｓに誘ってもらえて本当に嬉うれしいんです」

　ゆずは、今度ははっきりした声でそう言って。

「今後とも、あらためてお願いします、お兄ちゃん」

「ああ……って、お兄ちゃん？」

「私、一人っ子で。頼れるお兄ちゃんがほしかったんです。アイドルになれて、お兄ちゃんも手に入ったので、一石二鳥ですね」

「そ、そうか……」

　手に入ったって……俺は、別にゆずのものじゃないんだけどな。

　前言を修正、ゆずはおそらく永遠に理解できない。

　いや、俺はＦＥＡＬｓのメンバーたちの誰一人、完全に理解できてないだろう。

　だからこそ、面白い。

　そういう子たちばかりだからこそ、ＦＥＡＬｓは──きっと上に行ける。

　これで育成科七人が全員揃そろった。

　最後に加入した二人も──すぐにＦＥＡＬｓフイールズになじめそうだな。

「みんな、聞いてくれ」

　練習に入る前に、言っておくべきことがあった。

「まだ正式なコーチじゃないが、あらためて言わせてくれ。これからもよろしく頼む」

　出戻ったことをあまり気にしすぎると、凛りん子こが気に病むかもしれない。

　そこは、多くを言わないほうがいいだろう。

「それで、これからのことだが──準々決勝と準決勝は同日に開催される。ここを勝てば、決勝だ」

　ＦＥＡＬｓ全員の顔を見回す。

　全員が表情を引き締め、小さく頷うなずいた。

　緊張や不安はあるだろうが、みんな戦うことを決めている。

「みんな、怖いか？」

「……怖くないって言ったら嘘うそになるね」

　メンバーを代表して、みなもが答えた。

「そうだ、それでいい。怖いのは当然だ」

　俺は、再び全員の顔を見回してから頷いてみせる。

「戦場じゃ、どんな古参の兵士でも戦うのは怖い。撃ち合いが始まったら、穴を掘って隠れたい、とみんなが思ってた……らしい」

　実戦に参加してなくても、傭よう兵へい部隊の連中から兵士の心情は充分に聞かされてる。

「みんなもこれから、とんでもない奴やつらを相手に戦うんだからな。怖くないなんて言われたら、どうしようかと思った」

　戦いで恐怖を感じない人間はいない──が。

「大切なのは──その恐怖を乗り越えることだ。勝ちたいという気持ちを奮い立たせることだ。それに、みんなはアイドルだ。ファンを楽しませて、自分も楽しんでほしい」

「おー、コーチも言うようになったね！」

「ああ、言わせてもらうぞ。門前の小僧もいいところだがな」

　コーチが自信を持てなくては、教え子も不安に負けてしまう。

　本心がどうあれ、俺が怯ひるんでるところを見せられない。

「あと三回。三回のステージで、全国に進めるかが決まる。もちろん、そこは途中経過でしかない。俺たちの目標は全国制覇なんだからな」

「わたしはさ、コーチ」

「うん？」

　またみなもが口を挟んできた。

「勝って勝って勝ち続けて、ＦＥＡＬｓのパフォーマンスを一人でも多くの人に見せたい。先に進むたびに、お客さんが増えていってるんだもん。もっともっと楽しみたい、楽しんでもらいたい！」

　みなもの言葉に、全員が頷うなずいた。

　七人揃そろったＦＥＡＬｓフイールズは、既すでに心も同じにしている。

「それがわかってるなら──俺からこれ以上言うことはないな」

　みんなに向かって、笑いかけてから。

「それじゃ、とりあえず県予選を勝ち抜くための、最後の作戦を立てるとするか」

「了解！」

　全員が声を揃えて答えた。

　戦力が整い、決戦までの道筋も見えた。

　あとは──ゴールにたどり着くため、勝ち抜くための戦略と戦術が必要だ。

　不出来なコーチではあるが、アイドルたちがステージに集中できるように、できるだけのことはしてやらないとな。







　まだコーチに正式に復帰していないため、校内での俺の行動には制限がつく。

　本館の宿直室での寝泊まりは禁止で、今でも事務所の倉庫で暮らしている。

　ここしばらく、みなもをつけ回していたストーカーたちもおとなしいから、夜中の警備も必要ないが。

「ふうっ……」

　本館の三階までの廊下を一通り掃除して、俺は一息ついた。

　今は中途半端な立場なので、以前のように飛鳥あすか先生からの課題が出てるわけでもない。

　やることがないので、本館の清掃を申し出たのだ。

　三階建ての本館はそこそこ広いので、掃除のし甲が斐いがある。

　放課後まではまだ時間がある。じっくり隅々まで──

「にゃーん」

「おっ、アニー」

　廊下を、真っ白な猫が歩いてくる。

　三階は寮になっていて、みなもと舞ま衣いが暮らしている。

　白猫はアニーという名前で、舞衣の飼い猫だ。

「おー、相変わらず人なつっこいな」

　アニーは俺の足下に頬ほおずりしている。

　舞衣にはまったくなつかないらしいが、むしろ飼い主以外の誰にでもなつくという猫だ。

「ん？」

　と思ったら、すたすたと歩いて行ってしまう。

　すぐそばのドアを身体からだをぶつけるようにして開け、室内に入っていく。

「ドアも開けられるのか……というか、みなもの部へ屋やじゃないか」

　あいつ、部へ屋やの鍵もかけてないのか。

　アイドルというより、中二女子の自覚がないな……。

「アニー!?」

　なにを思ったか、アニーが室内を走り回っている。

　普段、あまり動かない猫なのに、たまにアグレッシブになるんだよな。

「あっ！」

　ガラガラ、と派手な音を立てて床に積まれていたゲームのケースが崩れてしまう。

「やっちゃったな。まったく……」

　とりあえず、アニーを部屋の外に出そうと、室内に入ると──

「うう～ん、なによもう。騒がしいわね……」

「すみません、お休み中に──って、なにしてるんですか!?」

「あら、りっくん？」

　ベッドの上で身体からだを起こしたのは、飛鳥あすか先生だった。

　いつものスーツ姿ではなく、短めのタンクトップを着ている。

　大人の女性らしい、丸みを帯びたボディラインがあらわになっていて──

「こらこら、いくらコーチでも勝手に教え子の部屋に入っちゃダメよ」

「教師が入るのもダメでしょう！」

「そういう説もあるわね」

　飛鳥先生は、乱れていた髪を撫なでつける。

「このところ、ずっと忙しくて。もう限界だったのよ。保健室で寝てると怒られるし」

「だからって、わざわざみなもの部屋で寝なくても……」

「あー、暑いわね。冷たいビールが飲みたいわ……」

「…………っ」

　飛鳥先生が、タンクトップの胸元をつまんで、ぱたぱたと風を入れている。

　ただでさえあらわになっていた谷間が余計に──！

　俺は、慌てて飛鳥先生に背中を向ける。

「おっと、失礼。でも、アイドル相手じゃないんだから、そこまで気にしなくても」

「……先生もアイドルじゃなくても、慎みを持ったほうがいいかと」

「あはは、もう慎み深い生き方には飽きたのよ」

「じゃあ、先生は前は──」

　と言いかけて、ふと気づいた。

　ドアの横に星せい歌か台だいガールズのポスターが貼はられている。

　スターメイトにあったのと同じものだ。

　これまでにも、みなもを叩たたき起おこしにきたときに何度も見ているが──

「あ…………!?」

　七人のメンバーの中央にいる、えらく可愛かわいい女の子。

　黒髪を長く伸ばし、ばっちりポーズを決めている。

　その女の子の顔が──

「あら、やっと気づいた？」

「…………っ！」

　俺は、また慌てて振り向いた。

　飛鳥あすか先生は、ブラウスに袖そでを通しているところだった。

「まあ、髪切ったし染めてるし、ついでにその頃から身長も十センチ以上伸びたのよね。いやー、焦ったもんよ。ひょっとしたらこのまま伸び続けるんじゃないかって」

「…………」

　飛鳥先生は長身というほどではないが、確かに女性にしては背が高いほうだ。

　それに比べて、星せい歌か台だいガールズのセンターは小柄と言っていいだろう。

「胸もＢカップからＥまで急成長したからね。しょっちゅう、友達に胸が大きくなる秘ひ訣けつを訊きかれたわ」

「じゃ、じゃあ……飛鳥先生、あなたが……」

　飛鳥先生は、ブラウスのボタンを留とめて、ベッドから立ち上がった。

「星歌台ガールズは芸名を使ってたのよ。お嬢様揃ぞろいだったからね。本名を明かすと不都合もあるかもって。私は、〝あーちゃん〟って名乗ってたわ。ふふ、自分で言うと照れるわね」

「飛鳥先生、星歌台ガールズのメンバー……いや、センターだったんですか！」

「今さらね。そのポスターを見てすぐに気づいてもおかしくはないでしょ」

「そ、そうですけど……」

　たぶん、今まで気づかなかったのは──飛鳥先生が今言ったとおり、彼女の外見が変化しているからというのもあるだろう。

　髪型や身長の変化がなくても、十年経たっているわけだし。

　それに──正直、俺は星歌台ガールズにたいして興味がなかった。

　始まりのアイドル、という以上の情報も持っていなかった。

　とはいえ……確かに、今さらすぎる。

「変なところで鈍いのね、りっくん。そこで盗み聞きしてる人にも気づいてないみたいだしね」

「は？」

　俺が間抜けな声を出したのと同時に。

　開いたままのドアの向こうから、ぴょんと一人の女の子が飛びだしてきた。

「みなも……おまえ、なにしてんだ？」

「あ、あはは……忘れ物を取りに来たんだけど、コーチと女教師の昼下がりの情事かと思って……」

　バカを言いつつ、みなもが笑いながら室内に入ってくる。

「悪いわね、水み無な瀬せさん。ベッド、使わせてもらってるわ」

「そ、それはいいけど……明あ日す奈なちゃん、今の話はマジなの!?　ホントに元星せい歌か台だいガールズなの!?」

　みなもも珍しくだいぶ動揺しているようだ。

　始まりのアイドル、星歌台ガールズのセンターがこんな近くにいたんだから当然だが。

「星歌台ガールズのメンバーだったなら、なんで先生がコーチしなかったんですか！」

　正直、俺も驚きを隠せないし……訊ききたいことはいくらでもある。

「ふー、暑い暑い。窓を開けましょう」

　飛鳥あすか先生は俺の質問をスルーして、窓を開け放つ。

「ここね、私の部屋だったのよ」

「先生の部へ屋や……？　寮に住んでたんですか」

「このベッドも、私が選んで買ったの。実はけっこういいものなのよ」

「えっ？　そ、そうだったんだ……寝ね心ごこ地ちは凄すごくいいけど。毎朝起こすコーチとか舞ま衣いとかが憎たらしく思えるくらい」

「……憎まれてたのか。というか俺がいない間、舞衣に起こされてたのか」

　本当にみなもは朝が弱すぎる。

「ふふ、安眠できるならよかったわ。私もこのベッドはお気に入りだったの。たまに……ここがなつかしくなるのよね」

「それで、ここで寝てたんですか……？」

「いつもじゃないわよ。年に十回くらい」

「ほとんど月イチのペースじゃないですか」

　なにをしてるんだ、この先生は。

「寝るなら、シーツの洗濯とお布団ふとん干すのは明日奈ちゃんにお願いしていいのかな」

「こら、隙すきを見て人に面倒を押しつけるな」

　人のベッドで寝る飛鳥先生もたいがいだが、みなもも相当だな……。

　というか、みなもはもう落ち着いてきたらしい。

「……って、だから違う。ベッドのことはどうでもよくて」

　飛鳥先生がこの寮で暮らしてたっていうのには、それなりに驚いたが。

　今は、そんなことより聞きたい話がある。

「飛鳥先生が星歌台の育成科の面倒を見てくれたら……」

「私は十年前のアイドルよ。もう今は、なにもかもが違う。これといって教えられることはないわよ」

「俺よりはマシでしょう」

「いいえ、生徒はみんな可愛かわいいもの。りっくんみたいに、『死んだらまあ、それはそれでしゃーないか……』みたいにビシバシいけないわよ」

「そこまでスパルタじゃありません！」

「うーん、まあ命の危機を感じたことは二度三度くらいは」

「そんなわけないだろう！　きちんと死なないレベルで鍛えてる！」

「いや、それ全然手加減してないから」

　みなもに、じろりと睨にらまれてしまう。

「あはは、冗談よ。でも、教えたことだってあるのよ？　こっそりと、だったけど」

「凛りん子こですか……」

　ようやく、はっきりしたな。

　飛鳥あすか先生と凛子は、密ひそかに師弟関係を結んでいたというわけか。

「ええ、意外と生徒たちには私の正体、気づかれなかったんだけどね。気づかれそうになっても適当にごまかしてたし」

「たぶん、他のメンバーも気づいてないね。カナなんかは星せい歌か台だいガールズをリアルタイムで普通に見てたと思うけど……」

「だろうな」

　カナが気づいていれば、俺たちに話していただろうしな。

「でも、凛子は一目で気づいた。あの子、星歌台ガールズの大ファンだから」

「ああ、そうなんでしょうね」

　小こ泉いずみはずみが星歌台ガールズの後を継ぐ、と宣言したときの凛子の反応は普通じゃなかった。

　星歌台ガールズを女神様扱いしてたしな……。

「凛子が中等部に上がってすぐくらいかしら。あの子、私の正体に気づいたらすぐにコーチを頼んできたのよ。私は人に教えるつもりはなかったんだけど、凛子があんまり熱心だから、ついね」

「ふーん、凛子って前からそんなに熱かったんだ。わたし、お堅い生徒会長としか思ってなかったなあ」

　みなもは、唸うなりながら意外そうな顔をする。

　まあ、普段の凛子を見てると情熱的なタイプとは思えないな。

「あの子はなんにでも熱心なのよ。それに、凛子は素材としても面白そうだったしね」

「それは……わかるかな」

　みなもは、今度は納得したようだ。

　あの凛子の異常なくらいの存在感──

　見た目もいいし、生き真面目まじめだから練習も嫌がらない。

　確かに鍛え甲が斐いのある素材だっただろう。

「ただ、凛子は学業もおろそかにできなかったからね。練習時間はあまり取れなかったし、親に知られたくないっていうから、こっそり教えてたの」

「凛子が勉強や会長の仕事で忙しくなったから、秘密の訓練も終わったんですか？」

「そういうことね」

　飛鳥あすか先生は、ちょっと困ったように笑った。

　教え子との秘密の時間が終わったことを残念に思っているようだ。

「それに、私のコーチとしての限界も見えてたから。凛りん子こは……なんていうか、存在感とか色気とか凄すごいんだけど、歌やダンスはあまり伸ばしてあげられなかったわね。ま、名プレイヤーが名コーチとは限らないってこと」

「それでも、先生がいれば育成科はもっと……」

「どうかしらね。でも、私はずっと思ってたわ。育成科をよみがえらせるには、常識からかけ離れた、ブレイクスルーを起こせる人が必要なんだって」

　飛鳥先生は、俺の目をまっすぐに見つめてくる。

　俺をコーチに選ぶなんて、どうかしてると思っていたが……。

「それに……あなたを採用した理由は前にも話したわね。青春を突っ走ってほしかったのよ。ＦＥＡＬｓフイールズも、りっくんもね」

「先生……」

　飛鳥先生にも、きちんとした考えがあったんだな……。

　みなもも、少し意外そうな顔をしている。

「私はもうアイドルから離れてしまった人間よ。これから始める人たちに頑張ってほしかったの。星せい歌か台だいガールズとＦＥＡＬｓは別のグループなんだからね。あなたたちがどう成長するか、自分で考えて自分たちのやりたいようにやってほしいのよ」

「やりたいようにやるのは得意だよ！」

「……だよな」

　と、呆あきれそうになったが、実際そのとおりだ。

　みなもは、よくも悪くもやりたいようにやっている。

　俺だって、アイドルの育て方なんて未いまだに知らない。

　だから、自分が知っているやり方でＦＥＡＬｓを鍛えている。

「ま、水み無な瀬せさんはそれでいいと思うわよ。凛子は……なんとかしてあげたかったけど。まさか、りっくんをクビにしちゃうとは思わなかったわ」

　また、飛鳥先生は苦笑を浮かべる。

「でも、凛子ももう一度戻って来た。水無瀬さんも、星ほし宮みやさんも。朝あさ霞かさん、宮く藤どうさん、鳴なる森もりさん……美み月つきさんも加わって、りっくんは育成科の全員を揃そろえちゃったわね。たぶん、あなた以外にはできなかったわ」

「コーチというか、本当にスカウトマンみたいですけどね」

「なんだっていいのよ。育成科を再生させたのは、りっくん。胸を張っていいわ」

　飛鳥先生は、今度は笑みを浮かべて俺のところまで歩いてきた。

「これからもよろしくね、コーチ。私も……育成科には終わってほしくないの」

「はい！」

「いいお返事ね」

　飛鳥あすか先生が、ぽんと俺の胸を叩たたいた。

「あ、そうだ。私の正体はナイショにしておいて。星せい歌か台だいガールズのあーちゃんは、あの頃の姿のままでみんなの心の中にいてほしいから」

「今の先生も……そう悪くないですよ」

「はい、今のは三十点。女性への褒め言葉はもうちょっと勉強しておきなさい」

「は、はい」

　割と本気っぽく怒られて、怯ひるんでしまう。

「へへー、コーチが怒られてる。ちょっと楽しい！」

「ほっとけ」

　軽口を叩いたみなもを、軽く睨にらみつける。

　だが実際、まだまだ学ぶべきことは多そうだ……。

　星歌台ガールズのセンターだった少女はもういない。

　だけど、俺たちを支えてくれる先生がいる。

　今の俺たちには、それで充分なんだ──









４章　星ノ向コウマデ！






「ありがとうございましたーっ！」

　みなもが高く掲げた手を振って、客席がわーっと沸いた。

　カナ、詩しい歌か、アリス、舞ま衣いも同じように手を振り、さらに客席から声が上がる。

　五人全員が汗だくになり、息も乱れているが、笑みを浮かべている。

　横浜市内某所にある、五百人の観客が収容可能なホール。

　そのステージ上で、ＦＥＡＬｓフイールズのパフォーマンスが終わったところだ。

　エンジェルパーティ神奈川県予選、準決勝──

　ＦＥＡＬｓはなんとか準々決勝を勝ち抜き、ベスト４。

　そして──

「うん、客の反応はまあまあだったな」

「ＦＥＡＬｓ、最高でした……」

「お姉さんたち、いつもと全然違います……まるで詐欺みたいです……」

　凛りん子ことゆずが、うっとりした目でステージを見上げている。

　ゆずの微妙に間違った褒め言葉はともかく。

　ここは、ステージの下にある関係者席だ。

　俺たちはコーチとサブメンバーとして、入らせてもらっている。

　凛りん子ことゆずに、ライブのノリを体験させておくのが目的だった。

　ただ、凛子はＳＯＧソーグだけでなく、アイドルのライブにはしょっちゅう参加していたらしいし。

　ゆずは〝仕事〟を何度も経験してるので、あまり必要はなかったかも。

　客席に手を振りながら、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーがステージを去っていく。

　今日きようはベスト８に残ったグループが二つのホールに分けられて、準々決勝、準決勝を戦った。

　ＦＥＡＬｓはこちらのホールでのトリだったので、あとは結果を待つのみだ。

　もう一つのホールにはＳＯＧがいて、もちろん彼女たちも準決勝に残っている。

　二つのホールでのステージは、ほぼ同時進行らしいので、あちらもそろそろ終わっているはず。

　結果は、エンジェルパーティ運営から間もなく出されることになっている。

　ＦＥＡＬｓは、努力と根性で今日まで鍛え上げてきて。

　見事にベスト４まで勝ち抜いた。

　どうか、彼女たちにこの先を見せてやってくれ。

　コーチには、ただ祈ることしかできない──







　準決勝を終え、ＦＥＡＬｓメンバーと俺は、星せい歌か台だい学園へと戻って来た。

　それから、全員で本館の屋上へと上がる。

　午後三時を回っているが、夏の太陽はまだまだ高い。

　そうだな、もう七月になってるんだよな……。

　ＦＥＡＬｓメンバーたちは、フェンスにもたれかかったり、床に座ったりと、思い思いの体勢を取っている。

　誰の口からも言葉が出てこない。

「……みんな」

　と、みなもが不意に口を開いた。

　みなもは屋上の中央に立ち、ぐっと両りよう拳こぶしを握り締める。

　そして、大きく息を吸い込んで──

「エンジェルパーティ県予選、決勝進出だーっ！」

「やっほーっ！」

　みなもの声に、ＦＥＡＬｓ全員が拳を掲げて応える。

　俺はぱちぱちと拍手を送り、教え子たちを讃たたえる。

　やっぱり──俺には、なんの言葉も出てこなかった。

　みなもたちの実力を疑ってたわけじゃないが、本当に勝てるとは。

　ホールのステージで、運営委員がＦＥＡＬｓフイールズの決勝進出を告げた瞬間は、息が止まる思いだった。

「勝ったんだ……な」

「そうだよ、コーチ！　ＦＥＡＬｓが神奈川県大会の決勝に出られるんだよ！」

　ばんばん、とみなもが俺の肩を叩たたいてくる。

　ホールからここまで、はしゃがないように抑えていたせいか、テンションがえらく高い。

　他の六人も、程度の差こそあっても同じような感じだ。

　普段クールな舞ま衣いや、堅物の凛りん子こまで大声を上げて騒いでいる。

「詩しい歌かちゃん、勝っちゃったわよ……いよいよ決勝よ……」

「あ、ああああ慌てるな、カナ。ま、まままままま、まだたかが予選の、決勝だ」

　どうも、この二人が一番動じてるな。

「ふわわ……今日きようは朝早かったから眠たいですね……」

「……ゆず」

　ゆずは既すでに落ち着いて、素すに戻ってる。

　最年少が一番冷静だな……。

　まあいい、みんなはしばらく騒がせておいてやろう。

　まだ決勝という最大の難関が残ってるが、今くらいははしゃいでもいいだろう。

「やったよー、詩歌！　今日の詩歌の歌、めっちゃ響いてたね！」

「ぎゃーっ！」

　感極まったみなもに抱きつかれ、詩歌が悲鳴を上げる。

　もちろん、嬉うれしい悲鳴だろう。

　さっそく鼻血を流してるしな。

「ゆずっちー！　今日くらいはいたずらしてもいいですよねー！」

「どんな日でもダメです、アリスちゃん！」

　素に戻っていたゆずも、アリスに抱きつかれ、ぶんぶんと振り回されている。

　いくらゆずが軽いといっても、よくあんなことできるな……。

「…………」

　ひとまず、俺は屋上の隅に移動してスマホを操作する。

　エンジェルパーティの公式サイトを開き、神奈川県予選の状況を確認しておく。

　既に公式サイトは更新されていて──

　決勝にはＦＥＡＬｓとＳＯＧソーグの名前がある。

「桜さくら木ぎ先生……」

「なんだ、凛子。みんなと騒がないのか？」

「私が喜んでいるのは、ファンとしてですから。ステージで頑張った皆さんとは違います」

「いつものことだが硬いな。それに、凛子が俺のサポートをしてくれたから、今まで以上に気合いが入った訓練ができたんだ」

　ＦＥＡＬｓフイールズの人数も増えたので、俺の目もなかなか全員に行き届かない。

　凛りん子こはみんなと同じ訓練を受けつつ、他のメンバーにも気を配ってくれている。

　おかげで、ビシバシ鍛えつつ、ケガ人や脱落者が出ないように注意もできる。

　準々、準決勝までの最後の仕上げがこれ以上ないくらい順調にいったのは、凛子の加入が大きい。

「いえ、私なんて……サポートといったらゆずさんのほうです。鬼のようなしごきで疲れた皆さんを癒いやしてましたから」

「特にアリスや舞ま衣いが、勝手に癒されてた気もするけどな……」

　ゆずだけじゃなくて、みに・ふぃーるずの二人がメンバーたちの精神安定剤になってたのは確かだ。

「こらこらー、リク、りんりん、二人でコソコソしてちゃダメですー！　そして、りんりん！」

「な、なんですか、アリス先輩」

　またアリスが……。

　ゆずは、今度は詩しい歌かと一緒にはしゃいでいる。

「準決勝を勝ったワタシにご褒ほう美びをくださいー！　はっきり言うと、そのおっぱいを心ゆくまで揉もませてくださいー！」

「きゃーっ！」

　アリスに抱きつかれて、凛子の悲鳴が上がる。

　一応、止めるべきだろうか……。

　屋上で騒いでるだけならともかく、こうも悲鳴が上がると、警備員が来そうだ。

「はー、ダメね。こういうテンションはついていけないわ」

「今度は舞衣か」

　凛子がアリスに連れ去られ、入れ替わるように舞衣が近づいてきた。

「知ってるでしょ、騒がしいのは苦手なの。それに私は、予選の決勝も二回目だしね」

「二回目でも嬉うれしいもんじゃないのか？」

「優勝したなら喜ぶわよ。でも、まだ気は抜けない。いえ、むしろ気を抜いちゃいけないところよ」

「……だろうな」

　俺は、またスマホの画面に目を落とす。

　そこに表示されている〝ＳＯＧソーグ〟の名前が頭から離れてくれない。

　あの小こ泉いずみはずみと、ＳＯＧと直接対決するんだよな……。

「決勝は三日後。できるだけの手は打ってきたけど、私たちはチャレンジャーなんだから。気を緩ゆるめるなんて論外だわ。でも……」

「ん？」

「こんな風に大騒ぎできるのが、よくも悪くもＦＥＡＬｓのカラーね。アイドルグループは仲いいところも多いけど、全国上位のグループはまた別よ。同じグループ内でも競争意識強いし、レギュラーメンバーを争ってギスギスしてるところもあるわね」

「まあ、うちは全員出すしかないけどな」

「決勝は、ね」

　舞ま衣いが不敵に笑う。

　そう、ＦＥＡＬｓフイールズがＳＯＧソーグに勝つための第一の手。

　それは、ゆずと凛りん子こを決勝戦で投入すること。

　ゆずの特別な声と、凛子の存在感と色気は強力な武器になる。

　あえてその二人を決勝まで温存する。

　決勝で新メンバーを出して、観客へのサプライズを狙ねらう。

　それが、作戦の一つだ。

「でかい賭かけだったけどな……」

「ゆずも凛子会長もＯＫしてくれたんだから、気にしなくていいんじゃない？」

「まあな……」

　ただ、ゆずと凛子を秘密兵器にしたのはいいが──

　負けていれば、二人はエンパのステージに上がれないまま、育成科が終わっていた。

　その可能性も決して低くなかっただけに、二人には申し訳ないことをしてしまった……。

「賭けには勝ったんだからいいのよ。軍曹、死ぬほど厳しいくせに変なところで気を遣うのよね。ダメダメ、どーんと構えていてくれないと」

「……そうだな」

　実際のところ、ゆずと凛子の衣装はアリスが急ピッチで作製しているが、まだ仕上げが間に合ってないという事情もある。

　三日後の決勝には間違いなく間に合う、ということだが。

　できればきっちり完成させた衣装でステージに上がってもらいたいしな。

「メンバーがみんな明るいのに、コーチだけ沈んでても困るわ。ねえ、軍曹」

「なんだ？」

　舞衣は、ふっと目を伏せて少し笑った。

「私ね、最近はステージで一人で踊ってる夢を見なくなったの」

「…………」

　舞衣は、そんな夢をずっと見ていたという。

　以前に彼女が所属していたピュア・ステージでは、舞衣は浮いてしまっていたのだ。

　そんな現実が、彼女にひどい悪夢を見せていた……。

「みんなが騒がしいからね、きっと。悪夢を見てる暇もないわ」

「これからは、いい夢を見られるようになるさ」

「そうね。余裕ができたら……私、姉さんの気持ちもわかるようになりたいわ」

「姉の……星ほし宮みや愛あ衣いの気持ち？」

「ええ、私を全国の決勝でメンバーから外したのは姉さん。けど、あの人も鉄でできてるわけじゃないわ。なにか思うところも……きっとあったはず」

「……ああ」

　俺は星ほし宮みや愛あ衣いを知らないが、小こ泉いずみはずみに聞いた話では、悪い人間ではないらしい。

「そんなこと私、前は考えもしなかった。姉さんだって、センターっていう重い責任を負って、決勝のステージに挑まなきゃいけなかったんだから。それだけでも大変なのに、私のせいで余計な苦労をさせちゃった」

「センターの重み、か……」

　俺は、ふとみなもに視線を向ける。

　今度は、凛りん子この胸に顔を埋うずめて嫌がられている。

　なにしてるんだ、あいつ……。

「みなもは……どうなのかしらね。バカみたいに見えるけど、あれでなかなか複雑な性格してるわよね」

「…………」

　確かに、みなもはＦＥＡＬｓフイールズ最初のステージに上がる前は、ずいぶんと悩んでいた。

　誰にも相談することなく、たった一人で。

「責任がある立場だから、自分で抱え込んでしまうのかもな……」

「ま、その辺はコーチの仕事よ。頑張ってね、軍曹」













　ぽん、と俺の肩を叩たたいて舞ま衣いもみんなのところへ戻っていく。

　舞衣はＦＥＡＬｓフイールズに参加して、過去のトラウマを克服したが──

　あいつにも、まだまだ乗り越えなきゃいけないことはあるんだな。

　だが、姉のことを考えられるようになったのは──舞衣が成長したからだろう。

　舞衣も、みんなも成長していく。

　もう間もなく、エンジェルパーティ県大会決勝──

　ＦＥＡＬｓメンバーたちは徹底的に鍛え上げて。

　歌もダンスも衣装も、準備はもうほとんど終わっている。

　あとは当日を迎えるだけ。

　だけど、俺は？

　俺には、やり残したことはないだろうか──







　朝もやの中を走っていく。

　もう七月に入ったが、さすがに早朝はまだ涼しい。

　ようやく日が昇ってきたという時間で、通行人の姿もほとんどない。

　ホワイト・ディアの事務所を出て、ひたすら走り続けている。

　決勝進出が決まった翌日、今日きようからは朝練はない。

　ステージ本番に疲れを残さないために、午後の練習だけにしている。

　もう充分すぎるくらい訓練してきた。

　これ以上厳しくしても、身体からだをいじめるだけだ。

「ふっ、ふっ、ふっ……」

　俺は規則正しく呼吸しながら、坂道を駆け上っていく。

　いつもは、ＦＥＡＬｓに合わせて走ってるから自分のペースでっていうのは久しぶりだ。

　親父おやじや傭よう兵へい部隊の仲間といた頃より、ちょっとスタミナ落ちたかもな……。

　でも、これでいい。

　三日三晩、不眠不休で走り続けるようなことは、たぶん今後の人生ではないから。

「って、こんなところまで来たか」

　気がつけば、よく知った景け色しきが見えている。

　電車で二駅分ほどの距離を走り、星せい歌か台だいの近くまで来ていた。

　なにも考えずに走ってたからな……。

「げっ!?」

「ん？」

　唐突に妙な声が聞こえ、そちらを向くと──

「みなも？」

「コ、コーチ……おはようございますっ！」

　と、なぜか敬語で挨あい拶さつしたのと同時に、みなもは身を翻ひるがえして猛ダッシュを始めた。

　おお、速い……今日きようまで鍛えてきた成果が充分出てるな。

「おっと」

　感心してる場合じゃない。

　朝練もないのに、こんな早くからあいつはなにをやってるんだか……。

「よっ」

　とりあえず、軽くスピードを上げてみなもの後を追う。

　そして、一分もかからずに──

「まあ、そう慌てるな」

「ぎゃーっ、速い！　なにコーチ、コーチは化け物なの!?」

「なにを今さら」

　俺にＴシャツの襟首を掴つかまれ、みなもがぎゃーぎゃーと騒ぎ出す。

「とりあえず止まれ。言っておくが、逃げても俺は地の果てまでも追い詰めるぞ」

「追い詰める、って表現が怖いです、コーチ」

「育ちが悪いもんでな。言葉遣いにも問題がある」

「くう……」

　みなもは観念したらしく、おとなしくなった。

「手間をかけてくれるな。と、こんなところで立ち話もなんだな。星せい歌か台だいまで行くか」

「はーい……」

　渋々頷うなずいたみなもと並んで、再び走り出す。

　星歌台学園に着き、そのまま校内を走って中庭まで。

「さあ、それじゃあ話を聞かせてもらおうか」

「せっかちだなあ……」

　みなもは、芝しば生ふの上にどさっと腰を下ろした。

「別に深い理由なんてないよ。ちょっと走りたくなっただけ」

「朝練は禁止だと言ってあっただろう」

「ほら、わたしって練習熱心だから！」

「普段は、文句ばかり言ってるくせに……言われたことは嫌がりながらやるのに、言われてないことは喜んでやるんだな」

「わたしはちょっぴり性格がねじれてるからね」

　ちょっぴり、だろうか……。

「でもさ、せっかくスタミナがついたんだから、本番までに落としたくないよね？」

「三日くらいペースを落としても、スタミナは落ちない。軽い練習で充分維持できる」

「ちぇっ、ああ言えばこう言う！　コーチは優しさが足りないよ！」

「優しさ？　知らないな。俺は日本語がまだ戻りきってないからな」

「嘘うそだっ！」

　がーっ、とみなもが吠ほえる。

　もう、俺に優しさなんて期待しても無駄だとわかってるはず。

「たった三日の辛抱だろう。それくらい、おとなしくしてられないのか？」

「もうね、なんのゲームやってもダメなんだよ。まったく頭に入ってこない。リズムは外しまくるし、クエストは乙りまくるし、ガチャ引いても外れるし……」

「その辺の日本語は本当にわからないぞ……」

　戦場ではゲームで遊んだりもしたが、アメリカのタイトルが多かったからな。

「いや、ゲームのことはいい。みなも……なにかあるなら、話してくれ」

「…………うーん」

　みなもは、芝しば生ふの上にごろりと寝転がる。

「どうってことはないんだよ。あとは、ＳＯＧソーグとの決勝戦で全力を出し切るだけだもん」

「でも、なにかあるんだろう？」

「それがなんなのか、わたしにもわからないんだよね。またかって感じだけど。前もステージに上がれない理由が自分でもわかってなかったし」

「……やっぱり不安なのか？」

　エンジェルパーティ県予選の決勝という大舞台だ。

　不安があるのは当然としても、程度の問題だ。

　もし、プレッシャーに押し潰つぶされそうなほどひどいなら……。

「大丈夫、びびって逃げたりはしないよ。わたしは逃げない。半年も逃げ続けてたんだから。もう、逃げたくない」

「その気持ちがあるなら──」

「大丈夫だ！」

「えっ？」

　みなもが起き上がって後ろを振り向き、俺もそちらを見る。

「昔から思ってたけど、みなもは普段適当に生きてるくせに、たまに変に考え込むのがよくない」

　詩しい歌かが、ありもしない胸を張って偉そうに言う。

「困ったことがあったら、いつでもお姉さんに相談してくれていいしね」

「と、年下ですが私は社会経験は豊富です！　ご相談、乗れます！」

　カナにゆず、それに──他のＦＥＡＬｓフイールズメンバーも揃そろっている。

　全員が制服姿で、みなものそばに来ると、芝生に座り込んだ。

　なぜか、カナはアコースティックギターを手にしている。

「私は生徒会長でもありますから。生徒の悩みに応えるのは得意です」

「ワタシ、生徒会長のおっぱいが気になって仕方ないんですが、どうしたらいいでしょうかー？」

「お寺に行って煩ぼん悩のうを取ってきてください！」

　なんだか、凛りん子ことアリスがコンビになりつつある……。

「だいたい、私はみなものすぐ近くに住んでるんだから。話があるなら私に言いなさいよ。一人で出かけてるんじゃないわよ」

　舞ま衣いが、みなもを睨にらみつけながら言う。

「……ていうか、みんななんでいるの？」

　みなもが、きょとんとしている。

　まったくだ、朝練は禁止なのに、誰一人俺の言うことは聞かないのか？

「練習しに来たわけじゃないわよ。みなもじゃないんだから、みんなそこまで熱血じゃないの」

　舞衣が代表して答える。

「みんな、同じよ。毎日毎日早起きしてたんだから、いきなりゆっくり寝てていいなんて言われてもね。結局いつもの時間に目が覚めたから、ここに来てみただけ」

「…………」

　そうは言っても、寮住まいの舞衣はともかく、他のみんなも集まってくるとはな。

「もちろん、私は練習するつもりなんてさらさらないわ！」

　カナが力強く言い切った。

　朝練がなくて一番喜んでるのはカナだろうな……。

「でも、せっかく集まったんだしね。ちょっと遊びましょう」

　カナはそう言うと、ギターを軽く鳴らし始める。

　みなも以外の全員が微笑を浮かべ、こくりと頷うなずいた。

「遊ぶって……？」

「練習は禁止よ。だから遊ぶの。みんなでね」

　カナがなめらかにギターを弾ひき──聞き慣れたメロディが流れてきた。

「スターライト・フィーバー、アコースティックバージョンってところね」

　ＦＥＡＬｓフイールズ二曲目の歌、スターライト・フィーバーはテンポが速く、ノリがいい。

　だが今カナがつま弾びいているギターから流れてくる音楽は、ゆったりしていて、優しげだ。

　演奏次第でこんなにも変わるものなのか──

「はいっ、行くわよ。せーのっ」

　カナの合図に合わせてみんなが歌い始める。





　　星明かりの下した歌い踊ろう

　　みんな集まれば　鳴り響くミュージック

　　僕らには見える　夢のステージ

　　勇気かき集めて　手を伸ばしレッツ・ダンス！















　みんなの歌声もまた、いつもとはまったく違う。

　静かな朝の空気に溶け込むような、穏やかな歌声だ。

　みなもだけは、戸惑ったまま、ぼんやりと聴いていたが──

「しょうがないな。リーダーも歌ってあげようか」

　などと偉そうに言い、笑って口を開いた。





　　さあ飛んで飛んで弾はじけよう！

　　未来に繋つながる星の道　ゴールなんてない

　　限界までまだまだ






「…………」

　うん、やっぱりみなもが加わると歌が変わってくるな。

　単純な歌唱力ならカナや詩しい歌かのほうが上だろうに、なぜかみなもの歌は──なんというか、心に響く。

　メンバー全員がゆっくり身体からだを揺らしながら、バラードを歌い続ける。

　静かで、穏やかで、このまま目を閉じたら眠ってしまいそうな──





　　ほら聞いて聞いて受け止めて！

　　空を見上げれば叶かなうから　始まりはここだよ

　　夢はきっと輝く






　ゆっくりと、曲は終わり──

　カナのギターの余韻も消えると。

「ふう……」

　みなもが大きく息を吐き出した。

「そうだね、わけのわからないことで迷ってる場合じゃないね。迷っても悩んでも、決勝戦の日は来るんだから」

　みなもは勢いよく立ち上がって、全員の顔を見回す。

　ＦＥＡＬｓフイールズメンバーも立ち上がり、覚悟を決めた顔で頷うなずいてみせた。

「県予選はあと一回。敵はＳＯＧソーグ、相手にとって不足はない！　ううん、ＦＥＡＬｓの全国デビューの踏み台くらいに思ってやろう！」

「あはは、みなもらしいわね」

　舞ま衣いが苦笑している。

「強敵に失礼だけど、思ってるだけなら罪じゃないしね。それくらいに思ってないと、気持ちで負けちゃう。相手は全国ベスト４の経験者で──今こ年としはさらにパワーアップしてきてるからね」

「そうです、ＳＯＧソーグは本気で全国制覇を狙ねらっているでしょう。ファンも夢ではないと思っているようです」

　さすがアイドルファンだけあって、凛りん子こは敵側の情報にも詳しい。

「ということは、エンパの全国決勝だと思うくらいでいいですねー！」

「うう、そこまで言われると胃が痛くなってくる……」

「詩しい歌かちゃん、大丈夫？　胃薬は持ってないのよね。筋肉痛の湿布と、疲労回復のスタミナドリンクにはだいぶ詳しくなったんだけど」

　アリスと詩歌、カナがわいわいと騒ぎ出す。

「だ、大丈夫です。決勝はゆずと凛りんさんも出るんですから！」

「だよね、期待してるよ、秘密兵器その１と２！」

「番号で呼ばないでください！」

「みなもさん……リーダーを慰めてるのにひどいです……」

　凛子が吠ほえ、ゆずが唇を尖とがらせて抗議する。

「冗談だよ。凛子とゆずはわたしたちの最後の切り札なんだから」

「もう……わかってるならいいんですけど」

「ちょっと、リーダーにお説教したいですけど……」

　さっきまでの穏やかな空気はどこへやら、また騒がしくなってきた。

　でも、これがＦＥＡＬｓフイールズのカラーなんだ。

「あのさ、みんな。一つだけわかってることがあるよ。わたしが迷ってたのは、勝てるかどうかじゃないよ」

　みなもは、偉そうに腕組みしてきっぱり言った。

「わたしたちは決勝まで来た。コーチの鬼みたいな鬼みたいな訓練に耐えて、メンバーも最高のみんなが揃そろった。作戦もばっちり立てた。ＳＯＧは確かに凄すごいよ。だけど……勝てない相手じゃない！」

　みなもの目がらんらんと輝いている。

　虚勢を張っているのではなく、みなもは──たぶん本心で言ってるのだろう。

「今のＦＥＡＬｓならＳＯＧにも勝てるよ！　それだけの準備をしてきたんだから！」

「ええ、そうですね」

　凛子が力強く頷うなずいた。

「それでこそ、私たちは星せい歌か台だいガールズを継げるんだと思います。彼女たちはチャンピオンじゃなくて、アイドルの別の形をつくろうとした挑戦者だったんですから」

「そっか。わたしたちも──アイドル乱世の時代に挑戦するんだね。ＳＯＧを打ち破やぶって、星歌台ガールズみたいにトップに立つ！」

　みなもは力強く宣言する。

　よし、さっきまでの迷いは見えないな。

「カナ、もう一曲行ってみよう。今度はファースト・ストライクで」

「はいはい、みなもちゃん。おおせのままに」

「次はいつものテンポでね。明るくてノリがいいのがＦＥＡＬｓフイールズなんだから。あ、ついでだからカナ、歯はギターとかできない？」

「できないわ！」

　なんのついでなのか、さっぱり意味不明だ……。

「もう、みなもちゃんは……まあいいわ、どんどん弾ひきましょう。このところ、作曲と音源の収録ばかりだったしね。たまにはぱーっと演奏したいわ」

　カナはそう言うと、またギターを弾き始めた。

　今度は速いテンポでリズムを刻きざんでいる。

「決勝勝つぞーっ！　ファースト・ストライク！」

「おーっ！」

　そして、全員が声を揃そろえて歌い出した。

　舞ま衣いがステップを踏み出したのをきっかけに、ダンスまで始まる。

　きっと、みなもじゃなくてどのメンバーが悩んでいても、こうして全員のパワーで吹き飛ばしてしまうだろう。

　俺はみんなを信じて、勝率を少しでも上げられるように力を貸してやればいい。

　そうやって、ここまで来たんだ。

　これからも、同じようにして──ＦＥＡＬｓの奇跡を見続けたい。







　エンジェルパーティ神奈川県予選、決勝当日──

　その日は朝から快晴で、七月上じよう旬じゆんにしてはひどく暑かった。

　陽が沈んだ今も、気温はあまり下がっていない。

　決勝戦の会場は、横浜市内にある多目的スタジアムである。

　俺も、子供の頃に父親に連れられて二、三度来た覚えがあった。

「うう、もうすぐだ……」

　詩しい歌かが声を震わせながら言った。

　いや、声だけじゃなくて身体からだも震えてる。

「大丈夫だよ、詩歌。落ち着いて」

「うっ……うん……」

　みなもが、詩歌の身体を抱きしめてなだめている。

　さすがに詩歌も、今日きようは鼻血を出すほど興奮できないらしい。

　ここは、スタジアム内の控え室だ。

　決勝戦は同じ会場で、順番に決勝進出グループのステージが行われる。

　抽選によって、ＳＯＧソーグのステージが先ということになった。

　もう間もなく、開演時間だ。

　控え室には五〇インチの大型ＴＶがあり、そこに会場が映し出されている。

　既すでに観客たちは会場に入っていて、ざわざわと騒がしい。

「でも、スタジアムかあ……」

「なんだ、みなも？　でかい会場にびびってるんじゃないだろうな？」

「せっかく横浜でやるんだから、ランドマークビルの屋上でやりたかった……」

「……壮大な野望だな」

　ランドマークビルは横浜市にある、七十階建ての高層ビルだ。

「あのビルって屋上入れるのかしら？」

「入れますよー。屋上はヘリポートになってますー」

　カナの疑問に、アリスが即座に答えた。

「アリスちゃん、外国の人なのによく知ってますね」

「私は、アリス先輩が外国人なのかそろそろ疑い始めてますけど……」

　ゆずと凛りん子こが、ひそひそと話している。

「それも当然ですねー。私、心は大和やまと撫子なでしこですからー！」

　アリスはまだ大和撫子を主張しているのか……。

　日本人の母親に習ったという日本語は、どこか間違いがあるような気がする。

「あのですね、アリス先輩」

「はい？　どうかしましたか、りんりんー」

「大和撫子というなら、もうちょっと慎みを持ってください。な、なんなんですか、あの衣装は……！」

「りんりん、文句を言ってはいけませんー。ワタシとくーたん──友達がせっせと夜なべしてつくった衣装なんですからー」

「夜なべって……いえ、衣装をつくってくれたのは感謝してますけど！　あれはないですよ！」

　あれって、どれなんだろう……。

　会場入りしてすぐに、ギリギリまで調整していた凛子とゆずの衣装の試着をやってたみたいだが……。

「あの上着がなかったら、逃げ出してましたよ……」

「念には念を入れておいたワタシの勝利ですねー！」

「最初からおとなしめにしておいてください！」

「でも、りんりんの九十三センチのおっぱいを活いかす衣装を必死に考えたんですー」

「サイズを言わないでください！」

　凛子が真まっ赤かになって叫び、キッとこちらを睨にらむ。

　そのときには、俺は既に凛子から視線を逸そらしていた。

　大丈夫、俺は男だがその前にコーチだから。

　具体的なバストサイズを聞いても動じたり興奮したり……しない。

「あ、みんな。始まるみたいよ」

　カナが言って、ＴＶを指差した。

　騒がしかったスタジアムが、静かになっている。

　会場の照明も落とされて、真っ暗だ。

　どうやら気づかない間に開始のアナウンスがあったようだ。

　そして──

「こんばんはーっ！」

　ライトがステージを照らしたのと同時に、ＳＯＧソーグのメンバーが現れる。

「エンジェルパーティ、神奈川県予選ファイナルーっ！　私たちＳＯＧが先攻を取らせてもらいます！」

　中央にいる小こ泉いずみはずみが、いつものキラキラした笑みを浮かべて叫ぶ。

　今日きようのＳＯＧは、チアガールの衣装に似た可愛かわいい系で決めている。

　三回戦のナース服、それにこの前購入したＤＶＤでもそうだったが、ＳＯＧは特定の衣装をアレンジしたものが多いようだ。

「ＦＥＡＬｓフイールズの皆さんも待っているので、さっそく行きます！」

　小泉が宣言すると、音楽が流れ始めた。

　県予選決勝では、三曲を演じることになる。

　オリジナルでもカバーでもいいが、これまでの県予選で決勝まで来るグループなら、オリジナルの持ち歌が三曲以上は確実にあったらしい。

　もちろん、ＳＯＧの持ち歌は三曲どころじゃないだろう。

「これは……」

　流れ出した曲に聞き覚えがあった。

　ＳＯＧが去年の全国大会でメインとして歌っていた、テンポのいい派手な曲だった。

「これを一発目に持ってくるのか……」

　当然、曲順もまた勝敗に大きく関かかわってくる要素だ。

　静かな曲からアップテンポな曲に切り替えていくのもいい。

　いきなり派手な曲から始めてインパクトを出すのも有効だ。

　ＳＯＧはどうやら後者を選んだらしい。

「はずみん、やっぱり凄すごい」

　みなもが、ＴＶ画面を食い入るように見つめている。

　それでも、その顔に怯ひるんだ様子はない。

　この前、迷いを見せていたが……大丈夫そうか？

　みなもを見ている間に、ＳＯＧの一曲目は終わっていた。

　観客のボルテージは上がりきっていて、インパクトは充分だったのがわかる。

　一曲目の余韻が消える前に、すぐに次の曲が流れてきた。

「え？　これは──」

「ガールズ・サクシード!?」

　俺の横で、凛りん子こが驚きの声を上げる。

　みなもも、目を見開いて画面に見入っている。

「そうだよな、そんな曲名だった。あのとき、小こ泉いずみたちがやってた曲だよな？」

「はい、先生。間違いありません……」

　凛子がこくりと頷うなずいた。

　瀬せ尾お河がわに見学に行ったとき、「決勝で披露する」と見せてくれた曲。

　俺もみなもも凛子も、その曲に圧倒されてしまった──

　あれを二曲目で見せるとは……。

「先生、これ……」

　いつの間にか、凛子がタブレット端末を手に持っていた。

　端末には、ＴＶと同じ画面が表示されている。

　ネットで中継されている動画だろう。

　その画面には、凄すさまじい勢いでコメントが流れている。

「実況コメント有りの動画ですが……凄すごい反響です」

「そりゃ……そうだろうな」

　コメントが多すぎて読み切れないが、「ここで新曲キタ！」「なにこれイントロだけで神曲」「はずみん☆今日きようもキラキラ！」など、賞賛のコメントばかりだ。

　俺たちがＳＯＧソーグの切り札だと思った曲だ。

　これくらいの反応はあって当然だが……。

「エンパじゃ、切り札を先に出すなんて戦術も有りなのか？」

「ないとは言いませんが……私だったら、最後に持ってきます」

　俺は、凛子に頷いてみせる。

　せっかくの新曲を二番目に持ってきて、三曲目はどうするんだ？

「あっ、まさか……！」

「さらにもっと奥の手があるってことか？」

　俺は、凛子と顔を見合わせる。

　いや、それしか考えられない……。

　小泉はずみはキラキラしてて変な奴やつだが、バカじゃない。

　奥の手もないのに、せっかくの新曲を二番目に投入してくるわけがない。

「みんなーっ、ありがとうーっ！」

　などと考え込んでいる間に、ガールズ・サクシードは終わっていた。

　ＳＯＧのメンバーたちは、笑みを浮かべて観客に手を振っている。

「というわけで、新曲でした！　ちょっとびっくりさせちゃったかな！」

　小泉は顔をキラキラさせつつ、いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　凛りんとした小泉には、そういう表情もよく似合っている。

「…………」

　ＦＥＡＬｓフイールズのメンバーも、小こ泉いずみの笑え顔がおに衝撃を受けたらしく、ぼーっとしている。

　正直、俺がもっと普通の人間だったら、恋に落ちていたかもしれない。

「みんなの応援のおかげで、今こ年としも県予選決勝まで来られたよ！　新曲は喜んでもらえたかな！　私たちは──決勝を勝って、全国の頂点までたどり着いてみせよう！」

　自信満々の小泉の宣言に、会場がさらに沸いた。

「さあ、次が最後の曲！　最後は──私たちのアイドルとしての原点を！　すべての始まりに敬意と感謝を込めて！」

　小泉は続けて叫ぶと、三曲目が流れてきた。

　このイントロは……？

「えっ、な、なんで？」

　真っ先に反応を見せたのは、カナだった。

　大きく目を見開き、食い入るように画面を見つめている。

「カナ、この曲はなんだ……？」

「星空のレゾナンス！　この前、凛りん子こちゃんが歌った曲よ！」

「あ…………」

　そうか、どこかで聞いた覚えがあると思ったら。

「アレンジは変わってるけど、間違いないわ……このメロディは……」

　そして、ＳＯＧソーグが歌い始める。

　歌詞を聞けば、俺にもはっきりとわかった。

　確かにこれは、凛子が歌ってみせた星せい歌か台だいガールズの曲だ。

　まさか、ＳＯＧがこの大事な局面でカバー曲を歌うとは──

「凛子、ネットの反応は？」

「驚いてはいるようですが……さっき以上の盛り上がりです。星空のレゾナンスは、アイドルファンなら間違いなく知ってる名曲ですから」

　凛子はタブレットの画面を凝視している。

　もう動画の再生画面は、コメントだらけでなにも見えないくらいだ。

　小泉はチアガールのスカートを揺らし、明るく元気よく歌い、踊っている。

　凛り々りしい顔に浮かんだ笑みは、あまりにも魅力的すぎる。

　統率の取れたパフォーマンスでありながら、小泉がしっかりとリードし、センターとして強く輝いている。

　星空のレゾナンスは十年前の曲だ。

　にもかかわらず、古さはまったく感じられない。

「アレンジが上う手まいのか、ＳＯＧのパフォーマンスで押し切ってるのか……」

「たぶん両方だわ。三曲目にこれを持ってきたのは……自信があったからでしょうね」

　カナは画面を見つめたまま、真剣な声で言った。

　これほどまでに真面目まじめな顔をしたカナを見たのは初めてかもしれない。

　母親がつくった曲を、ＳＯＧソーグがよみがえらせたことに思うところがないわけがない。

「小こ泉いずみさん、星せい歌か台だいガールズの魂を継ぐというのは本気だったんですね……」

　凛りん子こもまた、複雑な表情を浮かべて、今はＴＶのほうを見ている。

　彼女は、星歌台ガールズに強烈な憧あこがれを持っているのだ。

　星空のレゾナンスを歌われたら、冷静ではいられないだろう。

「そう、か……わかって、きた……」

「……みなも？」

　みなもは、呆ぼう然ぜんとして画面を見つめている。

　この子は星歌台ガールズにそれほど思い入れはなかったはず……。

　なにをそんなに衝撃を受けてるんだ？

「しぃさん、ちょっと」

「え？　お、あう？　ゆず、なんだ？」

　ゆずと詩しい歌かがなにかひそひそと話している。

　真っ先にゆずが我に返ったのか……。

　しかし、ここまでＳＯＧが意外なパフォーマンスを見せてくるなんて。

　みなもが言ってたように、ＦＥＡＬｓフイールズが勝てる可能性は充分にあると思ってた。

　だが、今のＳＯＧには──

　このままでは──負ける。

「いや、待て……」

　俺は、ぼそりとつぶやいた。

　この曲は……この華はなやかなステージは……。

　そうだ、俺はこの曲を知ってた。

　凛子が歌ったときには気づかなかったけれど……。

　アイドルグループがステージの上で歓声を受けて、この曲を歌って踊っている。

　これとよく似た情景を、俺はかつてどこかで見た。

　それはいったい、どこだった……？

　誰と見ていた……？

「コーチ……」

「…………」

　気づけば、みなもが画面ではなく俺を見ていた。

　この目──俺は、この目もどこかで見ている。

　星歌台に来てからじゃない。

　もっと昔──




『×××、ぜったいアイドルになる！　せかいでいちばんかわいいアイドルに！』




　そうだ、顔も名前も忘れた幼なじみは、そんなことを言っていた。

　俺も子供だったが、彼女もまだ幼すぎて──自分の考えを全部言葉にできなかった。

　たぶん、彼女は──

　アイドルになるから、ライブを観みに来てほしい、と言いたかったんだ。

　俺が、遠くへ去ることだけはわかっていたから──

　今になってこんなことを思い出すなんて。

　ああ、そうか──俺と彼女は、星せい歌か台だいガールズのステージを観ていたんだ。

　俺が父親とともに海外へ渡る前──

　最後の時間を、俺も彼女も好きだったアイドルのステージを観て過ごしたんだ。

「…………っ！」

　待て、ここでコーチの俺が動じるわけにはいかない。

　ＳＯＧソーグのステージと、戻って来た過去──

　俺は、もうあとは観ているだけしかできない。

　そんな俺が、動揺してる姿なんか見せられるか。

「…………」

　ふうっ、と小さく呼吸して落ち着きを取り戻す。

　ＳＯＧのライブには驚かされたが、ＦＥＡＬｓフイールズだってできるだけのことをしてきた。

　俺が──みんなを信じて送り出さなければ。

「……ごめん、なんでもないよ」

　みなもは不意にそう言うと、また画面に視線を戻した。

　俺の動揺には気づかなかっただろうか？

　俺にできることがあるなら、なんでもやるが──

　どうすればいいのか、今はまだなにもわからない。





　　　　☆






　ステージは、暗くら闇やみに包まれている。

　さざなみのように静かな声が客席のほうから聞こえてくる。

「…………」

　みなもは、ゆっくり呼吸しながら、その声に耳を澄ませていた。

　観客が何人いるのか、聞いてない。

　このスタジアムは数万人が収容できるはず。

　さすがに万単位ではないだろうが、それでも四桁けたの人間がいるのは間違いない。

　もちろん、みなもが経験してきた中でも最大規模のステージだ。

　とはいえ──

　ここまで来ると、みなもは数百人だろうと数千人だろうとあまり差を感じていなかった。

　要するに、〝たくさん〟だ。

「みなも」

「みなもちゃん」

　左右にいる詩しい歌かとカナが、みなもの手を握ってきた。

　二人の手はあたたかい。

　特に詩歌が心配だったが、それほど緊張していないようだ。

　二人とも、手に汗をかいていない。

　暗い中でも、わずかに目が慣れて自分の近くくらいは見えるようになってきた。

　左右を見れば、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーが一直線に並んでいる。

　全員、アリスがつくった新しい衣装を着ている。

　星せい歌か台だいのブレザーを参考にした、制服に見えるデザインの衣装だ。

　もちろんアレンジを入れてあるし、全体のイメージを統一しつつ、一人一人細部が異なっている。

　胸元に結んでいるリボンの色は、アリスが考案したメンバーそれぞれのイメージカラーだ。

　みなもは赤、カナは黄色、詩歌は青。

　アリスは緑、舞ま衣いはオレンジ。

　凛りん子こはピンク、ゆずはホワイト。

　アリスはこれを今後の公式カラーにしよう、と言っていた。

　上着を着ているので多少暑いが、これくらいは我慢だ。

「……うん」

　みなもは、一つ頷うなずいた。

　そして、カナと詩歌の手を離して──

　一人で前に一歩出た。

　それと同時に、ステージにライトが灯ともる。

「こんばんはーっ！　ＦＥＡＬｓですっ！」

　みなもは精一杯の声で叫んだ。

　それに応えて、観客席から声が上がる。

「出場審査のときにはいろいろお騒がせしちゃったわたしたちですが、遂ついにここまで来られました！　振り返ってみれば、あの騒ぎもなつかしいです！　もうパンツは見せませんけどね！」

　みなものＭＣに、今度は観客席から笑い声が上がる。

　少しばかり際きわどい冗談だったが、受け入れてもらえたようだ。

「そして、歌の前に大発表！　今回から新メンバーが二人加わってます！」

　一直線に並んでいたメンバーの中から、凛子とゆずが前に出る。

「速はや水み凛りん子こ、高校一年生です！　ふ、ふつつか者ですが……よろしくお願いします！」

「といった感じでお堅いですけど、それも当然。なんと、凛子は星せい歌か台だい学園の生徒会長さんなんです！　鬼より怖い会長として有名です！」

「み、みなもさん……！」

「あと、おっぱいが凶悪です！　なんと九十三センチ！」

「みなもさんーっ!?」

　観客から、悲鳴にも似た歓声が上がった。

　眼鏡めがねを外し、髪をほどいた凛子は、ただ立っているだけで存在感が凄すごい。

　その上、巨乳とくればアイドルファンが騒がないわけがない。

「そして、もう一人！」

「み、美み月つきゆず……小学校六年生です……」

　わーっ、と観客からさっきと同じくらいの凄すさまじい叫び声が上がる。

　まだ学年を言っただけで、とんでもない騒ぎだ。

「あ、あううう……ゆずは……まだ参加したばかりで、ダメダメなところもありますけど……優しく見守ってくれると、嬉うれしいです！」

　ゆずがぴょこんと頭を下げると、さらに歓声が上がった。

　彼女の可愛かわいらしい容姿、年齢のこともあるだろうが、なにしろ声が特殊だ。

　みなもですら、未いまだに「どこから声が出てるんだろう？」と不思議になるくらいだ。

　初めて聞いた観客たちの驚きは、どれほどのものか。

　とりあえず──最初のつかみはよし！

　わたしたちはチャレンジャー。突っ走らなきゃ！

「それじゃ、行きます！　〝ファースト・ストライク〟！」

　音楽が流れ始め、メンバー全員がステップを踏み始める。

　もう何百回と踏んできたステップだ。

　目をつぶっても、音楽が流れてなくてもリズムに合わせて踊れる。

　凛子とゆずを加えての初めてのステージ。

　その二人も、練習以上の力を発揮している。





　　走り出した毎日は　笑え顔がおだけだね

　　出会いがくれた翼　はばたかせるの

　　終わらないメロディに　歌を響かせ

　　まっすぐ突き進んで　輝く奇跡！






　七人の歌声を響かせ、リズムに乗ってステージ上を走り回るようにして踊る。

　体調は完かん璧ぺき、どこにもケガ一つない。

　桜さくら木ぎコーチは、完全な状態でＦＥＡＬｓフイールズメンバーを送り出してくれた。

　コーチ──あの人は、もしかして──

「…………っ」

　表情も変えず、歌も止めずにみなもは頭に浮かんだ考えを振り払った。

　さっき、ＳＯＧソーグのステージを観みたときに不意に思い出した記憶。

　いや、記憶というにはあまりにもあやふやだ。

　星せい歌か台だいガールズらしきアイドルのステージと、幼なじみのあいつ。

　あいつって、誰だっけ。

　誰なのかわからないけど──

　ああっ、こんなこと考えてる場合じゃない！

　自分たちは完かん璧ぺきに仕上がってる。

　今のＦＥＡＬｓフイールズなら、勝ち目はあるはずだったのに──

　でも、ＳＯＧは曲順と選曲で変化球を投げ、全力でステージをやりきった。

　初出場、初めての決勝を迎えた新人のグループを相手に、少しの油断もなかった。

　ＳＯＧは本気で相手をしてくれたんだ──

　みなもはそれを喜びながら──つけられた差を埋め、勝つ手段を必死に考える。

　いや、考えてはいけない。

　今は全力で歌い、踊る以外に手はない。

　舞ま衣いがいつも以上に派手に踊ってる。

　彼女がずっと怖がってきた〝暴走〟だ。

　だが、メンバー全員が舞衣をサポートするように動いている。

　決して舞衣を一人にはさせない。

　舞衣に、一人で踊っている夢は二度と見させない──

「…………っ！」

　みなもは、さらに動きを大きくして、舞衣よりも目立ってやろうと踊り出す。

　舞衣もにやりと笑って、まるで競うようにして激しく踊る。

　そして──

　二番のサビが終わって──ここだ！

　と、みなもは視線だけを動かして横を見た。

　同時に、詩しい歌かとゆずの二人が前へと飛び出す。

　これが新メンバー加入に続く、ＦＥＡＬｓ二番目の手。

　詩歌とゆず、冗談で結成したユニット〝みに・ふぃーるず〟の二人の見せ場！

　カナと詩歌が新たに入れたフレーズ。

〝Ｃメロ〟〝大サビ〟と呼ばれるそこを、ＦＥＡＬｓは二人に任せたのだ。





　　自由を歌うエンジェル・ボイス！　明日へ響いていけ！

　　永遠なんてきっとないけど　優しさ胸に届いてるよ！






「…………っ!?」

　みなもは、驚きを押し殺すので精一杯だった。

　ゆずの歌声が──いつもと違う!?

　ステージ前に、みに・ふぃーるずで相談して、ゆずがメインで歌うということまではみなもも聞いていた。

　しかし、このゆずの歌声は予想外だった。

　まるで、彼女の声そのものが一つの楽器のような──

　詩しい歌かはその特殊すぎる歌声に、見事にハモらせている。

　器用な詩歌だからこそできる芸当だ。

　観客席からも、大きな歓声が上がっている。

　ただでさえ驚かされたゆずの声が、さらに変わっているのだから無理もない。

　そこに、小柄な二人の可愛かわいらしいダンスまで加わって、インパクトは充分だ。

　いつまでも聞いていたいようなゆずたちのパートが終わると──

　再びサビに入り、七人での歌とダンスに戻る。

　ＦＥＡＬｓフイールズ最初の曲、ファースト・ストライク。

　それは県予選決勝という大舞台に来て、最高の曲となっていた──







　ファースト・ストライクが終わり──

　すぐに次の曲、〝スターライト・フィーバー〟のイントロが流れ始める。

　ＦＥＡＬｓは結局、選曲で奇をてらわなかった。

　自分たちが歌ってきた順番どおりに決めたのだ。

　まさか、ＳＯＧソーグのステージがあそこまで意外な展開を見せるとは思わなかったが、自分たちの選択は間違っていなかったとみなもは信じている。

　ここまでは──いい。

　ゆずの歌声はＦＥＡＬｓ二番目の手の効果を大きく高めてくれた。

　どうも、どこかで聞いた覚えのある声のような気もするが、その詮せん索さくも後でいい。

　でも、まだここから──これだけではまだＳＯＧには届かない。

「…………うーっ」

　凛りん子こが小さく唸うなるような声を上げると。

「速はや水み凛子、行きます！」

　そんな声を上げて、着ていた上着を勢いよく脱ぎ捨てた。

　中には胸の谷間もあらわな、丈の短いビスチェのようなものを着ている。

　脱いだのと同時に、凛子の巨大な胸がぷるんと揺れ、観客席が震えるほどの声が上がった。

「…………！」

　アリスがきょとんとしている。

　彼女がつくった衣装の中でも、凛りん子このそれは特製らしい。

『ちょっとした動きでもアニメみたいに胸がぷるぷる揺れるように、絶妙のサイズでつくりましたー！』

　と、アリスの高い技術を惜しげもなくエロ方向に費やしている。

　ただでさえ谷間が見えすぎで、へそもあらわなのに、この上胸が揺れるのは凛子には恥ずかしすぎた──らしい。

　上着を着ることで凛子も納得したのに、いきなり脱いだのだから──アリスが驚くのも当然だ。





　　星明かりの下した歌い踊ろう

　　みんな集まれば　鳴り響くミュージック

　　僕らには見える　夢のステージ

　　勇気かき集めて　手を伸ばしレッツ・ダンス！






　驚いていたのは一瞬だけで──すぐに歌が始まった。

　おそらく、みなもとアリス以外のメンバーも驚いていただろうが、全員がきちんと歌い、ステップを踏んでいる。

　いや──

　凛子のダンスの激しさは、普段の練習以上だった。

　そのたびに、〝絶妙のサイズ〟でつくられたビスチェに包まれた胸が派手に揺れている。

　ちょっとヤケになっているようでもあるが、客の受けはいい。

　アリスの衣装と、凛子の高校生離れしたスタイル。

　二人の技術と個性が、ＦＥＡＬｓフイールズのパフォーマンスに一層の彩いろどりを添えている。

　曲は進み、間奏が始まると──

　舞ま衣いが不敵な笑みを浮かべて、一人で前に出た。

　彼女の得意な、まるで重力を無視したような軽やかな動き。

　空中を舞い、音もなく着地を決め、また跳ぶ。

　これまでより振り付けを派手にして、もはやサーカスかというレベルになっている。

　さすがに全国大会準決勝まで進んだ経験を持つ舞衣のダンスは、他のメンバーより一枚も二枚も上だ。

　いや、ＳＯＧソーグのダンスよりも人目を引くだろう。

　観客からの声に応え、舞衣はダンスを終えると──

　両手を高く掲げ、大きく跳び上がって空中で一回転しつつ、後ろへと下がった。

　舞衣の派手なパフォーマンスに、さらに大きな歓声が上がる中、ＦＥＡＬｓは歌い、踊って──







　スターライト・フィーバーの余韻が消え、ステージは再び暗くら闇やみに包まれた。

「…………」

　みなもは、乱れた呼吸を整え、手で額に浮かんだ汗をぬぐう。

　ここまでの二曲は、想定以上の結果を出せた──と思う。

　だが、やはりまだ足りない。

　三曲目にもできる限りの手を打ってあるが、それでもＳＯＧソーグに届くかどうか。

　ＳＯＧが歌った星空のレゾナンス──

　みなもは思い出していた──昔、あの曲が大好きだったと。

　まだ物心つくかつかないかの頃から、よくあの曲を歌っていたものだ。

　たぶん、もう名前を思い出せない誰かと一緒に──

「星せい歌か台だいガールズ……」

　みなもは、誰にも届かない、本当に小さな声でつぶやいた。

　いや、声は出ていなかったかもしれない。

　ＳＯＧは星歌台ガールズの魂を継ぐ。

　ＦＥＡＬｓフイールズも同じことを目指そうと思った──けど。

「おい、みなも……」

「あ」

　詩しい歌かに肩を叩たたかれて、みなもははっと我に返る。

　そうだ、最後の曲の前にＭＣを入れないと。

「あーっ、どうもありがとうー」

　みなもが声を出すのと同時に、彼女にスポットライトが当てられた。

「すみません、ちょっとぼーっとしちゃってました。いやあ、もうこれで終わりかと思っちゃいました。だいぶお疲れです、わたし」

　観客席から小さな笑い声が聞こえた。

「次が、最後の曲ですね。もしＦＥＡＬｓの熱心なファンがいるならご存じでしょうけど、実はわたしたち、ずっと持ち歌が二曲しかありませんでした。それでなんとかやってきたんですけど……なんと！　実は三曲目を用意してきました！」

　わーっ、と観客たちが声を上げる。

　そう、三曲目──新曲は既すでに完成している。

　予選を勝ち抜く間に、カナと詩歌がつくった曲だ。

　カナが「降りてきた！」とひらめいたメロディができあがると。

　詩歌と一緒に、毎日音楽室にこもって音と歌詞を合わせながら一緒につくってきたのだ。

　最初の二曲は曲と歌詞が完全分業制だったが、三曲目は二人で協力している。

　これがＦＥＡＬｓフイールズ三番目の手。

　二人が力を合わせての作曲と作詞。

　歌やダンスの総合的な技術でＳＯＧソーグに負けていても、カナと詩しい歌かの曲づくりの能力は誰にも劣っていない。

　二人がいつも以上に協力し合うことで、さらに曲のクオリティを上げたのだ。

「これが初めてのお披ひ露ろ目めになります！　先輩の星せい歌か台だいガールズの曲はＳＯＧさんに取られちゃったから、わたしたちは新曲歌うしかないんです！」

　また、観客席から笑いが起こる。

　冗談を言うのもそろそろ限界だった。

　時間制限はなくても、長いＭＣはあまり好ましくない。

　さっさと曲に入らなければ──

　そう思うが、みなもは最後の曲の合図を出せなかった。

　まだ──まだなにかが足りない。

　なんだろう──？

　考えても考えても、答えが出てこない。

　みなもは、数日前に感じた迷いをまだ引きずっている自分に気づいた。

　そろそろ、観客席からも戸惑いの声が聞こえてきている。

　悩んでいる暇はない──

　みなもは迷いを振り切れないまま、口を開こうとして。

「なにをしてるんだ！」

「…………!?」

　突然、よく知っている声が聞こえてきた。

　どこから聞こえてきたのか、まったく見当もつかない。

　しかし──間違いなくコーチの声だった。

「〝せかいでいちばんかわいいアイドル〟になるんだろう！　歌うんだ！」

「…………！」

　みなもの中で──わだかまっていた迷いが、音を立てて砕けていく。

　そして、身体からだの奥底から熱いなにかが湧わき上あがってくる。

　熱い、全身が熱い──！

　燃えるように、身体が太陽になってしまったように。

　ああ、どうして忘れてたんだろう──

　みなもは、思い出した。

　それが、すべての始まりだ。

　世界で一番可愛かわいいアイドルになる。

　そう、一番だ。

　始まりのアイドルだろうと憧あこがれの存在だろうと──そこは譲れない！

「わたしは──」

　みなもは、ぼそりと言って。

「わたしは、わたしたちは星せい歌か台だいガールズとは違う！　先輩たちを──わたしたちは超えていく！」

　いきなり叫び、観客だけでなくＦＥＡＬｓフイールズメンバーまで絶句させてしまう。

「憧あこがれは大事な気持ちだよ。だって、そこから始まるんだから。でも、憧れてるだけじゃダメ！　わたしたちはファンじゃなくてアイドルなんだーっ！」

　みなもの叫びはさらに続いて──

　彼女は、ちらりと横を見た。その視線の先には凛りん子こがいる。

「みなもさん……」

　凛子は、呆ぼう然ぜんとした顔でみなもを見返してから──

　すぐに笑みを浮かべ、こくりと頷うなずいてくれた。

　凛子にとって星歌台ガールズは、絶対的な憧れの存在。

　だけど──星歌台ガールズを継ごうなんて考えでは、彼女たちの後ろを進むだけになってしまう。

　憧れの存在を超えていかなければ、自分たちが頂点に行けない。

　決意と覚悟が必要だっただろうが──凛子もわかってくれたようだ。

　ありがとう、凛子──みなもも頷いてから。

「今のアイドルを始めたのは星歌台ガールズ！　けど、わたしたちがまた新しい時代をつくるよ！　ここから、アイドルの新しい歴史を始めるんだーっ！」

　さらに叫び、みなもはまた考えを巡らせる。

　ここで、なにかいい言葉──

　もう喉のどのところまで出てきている。

　どこかで耳にした言葉、みなもの決意をもっとも表わす言葉は──

「そうか」

　みなもは、ぱっと右手を高く掲げて。

「最後の曲、行くよっ！」

　そして、三曲目が流れ始める。

「ＦＥＡＬｓ──ＬＥＡＤ　ＴＨＥ　ＷＡＹ突っ走るよ！」

　みなもは右手を掲げたまま、ぴょんと前に跳んだ。

　新世代のアイドルとして、新しい時代をつくるグループとして、ＦＥＡＬｓは先頭を走る！

　いつかアリスが口にした、レンジャー部隊のモットーを使わせてもらった。

　わたしたちに、ぴったりの言葉だ──

「〝星ノ向コウマデ〟！」

　ＦＥＡＬｓ三番目のナンバー。













　明るくノリのいい曲でありながら──どこか深みがある。

　イントロだけでもここまでの二曲とは明らかに違う。

　音源はカナが時間をかけ、ピアノ、ギター、ベース、ドラムを演奏して収録している。

　カナはピアノは天才的ではあるが、他の楽器はそこまで得意ではない。

　その不得手を、カナは時間を費やすことで解決した。

　毎日練習で疲れた身体からだを引きずるようにして音楽室に行き、練習して収録したのだ。

　打ち込みでつくった音源との違いは、ファンにはそこまではわからないかもしれない。

　それでも、カナはＦＥＡＬｓフイールズが勝つために、少しでも曲をよくするために指に傷をつくりながら弾ひき続けた。

　ダンスがたどたどしくても、カナの音楽はそれを充分に補えるものだった。

　みなもは、カナの音楽を聞きながら、歌い始める。





　　あの日運命みたいに出会った　きっとわかってたよ

　　忘れられない　思い出になるって

　　一人だった日々にバイバイ　ずっとさがしてたよ

　　恋するみたい　君だけに歌うよ






　詩しい歌かがつくった歌詞は、相変わらず夢見がちだ。

　でも、それでなにも問題はない。

　アイドルは夢を見せなければならない。

　詩しい歌かの夢を込めた歌詞には、人を引きつけるものが間違いなくある──

　なにより、その歌詞を本人が感情をたっぷり込めて歌い上げている。

　カナほど正確な音程は取れていなくても、詩歌の歌声は不思議なほど響く。

　歌っているメンバーたちにも、勇気をくれる──





　　みんながいれば世界は輝く　まぶしくて先は見えない

　　走り抜けるよ　手を取り合ってどこまでも

　　僕ら夢見た希望を奏かなでよう　音楽は鳴り続ける

　　耳をすませて　あなたの声にこたえるよ






　みなもは歌いながら、ステップを踏み続ける。

　舞ま衣いが振り付けしたダンスは、静と動を使い分け、時には派手にステージを舞い、時にはゆっくりと踊る。

　曲が間奏に入ると──

　みなもは、メンバー全員を引っ張りながら、さらに激しいダンスを披露する。

　もっともっと、わたしたちを見て！

　もっともっと、わたしたちを見せたい！

　ＦＥＡＬｓフイールズは、突っ走る！

　どこまでも、どこまでも走り続ける！

　頂点にたどり着くその日まで。

　頂点すら超えてしまうくらいの勢いで！

　敵は倒せ、ファンには夢を見せろ──

　いつか言われた言葉が、みなもを支えている。

　そう、みんなに夢を見せるのがアイドル！

　夢を見続けるのがアイドル！

　敵がいたってかまわない。

　わたしたちを見てくれる人たちをファンにしてしまえばいい！

　みんなが見てくれたら、わたしたちはどこまでも行ける！

　だって、アイドルは楽しいから。

　夢を見るのは楽しいから。

　まだまだ、果てなんてどこにも見えない。

　誰かの背中を追いかけることもしない。

　ゴールが見えないって、なんて楽しいことなんだろう！

「ＦＥＡＬｓ、まだまだ行くよっ!!」

　みなもは大きく跳び上がって、高く叫んだ。

　彼女の周りには、キラキラと輝く光の微粒子が舞っている。

　その光はＦＥＡＬｓフイールズメンバーを照らし、輝かせる。

　ステージはまぶしいほどきらめき、まるで星空のようだ。

　その星空の中で、ひときわ輝く七つの星。

　みなも、カナ、詩しい歌か、アリス、舞ま衣い、凛りん子こ、ゆず。

　七人のアイドルたちは、歌声を響かせながら、高く高く飛び上がった──





　　　　☆






　同日、東京都内にあるホール──

　エンジェルパーティ東京都予選はまだ、準々決勝が終わっていない。

　都内は東西ブロックに分けてもなお、出場グループが多い。

　そのせいで、東京都予選は他県と比べて予定が遅れ気味だ。

　毎年、準々決勝をやっている時期に、他県の決勝戦を見ることになる。

「ふーん……星せい歌か台だいのＦＥＡＬｓか」

　ここは、ホール内にある控え室の一つ。

　室内には、五人の少女たちの姿があった。

　全員の視線は、壁際に置かれた液晶ＴＶに集中している。

　そこに映し出されているのは、今まさに進行中の神奈川県予選の模様だった。

「神奈川は新顔がずいぶん調子いいって聞いてたけど、本当だったんだね」

　ウェーブのかかった髪を伸ばした少女が、楽しそうに言った。

　ブラウスにネクタイ、薄いピンク色のミニスカートという格好だ。

　陽ひ那な美みヶが丘おか女子の制服である。

　室内にいる五人の少女たちは、陽那美ヶ丘のアイドル──ピュア・ステージのメンバーたちだ。

「つーか、あれ舞衣だろ。あいつがいるの、反則じゃないか？」

　髪をショートカットにした、ボーイッシュな少女がＴＶを指差して言う。

「別に反則じゃないっしょー。転校したらエンパに出ちゃいけないなんて決まりはないんだからさあ」

　そう答えたのは、明るい色の髪を後ろでまとめた、さばさばした感じの女の子だった。

　かなり制服を着崩している。

「ですが、舞衣さんがいらっしゃるなら県予選を勝ち抜けても不思議はありませんわ。彼女がダンスの指導をして、振り付けをするだけでもかなりの戦力になりますもの」

　上品な態度で言ったのは、黒髪をポニーテールにした少女だった。

　こちらは対照的に制服をきっちり着ている。

「あっ、それそれ！　あたし聞いたんだけど、あの学校──えーと、星せい歌か台だい？　元傭よう兵へいの変なコーチがいるんだってさ！　赤い死神とかいう！」

　ウェーブ髪の少女がばたばたと手足を動かしながら大げさに言う。

「へー、元傭よう兵へい？　わけわかんないなあ。どんなコーチしたんかなあ？」

「軍隊式とか？　うへー、想像もつかないや」

　制服を着崩した少女と、ウェーブ髪の少女が悩み始める。

「愛あ衣い。あんた、なんか感想はないのか？」

　ボーイッシュ少女が、一人だけ離れていたところに座っている少女に問いかける。

　その少女は赤みがかった髪を長く伸ばし、ぼんやりとＴＶを眺めている。

　星ほし宮みや愛衣という名前を持つ少女であり──ピュア・ステージのセンターだ。

「なんか……って？」

　愛衣は、軽く首を傾かしげてみせる。

「舞ま衣いがいるグループだぞ。感想の一つや二つ、あるだろ？」

「感想……」

　愛衣は、ぼんやりしたまま数秒考え込んでから。

「そういえば最近、舞衣を見かけないと思ってた……」

「おおぃっ！」

　ボーイッシュ少女が、鋭くツッコミを入れる。

「舞衣が転校したの、一年くらい前だろ！　同じ家に住んでて気づかなかったのか!?」

「冗談よ……」

　愛衣は、くすりともせずに言った。

「はっはっはー、愛衣姉ねえやんの冗談は難しいなあ。せめて真顔やめようよ、真顔」

「ステージでもないのに、顔つくるなんて面倒よ……」

　愛衣は、制服を着崩した少女に答えた。

　彼女は、今こ年とし高校三年生になる。

　昨年のエンジェルパーティ全国優勝の原動力となったアイドルであり。

　名実ともに日本一のアイドルとまで言われている。

　たとえアイドルに興味のない人間でも、彼女の名前くらいは聞いたことがあるだろう。

　だが、その素顔はちょっとばかりぼんやりした少女だった。

「というか、舞衣はなにしてるの……？」

「いやいや、だから神奈川の県予選に出てるんだって。ＳＯＧソーグと決勝を争ってるんだよ」

「争ってない。もう結果は決まってる」

　ボーイッシュ少女のツッコミに、愛衣は少しだけ早口で応えた。

「……どちらが勝つか、愛衣様はおわかりですの？」

「みんなはわからないの……？」

　黒髪ポニーテールに、愛衣は聞き返した。

「まー、愛あ衣いちんはアイドルのこととなると、神様みたいに鋭いからねー」

「普段は自分のことすらわからないって感じなのになあ」

　ウェーブ髪少女と、制服を着崩した少女がしみじみと言う。

「まあ、愛衣は神奈川の予選のことなんてどうでもいいか？　アレしか眼中にないって感じだもんな」

「んー……」

　ボーイッシュ少女にそう言われても、愛衣は小さく唸うなっただけだった。

「ええ、それでよろしいでしょう。結果はすぐに出るのですし。それになにより──」

「勝ち上がってきたほうを叩たたき潰つぶせばいい」

　黒髪ポニーテールにボーイッシュ少女が応えて、ぱんと拳こぶしをてのひらに打ちつけた。

　ウェーブ髪少女と、制服を着崩した少女はなにも言わなかったが、二人とも自信に満ちあふれた表情を浮かべている。

　今こ年としのピュア・ステージのメンバーに選ばれた女の子たちだ。

　自分たちの技量には、絶対的な自信を持っている。

　その上──ピュア・ステージには星ほし宮みや愛衣がいるのだ。

　これで自信を持つなというほうが難しい。

「気になることは……あるよ」

「え、なんだ？」

　愛衣がぽつりと漏らした言葉に、全員の注目が集まる。

「舞ま衣い……細すぎるからもうちょっと肉をつけなさいって言ったのに……むしろまた痩やせてる……」

「そんなことかーい！」

　制服を着崩した少女が、呆あきれながらツッコミを入れる。

「あと、もう一つ」

　愛衣は、またぼそりと言って、ＴＶ画面を見つめる。

　そこには、高くジャンプしているＦＥＡＬｓフイールズセンターの少女が映っていた。

「あの子……なにかある」

「…………！」

　他のメンバー全員が顔を見合わせる。

　なにかある──

　それが意味することを、ピュア・ステージのメンバーたちは知っている。

　その言葉は──

　星宮愛衣にとって、最大の褒め言葉なのだ──









　　　　エピローグ






　エンジェルパーティ神奈川県大会決勝が終わってから二時間──

　スタジアムの灯あかりは落とされ、観客の多くも帰路につき、あたりは静けさに包まれつつあった。

　そのスタジアムの関係者専用出入り口の一つ。

　そこで、ＦＥＡＬｓフイールズメンバーたちが──屍しかばねと化している。

「ああ、私もうダメ……」

　カナは出入り口に繋つながる廊下に置かれたベンチに座り、身動き一つしない。

「だらし……ないぞ……カナ……」

　その隣に座っている詩しい歌かは、もうスイッチが切れているようだ。

　さっきから、こくこくと船を漕こいでいる。

「すーすー……うにゃうにゃ……ギャラマのおにぎり、美お味いしいです……」

　その向かい側のベンチには、完全に眠っているゆずがいる。

　この子、ライブ中に海み咲さきゆらの声で歌ってしまったが、あれはどうしたもんかな……。

　あとで鹿しか野の社長に相談するしかないか……。

　ＦＥＡＬｓメンバーもみんな、海咲ゆらを知ってるようだった。

　今は疲れてるから突っ込んでこないが、あとで説明しないとな。

「あうあうー、ゆずっちの可愛かわいい寝顔がすぐ近くにあるのに！　手を出す気力が湧わいてくれませんー！」

　そのゆずの隣に座っているのはアリスだ。まだ叫ぶ元気はあるらしい。

「そんな気力、湧かなくていいですよ……生徒会長として、えっちな行動は許しませんから……」

　速はや水み凛りん子こはかろうじて壁にもたれて立っているが、言葉にまったく力がない。

「こんなときでも凛子会長は堅物ね……ふう……ダメだわ、突っ込む気力もない……」

　その隣に同じようにして立っている舞ま衣いも、時々膝ひざが震えている。

　座ったほうがいいと思うのだが、プライドが許さないのだろうか。

「しかし、遅いな……」

　俺はスマホを取り出して時刻を確認する。

　今日きようの帰りは、飛鳥あすか先生がマイクロバスで送ってくれることになっている。

　ついさっき、飛鳥先生から「もうすぐ到着する」とメッセージが来たので、出入り口で待っているのだが……。

「渋滞にハマっちゃったんじゃない？　でも楽屋に戻るのはめんどくさいよ」

　俺の隣に立っているみなもだけが、まだ元気そうだ。

　一番疲れているはずなのだが、俺の訓練でそこまで体力がついてるのか。

「しょうがないな、俺が外の様子を見てくるから──」

「やあ！　よかった、まだいたんだな！」

　廊下の向こうから、セーラー服姿の小こ泉いずみはずみが歩いてくる。

　起きている全員が立ち上がろうとするが、誰も身体からだが動かないようだ。

「あ、いいよ、いいよ。くつろいでいてくれて。うん、美少女たちのくつろいでる姿というのは最高にいいね！」

「……あんた、ホントに空気読めないわよね」

　舞ま衣いが小泉に呆あきれた目を向ける。

「はは、それが私だからね。まあ、なんにしても──」

　小泉は、みなものそばまで来ると──

「優勝おめでとう」

　そう言って、微笑ほほえみを浮かべて右手を差し出した。

「……うん。ありがとう」

　みなもも微笑んで、小泉の手を握った。

　エンジェルパーティ神奈川県大会は、ネットでの投票の結果──

　星せい歌か台だい学園、ＦＥＡＬｓフイールズの優勝で幕を閉じた。

「言い訳のしようもない。私たちは全力を出して、ＦＥＡＬｓの全力に負けた。悔しいが、君たちのステージは──本当に素晴らしかったよ」

「ＳＯＧソーグが凄すごいライブを見せてくれたからだよ。あなたたちに負けたくないから、わたしたちは全力以上の力が出せた」

「それも君たちの実力のうちだよ。でも、そう言ってくれると嬉うれしい。私たちも──救われたような気になれる」

　小泉はキラキラした笑みを浮かべ、手を離した。

「うっ、またキラキラ……」

「これが私のキャラだ！　そして、君たちの輝きが私のキラキラも倒したのさ！」

　負けても態度を変えず、勝者を讃たたえる。

　確かにＳＯＧは強敵と認めるにふさわしい相手だった──

「私たちは星歌台ガールズの魂を継いで、今度こそ頂点に立つつもりだった。だけど、君たちはもっと先を見ていたんだな……」

　小泉は、少しだけ寂しそうに笑った。

　よく見ると、彼女の目はわずかに腫はれている。

　結果が出て、そのあと──たぶん泣いていたんだろう。

　全力を出し切ったからこそ、本気で悔しい。

　涙を流すくらい、当然だ。

　でも、それには気づかなかったフリをしよう。

「ＦＥＡＬｓ　ＬＥＡＤ　ＴＨＥ　ＷＡＹか。いいフレーズだな。ところで……新しい時代をつくるって実際どうするのかな？」

「わからない！」

　みなもは自信満々で答えた。

　……そんなことだろうと思ったが、やはりか。

「はっはっは、それはいい。でも、私は──なんとなくだけど、君たちから新しい風を感じたよ。今までのアイドルとは違うなにかをね」

「まあ、わたしたちは個性もバラバラだし、コーチはとんでもないし、普通のアイドルじゃないからね」

「それはそうだ！」

　……さりげなく、みなもにも小こ泉いずみにもバカにされた気がする。

「これからのＦＥＡＬｓフイールズの活躍を楽しみにしてるよ。けど、一つだけ言わせてもらっていいかな？」

「なに？」

　小泉は、小さく頷うなずくと表情を引き締め──

「全国大会は県予選とは別物だ。各地の予選を勝ち抜いてきたグループは、化け物揃ぞろいだよ。アイドルなのに化け物っていうのも変な話だけどね。ま、忠告だよ」

「ありがとう。でも」

　みなもは、にっこりと笑う。

「わたしたちはＳＯＧソーグに勝ったんだよ。もう、最高のアイドルたちを見たから、化け物に会っても怖くない」

「……こっちこそありがとう、だな」

　小泉も、にっこり笑って──

　くるりとみなもに背中を向けた。

　それから、片手を挙げてそのまま歩き去っていく。

「キラキラはやっぱり苦手だけど──凄すごい人だよね」

「ああ」

　俺たちは、小泉の──

　背筋をまっすぐ伸ばした、誇り高いアイドルの背中を見送る。

　その背中が見えなくなると──

「……化け物揃いか。さてさて、全国大会はどうなるのかな」

「あのな、みなも。他ひ人と事ごとみたいに言うなよ……っと、飛鳥あすか先生かな」

　スマホが振動し、ポケットから取り出して新着メッセージを確認すると。

「……道に迷った上に渋滞にハマったらしい。もうしばらくかかるようだ」

「明あ日す奈なちゃん、まさかのドジッ子か……」

　みなもがどんよりした顔になる。

「よし、それじゃ……行こう」

「待て、みなも。出待ちのファンがいるかもしれない。車を待たないとまずい」

「それくらいわかってるよ、コーチ。そうじゃなくて──」

　みなもは意味ありげな視線を、他のメンバーたちに向けた。







　ついさっきＦＥＡＬｓフイールズが歌ったステージは、既すでにがらんとしていた。

　すべてのセットや機材は撤去され、なにもない。

「さっきまでここで歌ってたんだよね……」

　みなもは感慨深そうに言った。

　その後ろで、ＦＥＡＬｓメンバーたちもステージを見回している。

　飛鳥あすか先生を待つ間に、もう一度ステージを見ることにしたのだ。

　みんな、歩けるくらいには回復したようだ。

「なんか信じられないよ、もう次は全国なんて……」

　みなもはステージの上で、軽く右手を掲げた。

「育成科が動き出したのが、ほんのちょっと前のことなのにね」

「あっという間に駆け抜けてきたな……」

　カナは少し苦笑いし、詩しい歌かはぼんやりとしている。

「こらこら、たそがれるには早いわよ。ここからが本番なんだから」

「あはは、全国の決勝まで、〝ここからが本番〟とか言ってそうですねー」

　舞ま衣いがカナたちをたしなめ、アリスがにこにこ笑いながら言う。

「緊張感は大事ですから。気を抜くと、みなもさんはだらけそうですしね」

「わたしは適度にだらけるよ！」

　凛りん子こが真面目まじめくさって言い、みなもが適当な返事をする。

　みんな、本当に回復してきたみたいだな。

　もういつもどおりだ。

「うにゃ……リーダーの声、寝起きの頭に響きますね……」

「……ゆずが言うか、それ」

　ゆずも目を覚ましているが、まだ眠いのか、ちょっと不機嫌そうだ。

「まあ、緊張しっぱなしもよくないが、確かに気を抜くのはまだまだ早いな」

「もう鬼コーチがその気になってる……！」

　みなもが嫌そうに言う。

「当然だろう。みなも、おまえアイドルの新しい歴史を始めるなんて言ったんだから、これからさらに訓練、訓練だな」

「コーチは訓そ練ればっかりだよね……」

「それが俺の仕事だ」

　俺はみなもににっこりと笑いかけ、ぽんと頭に手を置いた。













　今日きようの決勝前に思い出した記憶──

　ステージの途中でみなもに向かって叫んでしまった言葉──

　俺は、ここでみなもになにか言うべきなのかもしれない。

　でも、きっと必要ない。

　俺たちには過去じゃなくて、これから進んでいく未来があればいい。

「……ていうか」

「なんだ、みなも？」

「コーチがそんなに笑うの、初めて見たかも」

「別に俺は感情をなくした戦闘マシーンじゃないぞ」

「うーん、そうかなあ」

　みなもは、いまいち納得できないようだ。

　自分の笑え顔がおなんて、よくわからないけどな。

　もし、みなもが見たことのない笑顔を俺が見せたのだとしたら──

　それは、ＦＥＡＬｓフイールズのライブのおかげだろう。

「ま、わたしたちのステージを観みてれば笑顔になれるよ。もっとみんなを笑顔にさせるために！　エンジェルパーティ全国大会、行くぞーっ！」

「おーっ！」

　全員が拳こぶしを高く掲げた。

　勝利を喜びながらも浮かれてない、か。

　みんな、メンタル面もきちんと成長しているようだな。

「……ん？」

　ステージの袖そでから、誰かが近づいてくる。

　袖は真っ暗なので、姿はよく見えない。

「あ、そうか。えーと……赤い死神の人」

　袖から現れたのは──赤みがかった髪の女の子だった。

「…………っ！」

　その姿をはっきり確認して、俺は思わずぎょっとしてしまう。

　まさか──いや、見間違えようもない。

　この顔は──

「ね、姉さん……!?」

　舞ま衣いも目を大きく見開いて、現れた少女──星ほし宮みや愛あ衣いを見つめている。

　他のメンバーたちも固まったように動けない。

　みんな、星宮愛衣の顔は知っていたのだろう。

「ちょうどよかった。あなたともお話をしてみたかったの」

「俺と……？」

　星宮愛衣、日本一のアイドル。

　舞ま衣いの姉貴で、おそらく全国大会での最大の壁。

　その彼女が俺に話──？

「ね、姉さん。姉さんも予選の最中のはずじゃ……！」

「今日きようのステージは終わったの。東京から横浜なんて、そんな遠くない」

　星ほし宮みや愛あ衣いは、ぼんやりした口調で言った。

　ステージが終わったあとで、わざわざ横浜まで来たのか？

　確かに東京から横浜なんて電車で一時間くらいだが……。

「そんなことより話。えーと……わたしは……」

　混乱する俺たちに、星宮愛衣はまたぼんやりした口調で言った。

「世界で一番のアイドルになりたいの」

「は……？」

　あまりに唐突な言葉に、頭がついていかない。

　なにかの区切りのたびに、おかしな事態が起きてきたが──

　これはおかしすぎて、どうしたらいいか判断できない。

　俺は──この日本一のアイドルになんて答えればいいのだろうか？
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